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令和６年第１回中種子町議会定例会会議録（第１号）

令和６年３月６日（水曜日）午前10時開議

１．議事日程（第１号）

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 諸般の報告

第４ 行政報告

第５ 常任委員長報告（総務文教常任委員会）

第６ 報告第１号 中種子町障害者計画について

第７ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて

第８ 議案第１号 中種子町職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

第９ 議案第２号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定

第10 議案第３号 中種子町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の

基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を

定める条例の制定

第11 議案第４号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の全

部を改正する条例

第12 議案第５号 中種子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

第13 議案第６号 中種子町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する

条例

第14 議案第７号 中種子町介護保険条例の一部を改正する条例

第15 議案第８号 中種子町指定介護予防支援等の事業の人員，運営等に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例

第16 議案第９号 中種子町漁港管理条例の一部を改正する条例

第17 議案第10号 なかたねふれあいの里の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例

第18 議案第11号 水道法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定

第19 議案第12号 中種子町青少年問題協議会設置条例の全部を改正する条例

第20 議案第13号 中種子町いじめ問題防止対策協議会設置条例の一部を改正

する条例

第21 議案第14号 令和５年度中種子町一般会計補正予算（第９号）

第22 議案第15号 令和５年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第４号）

第23 議案第16号 令和５年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（

第３号）

第24 議案第17号 令和５年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
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３号）

第25 議案第18号 令和５年度中種子町水道事業会計補正予算（第３号）

第26 議案第19号 令和６年度中種子町一般会計予算

第27 議案第20号 令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計予算

第28 議案第21号 令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計予算

第29 議案第22号 令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計予算

第30 議案第23号 令和６年度中種子町水道事業会計予算

－－－－－－－○－－－－－－－

２．本日の会議に付したる事件

議事日程のとおりである。

－－－－－－－○－－－－－－－

３．出席議員は次のとおりである。（12名）

１番 大町田 勇 希 君 ２番 梶 原 哲 朗 君

３番 秋 田 澄 德 君 ４番 池 山 喜一郎 君

５番 橋 口 渉 君 ６番 永 濵 一 則 君

７番 池 山 朝 生 君 ８番 濵 脇 重 樹 君

９番 日 髙 和 典 君 10番 戸 田 和 代 さん

11番 浦 邊 和 昭 君 12番 迫 田 秀 三 君

－－－－－－－○－－－－－－－

４．欠席議員は次のとおりである。（０名）

－－－－－－－○－－－－－－－

５．説明のため出席した者の職氏名

－－－－－－－○－－－－－－－

町 長 田渕川 寿 広 君 副 町 長 阿世知 文 秋 君

総 務 課 長 上 田 勝 博 君 町 民 課 長 德 永 和 久 君

地域福祉課長 森 山 豊 君 農林水産課長 園 田 俊 一 君

建 設 課 長 黒 木 聡 君
会計管理者兼

会 計 課 長
南 奈 津 紀 さん

企 画 課 長 鮫 島 司 君 デジタル推進課長 中 村 広 道 君

自衛隊対策室長 遠 藤 淳 一 郎 君 税 務 課 長 日 高 隆 雄 君

水 道 課 長 牧 瀬 善 美 君 保 育 所 長 浦 口 吉 平 君

空港管理事務所長 柳 田 勝 志 君 行 政 係 長 牧 瀬 亮 君

財 政 係 長 東 郷 伸 也 君 教 育 長 北之園 千 春 君

教育総務課長 横 手 幸 德 君 社会教育課長 春 田 功 君

学校教育課長 皆 倉 健 二 君 給食センター所長 野 平 清 吾 君

選 挙 管 理

事 務 局 長
岩 本 郁 美 さん 農委事務局長 石 堂 晃 一 君
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６．職務のため出席した事務局職員の職氏名

議会事務局長 榎 元 卓 郎 君 議 事 係 長 稲 子 隆 浩 君
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○議会事務局長（榎元卓郎君） 開会前に黙祷を行いますので、御起立をお願い

いたします。

○議長（迫田秀三君） このたびの能登半島地震と津波により、想像を絶する壊

滅的な被害がもたらされ、幾多の尊い命が失われました。

ここに犠牲になられた方々とその御遺族に対しまして、衷心より哀悼の意を

表します。

これより、犠牲者の方々の御冥福を祈り、黙祷をささげたいと思います。

〔黙祷〕

○議会事務局長（榎元卓郎君） 黙祷を終わります。

ありがとうございました。

御着席ください。

開会 午前10時00分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） おはようございます。

ただいまから、令和６年第１回中種子町議会定例会を開会します。

これから、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お配りした日程表の

とおりです。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（迫田秀三君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は会議規則第 127 条の規定により、８番、濵脇重樹君、９番、

日髙和典君を指名します。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 会期の決定

○議長（迫田秀三君） 日程第２、「会期の決定」を議題にします。

お諮りします。

本定例会は本日から３月 21 日までの 16 日間にしたいと思います。御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から３月21日までの16日間に決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 諸般の報告

○議長（迫田秀三君） 日程第３、「諸般の報告」を行います。

１月 19 日、鹿児島市において、浄化槽トップセミナー鹿児島が開催され、

東洋大学教授、山崎宏史氏による講演並びにその他浄化槽関連の講演がありま

した。

１月 24 日、鹿児島市において、町村議会議員研修会が開催され、早稲田大

学マニフェスト研究所顧問、北川正恭氏及びキャノングローバル戦略研究所、

杉山大志氏による講演がありました。
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１月 25 日から 26 日まで、岡山県美咲町において、鹿児島県町村議会議長会

役員政務調査が実施され、議会改革並びに議会活性化の取り組みについて、調

査、意見交換を行いました。

２月７日から８日まで、福岡市の九州防衛局及び熊本市の九州防衛支局を表

敬訪問し、馬毛島基地整備に伴う意見交換を行いました。

２月 16 日、鹿児島市において、種子島屋久島振興協議会第２回総会が開催

され、令和６年度事業計画案及び予算案について審議され、原案のとおり可決

されました。

２月 19 日、鹿児島市において、令和６年第１回鹿児島県市町村総合事務組

合定例会が開催され、条例改正、令和５年度一般会計補正予算、令和６年度一

般会計予算が上程され、全て可決されました。

２月 20 日、鹿児島市において、鹿児島県町村議会議長会第 75 回定期総会が

開催され、自治功労者等の表彰、会務報告、令和４年度決算、令和６年度事業

計画案及び予算案を審議し、原案のとおり決定されました。

同日、鹿児島県離島振興町村議会議長会定期総会が開催され、会務報告、令

和４年度決算、令和６年度事業計画案及び予算案を審議し、原案のとおり決定

されました。

２月 26 日、西之表市において、第１回熊毛地区消防組合議会定例会、種子

島産婦人科医院組合議会定例会及び種子島地区広域事務組合議会定例会がそ

れぞれ開催され、請負契約、令和５年度一般会計、事業会計補正予算及び令和

６年度一般会計、事業会計予算が上程され、原案のとおり可決されました。

２月 29 日、令和６年第１回中南衛生管理組合議会定例会及び公立種子島病

院組合議会定例会が開催され、令和５年度一般会計、事業会計補正予算及び令

和６年一般会計、事業会計予算が上程され、原案のとおり可決されました。

以上の会議資料等は事務局に保管してあります。

なお、監査委員から地方自治法第 235 条の２第３項の規定による、例月出納

検査の結果について報告が提出されています。

これで諸般の報告を終わります。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第４ 行政報告

○議長（迫田秀三君） 日程第４、「行政報告」を行います。

これを許可します。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） おはようございます。

議長の許可をいただきましたので行政報告をさせていただきます。

まず、２月 19 日から２月 21 日にかけて、種子島空港利用促進協議会と種子

屋久観光連絡協議会合同でジェットチャーター便誘致活動を実施してまいり

ました。

中部地域の旅行エージェント５社、農協観光、クラブツーリズム、ＪＴＢ、
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阪急交通社、ＨＩＳを訪問し、これまでのツアー実施のお礼や、種子島の観光

ＰＲを行いました。

小牧空港にございますフジドリームエアラインズでは、今年度のジェットチ

ャーター便のお礼と来年度以降のチャーター便の運航及び熊毛地域へのツア

ーの企画、これを要望してまいりました。また、種子島の観光や本町の魅力情

報について意見交換を行ってまいりました。

次に空港バス廃止についてでございます。

現在、種子島空港から西之表市街地、そして本町経由で南種子市街地へ向け

運行しております空港バスでございますが、運行会社から、累積赤字の増加、

運転手の高齢化及び不足などの理由により、空港路線系統廃止の申出があり、

２月 27 日の種子島地域公共交通活性化協議会において、廃止の承諾が得られ、

令和６年３月 31 日をもって廃止の手続を行っているところです。

今後につきましては、４月１日からデマンド型乗り合いタクシーでの運行を

半年間、実証試験として行う予定となっており、その結果を検証し、今後の運

行形態、これを検討していくこととしていきたいというふうに考えております。

続きまして、共立女子大との連携協定についてでございます。

２月 26 日に、東京都にございます共立女子大学、共立女子短期大学が、課

題解決型授業の一環として行う、地域社会が抱える課題を、自治体、地域住民

と協労して解決に取り組むことで、社会で活躍できる人材の育成を目指すこと

を目的とした社会連携プログラム、地域連携プロジェクトを円滑に進めるため、

本町と連携協定を行いました。

この協定に基づく取組計画では、さとうきびを原料としたキビ粗糖の活用取

組を始めとした地場産品の活用により、地域の活性化につなげるなど、地域課

題の解決に、地元企業などと協労して取り組むこととしております。

また、大学側では、本町でのフィールドワークや修学旅行先としても考えて

いるようでございます。なお来年度４月以降になりますが、この連携協定の報

告会を開催する予定としているところでございます。

最後に、ソラリアントキャピタル株式会社との立地協定についてでございま

す。

２月 28 日に米国カリフォルニア州に本社を置くソラリアントキャピタルＬ

ＬＣの日本法人でありますソラリアントキャピタル株式会社が設置するバイ

オマス燃料製造実証試験設備の立地について、協定を締結いたしました。

今回の計画では、島内で調達可能なバガスや木質チップを活用したバイオデ

ィーゼル燃料を製造する実証実験を行うこととしております。

また実証実験後は、商業プラントの建設を行い、令和９年度からは量産を目

指すものでございます。

この立地により、地域における新たな雇用の創出、活性化はもとより、地域

経済の浮揚発展に期待をしているところでございます。

以上、行政報告を終わります。

○議長（迫田秀三君） これで行政報告は終わりました。
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－－－－－－－○－－－－－－－

日程第５ 常任委員長報告（総務文教常任委員会）

○議長（迫田秀三君） 日程第５、「常任委員会の所管事務調査の報告」でありま

す。閉会中、総務文教常任委員会が調査した事件について、調査の経緯と結果

の報告を求めます。

総務文教常任委員長、池山喜一郎君。

〔総務文教常任委員長 池山喜一郎君 登壇〕

○総務文教常任委員長（池山喜一郎君） 令和５年度総務文教常任委員会所管事務

調査の報告を行います。

総務文教常任委員会が令和５年 12 月定例会において、所管事務調査の申し

出をしていました事件、「学校教育の実態について」の調査の経過と結果につ

いて報告いたします。

当委員会は、去る２月２日午前９時から、中種子中学校、油久小学校、星原

小学校、野間小学校の順に調査を行いました。

各学校の概要で経営方針・職員研修・学力の状況・生徒指導・保健の実態な

どの説明がなされました。

まず、中種子中学校について生徒数 162 名で、１年生 46 名、２年生 70 名、

３年生 46 名、うち特別支援学級５名となっています。

教育目標に「授業が輝く、心が輝く、自他ともに未来に輝く生徒を育成する。」

を掲げ、職員の専門職としての資質向上や生徒の向学・敬愛・錬磨の精神を育

み、生徒・保護者・地域の期待や信頼に応える教育活動を推進しています。

次に、油久小学校について児童数は 13 名で、１年生１名、２年生０名、３

年生４名、４年生２名、５年生３名、６年生３名、うち特別支援学級３名とな

っています。

校訓に、進んで学ぶ子・助け合う子・たくましい子、キャッチフレーズとし

て風に向かって立つを、また、教育目標に「油久のよさを生かし、進んで学び、

たくましく生きる力を備えた人間性豊かな子供を育てる。」を掲げ、学校・家

庭・地域との連携を深め、地域に根差した特色ある教育活動を推進しています。

次に、星原小学校について、児童数は１８名で、１年生２名、２年生２名、

３年生４名、４年生０名、５年生６名、６年生４名、うち特別支援学級２名と

なっています。

教育目標は、「自ら気づき、考え判断し、行動する児童の育成」を掲げ、令和

５年度の重点目標として、なりたい自分になる、キャリア教育の推進に取り組

むとともに、家庭と地域との連携・協力を深め、開かれた学校づくりと地域の

教育力を生かした教育活動を推進しています。

次に、野間小学校について児童数は 258 名で、１年生 42 名、２年生 46 名、

３年生 36 名、４年生 43 名、５年生 42 名、６年生 49 名、うち特別支援学級 14

名となっています。

教育目標は、「楽しく学び 心豊かに たくましく歩む 野間の子」、校訓に

広がる夢を輝く未来にかけよを掲げ、夢を広げるキャリア教育の推進、重点目
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標、見つけ、考え、行動しように取り組むとともに、人権等に関する道徳を重

視した教育活動も推進しています。

次に、質疑の主なものは、次のとおりでした。

中種子中学校では、進学にあたっての試験対策は、に対し、昨今の国際学力

の問題と併せて、自分で考えて、思考判断、表現するという記述式の問題が増

えている。それらにも対応できるよう対策を行っている。との答弁。

種子島中央高校に今春、新たな学科がスタートしますが、今春の進学にあた

って、地元内外へそれぞれ何割の進学予定か。に対し、今年度は、現時点まだ

流動的であるため、はっきりとは申し上げられないが、例年８割から９割の生

徒が種子島中央高校に進学しています。

令和６年４月にミライデザイン科が新設されます。まず、そこへの理解を深

めないといけない。これからの予測不可能な時代を生きるためにデジタル人材

を育成し、仕事にこだわらずスキルを身につけ、問題を解決していく、これか

らの時代にマッチした学科だなと思っている。との答弁。

油久小学校では、他校との連携を積極的におこなっているが、児童の皆さん

が交流することによってどういった結果をもたらすのか。に対し、子供たちが

将来高校に進学したとき、また、高校を卒業して島外に出たとき、大事になる

のが人間関係を築く力、社会の中での自分たちのコミュニティを形成していく

力が大事になることから、他校の児童との交流を図っています。との答弁。

星原小学校では、中種子町のＩＣＴに関する環境は、県内の他の学校と比べ

てどうなのか。に対し、中種子町は他の地域と比べると進んでいると思います。

との答弁。

他校との連携や触れ合いはあるのか。に対し、町内の小規模校６校での交流

学習や納官小、岩岡小と合同での修学旅行などを行っている。との答弁。

野間小学校では、子供たちに人権同和に対しての指導をどのように行ってい

るか。に対し、道徳の授業の中、学級活動の授業の中、そして人権旬間という

取り組みも行い、その中で 12 月は人権教室を開くなど取り組んでいます。と

の答弁。

モンスターペアレントなど、理不尽な言葉、暴言で悩んでいる先生はいない

か。に対し、モンスターペアレント的な保護者の方は今のところいません。色々、

子供の活動に対し意見を言われることもありますが、建設的な意見です。との

答弁。

学校施設の整備要望箇所については、それぞれ現地調査を行い、説明を受け

ました。

以上で調査を終え、まとめとして、各学校とも教師が一丸となり、児童・生

徒の能力や個性を重視しながら、日々の教育に努め、特色ある学校づくりに取

り組んでいる姿が見られました。

今後も、学校・家庭・地域との連携を図り、各学校の教育目標達成のため精

一杯取り組んでいただきたいとの、委員全員の一致した意見でした。

以上で報告を終わります。
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○議長（迫田秀三君） 以上で常任委員長の報告を終わります。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第６ 報告第１号 中種子町障害者計画について

○議長（迫田秀三君） 日程第６、報告第１号、「中種子町障害者計画について」

を議題とします。

報告を求めます。町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 報告第１号について説明いたします。

障害者計画につきまして、障害者基本法第 11 条第３項の規定により策定が

義務づけられております。

現在の計画は令和５年度で完了するため、新たに令和６年度から令和 11 年

度までの計画を作成しましたので、同法同条第８項の規定に基づいて、議会に

報告をするものでございます。

詳しくは、地域福祉課長に説明をさせます。

○議長（迫田秀三君） 地域福祉課長。

○地域福祉課長（森山豊君） それでは、中種子町障害者計画について、御説明

を申し上げます。

この計画は、６年ごとに見直しが行われ、令和６年度から令和 11 年度まで

中種子町長期振興計画と整合、関連を図りながら推進をしていくものでござい

ます。

計画については、第１部が総論、第２部が障害者計画、第３部が障害福祉計

画、障害児福祉計画、第４部が計画の推進の４体系で構成されています。

第１部の総論は、計画策定の概要、第２部の障害者計画は、基本目標や施策

の展開、第３部の障害福祉計画、障害児福祉計画は、国の基本指針を踏まえ、

福祉サービス支援と社会参加促進、地域生活への移行サービス提供体制の確保、

障害児の健やかな育成のための発達支援体制の整備について、第４部の計画の

推進については、国、県と連携しながら、サービス利用の支援体制の整備を進

めていくことを記載してございます。

以上、本町の障害者施策を総合的、計画的に推進していくため、障害者基本

法第 11 条第３項の規定により策定し、同法同条第８項の規定により、議会に

報告するものでございます。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

以上で報告を終わります。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第７ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて

（令和５年度中種子町一般会計補正予算（第８号））

○議長（迫田秀三君） 日程第７、承認第１号、「専決処分の承認を求めることに
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ついて」を議題とします。

本案について説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 承認第１号について御説明いたします。

今回の補正は国の補正予算による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金に関連する経費で、対象者へ速やかに給付を行うため、緊急に計上するもの

で、地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、令和６年１月 31 日付で、一

般会計補正予算（第８号）を専決処分しましたので、同法第３項の規定により

報告するものでございます。

歳出予算は、民生費で、住民税均等割のみ課税世帯等支援給付金、低所得者

世帯支援給付金、県給付金、子ども加算分及び給付に関する事務費を追加して

おります。

歳入予算は、国庫補助金で、重点支援地方創生臨時交付金を計上しておりま

す。

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ 4,992 万８千円を追加し、補正後の予算

総額を 81 億 8,578 万７千円とするものでございます。

以上、承認方よろしくお願いを申し上げます。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、承認第１号を採決します。

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、承認第１号は、承認することに決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第８ 議案第１号 中種子町職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第８、議案第１号、「中種子町職員の旅費支給条例の

一部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第１号について説明いたします。

近年の社会情勢の変化に応じた旅費制度の運用を図るため、日当及び宿泊料
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並びに島外に出張する場合の交通費の額を改定するものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第１号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第９ 議案第２号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定

○議長（迫田秀三君） 日程第９、議案第２号、「地方自治法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第２号について説明いたします。

地方自治法の一部を改正する法律の施行により、引用条項の整理を行うもの

で、関係条例の改正をするものでございます。

関連する条例は、第１条が中種子町監査委員条例、第２条が中種子町水道事

業の設置などに関する条例です。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第２号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第10 議案第３号 中種子町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発

展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づ

く準則を定める条例の制定

○議長（迫田秀三君） 日程第 10、議案第３号、「中種子町地域経済牽引事業の促

進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づ

く準則を定める条例の制定」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第３号について御説明いたします。

地域経済牽引事業の促進による、地域の成長発展の基盤強化に関する法律が

制定されたことに伴い、適用すべき準則に関し、新たに条例を制定するもので

ございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから、議案第３号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第11 議案第４号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する

条例の全部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 11、議案第４号、「行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する

条例の全部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。
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〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第４号について説明いたします。

デジタル社会の基盤であるマイナンバーやマイナンバーカードについて、国

民の利便性向上を図る観点から、関係法令の一部改正があったため、それに伴

い、本条例の全部を改正するものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから、議案第４号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第４号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第12 議案第５号 中種子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 12、議案第５号、「中種子町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第５号について説明いたします。

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が令和６年１月 26 日に公布さ

れ、令和６年１月１日から施行されることに伴い、中種子町国民健康保険税条

例の一部を改正するものでございます。

改正内容としまして、保険料の後期高齢者支援金など、賦課金に係る限度額

の引上げと低所得者に対し、被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する

所得判定基準を引き上げるものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第５号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第13 議案第６号 中種子町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正

する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 13、議案第６号、「中種子町重度心身障害者医療費

助成条例の一部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第６号について説明いたします。

鹿児島県重度心身障害者医療費助成事業費補助金交付要綱が改正されたこ

とに伴い、関係条文を整備するものでございます。

改正内容としましては、令和６年７月から、重度心身障害者医療費の助成対

象者を拡充するもので、現行の対象者である重度の身体及び知的障害者に、精

神障害者の保健福祉手帳１級所持者通院のみを追加するものでございます。

また、受給者の申請手続を簡素化するため窓口の申請をなくし、自動償還払

方式に移行するものです。

また、所得制限を設けることとして、関係条文の字句を整理するものでござ

います。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第６号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６号は、原案のとおり可決されました。
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－－－－－－－○－－－－－－－

日程第14 議案第７号 中種子町介護保険条例の一部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 14、議案第７号、「中種子町介護保険条例の一部を

改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第７号について説明いたします。

介護保険事業につきましては、本年４月から３年間の第９期介護保険事業計

画運営期間に入ることから、新しい期間として、令和６年度から令和８年度に

改め、それに伴う第１号被保険者保険料を改定するものです。

また、介護保険法施行令の改正により、第１号被保険者保険料の所得段階が

これまでの９段階から 13 段階に改正となることから、保険料及び関係条文の

改正を行うものでございます。

詳細につきましては、地域福祉課長に説明をさせます。

よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） 地域福祉課長。

○地域福祉課長（森山豊君） それでは、介護保険条例の一部改正について議案書

の 29 ページの新旧対照表により説明をさせていただきます。

第２条につきましては、令和６年度から第９期介護保険事業計画期間となる

ことから、令和６年度から令和８年度に改めるものでございます。

第１号被保険者の介護保険料につきましては、介護保険法の規定により、介

護給付対象サービスの見込み料等に基づいて算定することになっております。

第９期の介護保険料は、保険料基準額を年額７万 5,600 円、月額にしますと

6,300 円として、現行の第８期保険料で据置きとするものです。

また、介護保険法の改正に伴い、第２条第１項の各号に定める所得階層を、

現行の９段階から 13 段階に改めるものとし、第１号から第３号の低所得者階

層の保険料基本率を軽減して、保険料を改正するものでございます。

第２項から第４項につきましては、低所得者階層の保険料基本率の改定に伴

う減額規定の改正でございます。

30 ページの第４条第３項につきましては、所得階層の改定に伴う条文の改

正をするものでございます。

この条例につきましては、令和６年４月１日から施行し、経過措置として、

令和５年度以前の保険料は従前の例によるものと規定しています。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第７号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第15 議案第８号 中種子町指定介護予防支援等の事業の人員，運営等に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 15、議案第８号、「中種子町指定介護予防支援等の

事業の人員，運営等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」を議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第８号について説明いたします。

この条例につきましては、厚生労働省令で定める指定介護予防支援などの事

業の人員及び運営並びに指定介護予防支援などに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準に基づき、条例制定しており、省令の改正にあわ

せ、所要の改正を行うものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第８号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第16 議案第９号 中種子町漁港管理条例の一部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 16、議案第９号、「中種子町漁港管理条例の一部

を改正する条例」を議題とします。
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本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第９号について御説明いたします。

漁港及び漁場の整備などに関する法律の一部改正に伴う名称変更と土砂採

取料などに関する規定の追加に伴い、所要の改正を行うものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第９号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第９号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第17 議案第10号 なかたねふれあいの里の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 17、議案第 10 号、「中種子ふれあいの里の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 10 号について御説明いたします。

当該施設内の黒糖づくり伝承館の使用料につきまして、近年の物価、燃料な

どの高騰に伴い、今回５千円の引上げを行い１万５千円とするものでございま

す。また、新旧対照表のとおり、別表中の施設名、区分、使用料、備考を施行

規則と整合を図るため、それぞれ字句の修正を行うものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 10 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第 10 号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第18 議案第11号 水道法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定

○議長（迫田秀三君） 日程第 18、議案第 11 号、「水道法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 11 号について説明いたします。

水道法の改正に伴い、所管省が厚生労働省から国土交通省及び環境省に移管

されることから関係条例の整備を行うものであります。

関連する条例は、第１条が中種子町水道法施行条例、第２条が中種子町水道

事業給水条例です。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 11 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第11号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第19 議案第12号 中種子町青少年問題協議会設置条例の全部を改正する

条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 19、議案第 12 号、「中種子町青少年問題協議会設置

条例の全部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。
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町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 12 号について御説明いたします。

社会教育課が所管する青少年健全育成の推進と関係機関団体相互の連絡調

整を図ることを目的として、平成 14 年に４つの組織で構成し発足された中種

子町青少年健全育成全体協議会の再編案について、去る１月 31 日に開催され

た第３回協議会の議事において現組織を分割し、現状を見据えた新たな組織を

再編するといったことが審議され、可決されました。

これにより条文を見直し、今後の新組織における会議の充実改善を図るため、

本条例の全部を改正するものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 12 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第 12 号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第20 議案第13号 中種子町いじめ問題防止対策協議会設置条例の一部を

改正する条例

○議長（迫田秀三君） 日程第 20、議案第 13 号、「中種子町いじめ問題防止対策協

議会設置条例の一部を改正する条例」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 13 号について御説明いたします。

中種子町青少年健全育成連絡協議会の再編に伴い、中種子町青少年健全育成

連絡協議会会則を廃止することから、本条例の一部を改正するものでございま

す。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。
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これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 13 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第13号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第21 議案第14号 令和５年度中種子町一般会計補正予算（第９号）

○議長（迫田秀三君） 日程第 21、議案第 14 号、「令和５年度中種子町一般会計補

正予算（第９号）」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 14 号について御説明いたします。

今回の補正は、前回の補正予算以降必要となった経費の追加、また、各事業

の確定及び実績見込みによる執行残額の減額が主なものでございます。

その結果、歳入歳出予算それぞれ２億 5,419 万７千円を減額し、補正後の予

算総額を 79 億 3,159 万円とするものでございます。

以上の歳入歳出補正のほか、繰越明許費、債務負担行為及び地方債の補正も

あわせて計上しております。

詳細につきましては、総務課長に説明をさせます。

議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） 総務課長。

○総務課長（上田勝博君） それでは、議案第 14 号、令和５年度中種子町一般会

計補正予算（第９号）の事項別明細書、歳入歳出予算の主なものについて御説

明いたします。人件費につきましては、説明を省略させていただきますので、

よろしくお願いします。

歳出から御説明いたします。

17 ページをお願いします。中ほどの目の１一般管理費、増額 224 万１千円

は、次のページをお願いします。１番上の能登半島地震災害義援金が主なもの

でございます。中ほどの目の５財産管理費、減額 1,346 万９千円は、再編交付

金事業の実績に伴い積立金を減額するものです。

19 ページをお願いします。下段の目の 12 地域開発費、減額 477 万８千円は、

地域定住支援事業等実績によるものでございます。

次のページをお願いします。中ほどの目の２賦課徴収費、増額 184 万８千円

は、固定資産税過誤納付金償還金でございます。
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22 ページをお願いします。下段の目の１社会福祉総務費、減額 429 万２千

円は、次のページをお願いします。委託料地域福祉計画、障害者計画等策定事

業の入札執行残及び国保特別会計繰出金の減額が主なものでございます。

次の 24 ページをお願いします。上段の目の１児童福祉総務費、増額 211 万

２千円は、教育保育給付事業実績に伴う前年度精算金でございます。

次に 26 ページをお願いします。中ほどの目の２予防費、減額 3,782 万６千

円は、次のページをお願いします。委託料、新型コロナウイルス、インフルエ

ンザなど、予防接種事業実績に伴う減額が主なものでございます。

次に 28 ページをお願いします。中ほどの目の７後期高齢者医療費、減額 600

万７千円は、後期高齢者医療特別会計繰出金の減額でございます。その下の目

の８健康増進対策費、減額 287 万８千円は、各がん検診等の実績によるもので

ございます。

30 ページをお願いします。中段の目の４畜産業費、減額 3,195 万円は、畜産

振興資金貸付金実績によるものでございます。

31 ページをお願いします。上段の目の９農村振興運動費、減額 694 万７千

円は、機構集積協力金交付事業実績によるものでございます。その下の目の 11

経営基盤強化促進費、減額 1,050 万円は、農地利用効率化等支援事業及び経営

発展支援事業実績によるものでございます。

次のページ、32 ページをお願いします。１番下の目の１農地総務費、減額

1,129 万５千円は、県営基盤整備事業費実績に伴う負担金の減額でございます。

次のページをお願いします。上段の目の２農道農地等維持補修費、減額 1,653

万７千円は、農道補修事業が栽培作物の作付及び管理等を考慮した場合、年度

内完成が見込めないことから減額するものでございます。２つ下の目の５多面

的機能支払交付金推進事業費、減額 214 万３千円は、町内 27 地区で実施して

いる多面的機能支払交付金事業の実績によるものでございます。同ページ１番

下の目の２商工業振興費、減額 4,272 万７千円は、ふるさと応援寄附金返礼品

経費及び次のページの商工業者事業資金利子補給事業など、実績による減額で

ございます。

35 ページをお願いします。１番下の目の４自然災害防止事業、減額 225 万

４千円は、緊急自然災害防止事業、町道４路線の事業実績によるものでござい

ます。

次に 38 ページをお願いします。下段の目の１学校管理費、減額 569 万６千

円は、次のページをお願いします。光熱水費及びバス借上料実績によるもので

ございます。

次に 43 ページをお願いします。下段の目の１現年発生農業用施設等災害復

旧費、減額 520 万円は、農地施設の災害復旧事業入札執行残でございます。歳

出は以上でございます。

次に歳入を説明します。９ページをお願いします。款の１町税は収納見込み

に伴う調整でございます。１番下の目の１地方交付税は、普通交付税追加交付

決定によるものでございます。
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次に 10 ページをお願いします。下段の款の 15 国庫支出金から 13 ページの

款の 16 県支出金までは、国県支出金の交付決定等による調整でございます。

次のページをお願いします。中ほどの目の１寄附金、減額 5,500 万円につい

ては、ふるさと応援寄附金実績見込みによるものでございます。その下の目の

１財政調整基金繰入金、目の２その他特定目的基金繰入金は、事業実績等によ

る財源調整を行うものでございます。

次のページ 15 ページをお願いします。15 ページ、１番下から次のページま

での款の 22 町債については、事業実績等による起債額の調整でございます。

歳入は以上でございます。

次に６ページをお願いします。第２表繰越明許費でございます。国の補正予

算措置等により予算を計上した重点支援地方交付金事業など、合計８件、総額

１億 2,218 万６千円を繰り越すものでございます。

次の７ページをお願いします。第３表債務負担行為補正でございます。小学

校指導者用デジタル教科書を借り入れる経費の追加とコミュニティバス運行

事業経費の限度額について変更するものでございます。

次に８ページをお願いします。第４表地方債補正でございます。各事業の確

定により、限度額をそれぞれ変更するものでございます。起債の方法、利率、

償還の方法には変更はございません。

最後に１ページをお願いします。第１条第１項は、既定予算から、２億 5,419

万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 79 億 3,159 万円と規定す

るものでございます。第２項は、補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳

出予算補正によることと規定するものでございます。第２条は繰越明許費、第

３条は債務負担行為の補正、第４条は地方債の補正について規定するものでご

ざいます。

以上で説明を終わります。

議決方よろしくお願いします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） ページの 33 ページ、多面的機能支払交付金が 27 地区

対象になっているんですけど、214 万３千円の減額になっていますけど、この

減額の説明をお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 農林水産課長に説明をさせます。

○議長（迫田秀三君） 農林水産課長。

○農林水産課長（園田俊一君） ただいまの戸田議員の御質問にお答えいたします。

この減額につきましては、変更決定に伴う減ということでございますので、

活動実績に応じての変更決定ということでございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ほかに質疑はありませんか。

７番、池山朝生君。
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○７番（池山朝生君） 歳入のページは 14 ページ、ふるさと応援寄附金の 5,500

万円の減とありますけども、この要因というのはどういうふうに捉えてますか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 担当課長に説明させます。

○議長（迫田秀三君） 企画課長。

○企画課長（鮫島司君） ただいまの質問にお答えいたします。

ふるさと納税寄附金の減額につきましては、令和５年度 10 月の制度改正に

おきまして、返礼品経費の算出方法が見直されました。

今まで対象とされていませんでした、ワンストップ特例制度の事務や寄附金

受領証明書の発行に係る費用を含めなければならなくなったところでござい

ます。このようなことから、寄附金額の値上げをせざるを得なくなりました。

この対応には、返礼品の容量を減らして費用を抑える方法もありましたが、

本町では、事業者側の負担を考慮し、寄附金額の値上げにより対応したところ

でございます。従来、このふるさと納税寄附金は、年末に多くなる傾向がござ

いますけれども、今年度につきましては、制度改正により９月に駆け込み需要

が増加したところでございます。

本町の主力返礼品であります、安納芋の供給開始が 11 月となっていること

から寄附が伸びなかったものと考えてございます。

また、慢性的な基腐病による生産量減少による返礼品への供給量を制限した

ことも原因の一つと考えてございます。

今後につきましては、制度の範囲内で新規返礼品の発掘、開発を引き続き行

いながら、安納芋を確保して、安定的に供給できる体制をつくり、広報にも努

めてまいりたいと考えてございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ほかに質疑はありませんか。

３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 歳出の 30 ページです。畜産業費ですけれども、この貸付

金減額で 3,195 万円ですかね。これの本年度の貸付実績額等をお教えくださ

い。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 担当課長に説明させます。

○議長（迫田秀三君） 農林水産課長。

○農林水産課長（園田俊一君） 秋田議員御質問の畜産業費でございますけれども、

当初の見込みが 112 頭で予想してございました。実績が 41 頭ということにな

ります。

１頭当たり 45 万円ということになりますので、計算はちょっと出来ないん

ですけれども、45 万円×41 頭ということになってございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ほかに質疑はありませんか。

４番、池山喜一郎君。
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○４番（池山喜一郎君） 私も畜産振興資金の貸付けの件なのですが、これは、全

部和牛だけですか、酪農関係はないんですかね。

よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 担当課長に説明をさせます。

○議長（迫田秀三君） 農林水産課長。

○農林水産課長（園田俊一君） 池山議員の御質問にお答えします。この貸付金に

つきましては優良雌牛導入事業ということになっておりますので、和牛のほう

になっております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 14 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第 14 号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第22 議案第15号 令和５年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第４号）

○議長（迫田秀三君） 日程第 22、議案第 15 号、「令和５年度中種子町国民健康保

険事業勘定特別会計補正予算（第４号）」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 15 号について御説明いたします。

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。まず、歳入から説明

します。県支出金は、保険給付費の見込みに伴う普通交付金の減額及び特別交

付金の決定に伴う減額で、合わせて１億 600 万９千円の減額。繰入金は一般管

理費などの見込みに伴う事務費繰入金の減額、法定外繰入金の増額など、合わ

せて 164 万３千円の減額。

次に、歳出予算を説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は、総

務管理費の実績見込みに伴う 17 万６千円の減額、保険給付費は一般被保険者

療養給付費と一般被保険者高額医療療養費の見込みに伴う１億 730 万円の減
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額。保健事業費は、ウェブ会議開催などによる旅費の精査で 17 万６千円の減

額。

その結果、歳入歳出予算それぞれ１億 765 万２千円を減額し、補正後の予算

総額を 13 億 3,167 万１千円とするものでございます。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 15 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第15号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第23 議案第16号 令和５年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第３号）

○議長（迫田秀三君） 日程第 23、議案第 16 号、「令和５年度中種子町介護保険事

業勘定特別会計補正予算（第３号）」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 16 号について御説明いたします。

２ページ、第１表歳入歳出予算補正を御説明します。まず歳入から説明いた

します。国庫支出金は、交付決定に伴う 18 万９千円の減額、繰入金は一般会

計繰入金の調整に伴う 125 万６千円の減額。

次に、歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は、

人件費など 18 万６千円の減額、保険給付費は、各介護サービスなどの調整に

より、増減なし。地域支援事業費は、包括的支援事業費などの実績に伴う 763

万１千円の減額。基金積立金は、特会調整に伴う 627 万２千円の増額、諸支出

金は、過年度保険料の還付件数増により 10 万円の増額。

その結果、歳入歳出それぞれ 144 万５千円を減額し、補正後の予算総額を 12

億 8,399 万１千円とするものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 16 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第16号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第24 議案第17号 令和５年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）

○議長（迫田秀三君） 日程第 24、議案第 17 号、「令和５年度中種子町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 17 号について御説明いたします。

２ページ、第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。まずは歳入から説

明いたします。後期高齢者医療保険料は、年齢到達などの被保険者増に伴い、

特別徴収、普通徴収保険料４万８千円の増額。繰入金は、保険基盤安定負担金

の交付決定に伴う 600 万７千円の減額。

次に、歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は、

医療費などの減額で９万６千円の減額、後期高齢者医療広域連合納付金は、負

担金の交付決定に伴う 432 万９千円の減額。保健事業費は、健康診査事業な

ど、委託料の減額で 153 万４千円の減額。

その結果、歳入歳出予算それぞれ、595 万９千円を減額し、補正後の予算総

額を１億 5,241 万３千円とするものでございます。

以上、議決方よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 17 号を採決します。
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お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第 17 号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第25 議案第18号 令和５年度中種子町水道事業会計補正予算（第３号）

○議長（迫田秀三君） 日程第 25、議案第 18 号、「令和５年度中種子町水道事業会

計補正予算（第３号）」を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 議案第 18 号について御説明いたします。

２ページ、実施計画で御説明をいたします。今回の補正予算は、収益的支出

の営業費用で資産減耗費の構築物及び機械装置分 220 万円、営業外費用では、

消費税及び地方消費税納税予定額 750 万円、控除対象外消費税として雑出 400

万円をそれぞれ増額するものでございます。

その結果、収益的支出に 1,370 万円を追加し、収益的支出の予算総額を３億

5,203 万４千円とするものでございます。

以上、議決方よろしくお願いをいたします。

○議長（迫田秀三君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 18 号を採決します。

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第18号は、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） ここでしばらく休憩します。

再開をおおむね 11 時 20 分といたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前11時12分

再開 午前11時20分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 休憩前に続き、会議を続けます。
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－－－－－－－○－－－－－－－

日程第26 議案第19号 令和６年度中種子町一般会計予算

日程第27 議案第20号 令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計予

算

日程第28 議案第21号 令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計予算

日程第29 議案第22号 令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計予算

日程第30 議案第23号 令和６年度中種子町水道事業会計予算

○議長（迫田秀三君） 日程第 26、議案第 19 号、「令和６年度中種子町一般会計予

算」から、日程第 30、議案第 23 号、「令和６年度中種子町水道事業会計予算」

までの５件を一括議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） それでは、令和６年度の施政方針を申し述べさせていた

だきます。

最初に、本年１月１日に発生した能登半島を中心とする震災は、新年を迎え、

新たな１年の始まりを国民全てが喜んでいた矢先の出来事で、驚きとともに、

報道などで映し出される被災地の変わり果てた映像に言葉が出ない状況であ

りました。今もなお、ライフラインすら復旧しない地域も多く、苦しい毎日を

過ごしながら、復興に向け懸命に頑張っている被災地の皆様に、心よりお見舞

い申し上げますとともに、亡くなられた皆様のご冥福を心よりお祈り申し上げ

たいと思います。

災害はいつ、どこで起きるか予測ができません。本町は、自然条件から台風・

豪雨に襲われる頻度が高い地域でございます。また、南海トラフ地震におきま

しては、津波避難対策を特別に強化すべき地域として国から指定をされている

ところでございます。

能登半島地震におきましては、ライフラインをはじめ、道路や通信の途絶に

よる集落孤立、過疎・高齢化が進む地域における耐震化の問題など、全容が明

らかになるにつれ多くの課題もでてきております。

そのような中で、防災の基本である自らの身の安全は自ら守る、地域社会が

主体となった防災対応、いわゆる共助も重要なポイントであると思います。ま

た、町内事業所との連携や島内自治体との広域連携、国や県との連携も必要に

なってくるものと思います。今一度地域防災を見つめ直し、安心して暮らし続

けることが出来る中種子町の構築を目指して参りたいというふうに考えてお

ります。

令和５年度でございますが、新型コロナウイルス感染症は世界的に多くの感

染者を生み、社会・経済活動に大きな影響を与えました。国内におきましては、

昨年５月から感染症分類が２類から５類へと移行し、海外からの入国や国内か

ら海外への移動に関する制限も解除され、日常生活におきましても、コロナ禍

以前のような生活が戻りつつある状況です。
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現在、世界情勢におきましては、ロシアのウクライナ侵攻、イスラエル・パ

レスチナ紛争など。そして、我が国におきましても北朝鮮が頻繁に発射する中

距離弾道ミサイルの驚異、尖閣諸島や屋久島沖への中国海警局の艦船の航行が

相次ぎ、台湾情勢と併せ緊張した状況であり、日本の安全保障を脅かすものと

なっています。

国内では、そのような世界的な緊張感と併せ、為替相場が円安に大きく振れ

た状態が続いております。輸入に頼らざるを得ない石油や天然ガスをはじめ、

食料品や農業用肥料、飼料、そして各産業におきまして、必要とする資機材な

どの高騰を招き、国内一次産業や製造業などがダメージを受け、関連企業全般

にわたり、厳しい経営環境におかれている状況です。中小零細企業は、人口減

少による働き手の不足などの諸問題を抱え、存続が危ぶまれる状況にもあると

思います。

これまで中国やロシア、ウクライナを含むアジア地域からの輸入に依存して

いた農産物の生産減少と、輸入品目の輸送費高騰などにより、本町基幹産業の

農業分野は大きな影響を受けている状況が続いております。燃油や電力、食料

品などの高騰は、日常生活におきましても影響は大きく、家計は大きな打撃を

受けているところです。

国は食料の安全保障という観点から、特に農林水産業の生産能力向上を目指

し、自給率を高める事を目的に様々な施策を講じています。しかしながら、そ

のような各種施策も本町のような離島におきましては、少子高齢化、人口減少

など、担い手の確保自体も厳しい環境にあり、経営の大規模化や法人化などと

あわせ、定住促進や交流対策などを巻き込んだ体制の整備充実の検討が急務と

思われます。農業用資機材の輸送コストの高騰は、就農意欲を損なう状況にあ

り、国や県に対しても協力を求めていかなくてはなりません。

本町におきましても、町主催の各種イベントや学校行事、社会・経済活動も

コロナ禍以前の状態に戻りつつありますが、先ほど申し上げました世界情勢の

中にあって不安定な状態が続いております。安定した経済活動が行えるよう、

とりわけ農業、畜産業など基幹産業の振興に向け、国や県などに対し要望活動

を積極的に強く続けていく必要があります。

少子高齢化が急速に進む中、若い世代から高齢者まで健康に留意し、働ける

年齢を延ばすことが持続可能な本町の発展に繋がるものと思います。また、Ｉ

Ｔ化が進み生活スタイルも急速に変貌していくものと思われます。国や県、民

間企業などの情報に留意しながら、本町がより良い成長を遂げられる対応を進

めるとともに、各種施策の実現に取り組んで参りたいと思います。

生活環境や経済活動の大きな変化が始まることを予感させられた令和５年

度であったと思いますが、本町では自然災害など大きな被害もなく、コロナ感

染症やインフルエンザなどの大規模な感染も確認されていません。町民の皆様

の感染防止対策に感謝いたしますとともに、町政運営につきましても議員の皆

様、町民の皆様方のご理解・ご協力を賜り、各事業が概ね順調に推進できまし

たことに厚く御礼を申し上げます。
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さて、令和６年度は第６次長期振興計画（前期計画）の４年目の年です。

「”よいらーいき”でつなぐ人の和と豊かな自然が織りなす”躍動なかたね”」

の実現に向け、この計画を基本に、農林水産業を中心とする第一次産業の振興

に向けた取り組み、観光やイベントなどを活用した交流人口の増大、移住定住

の促進。そして、暮らしやすいまちづくりを基本に、町内での購買意欲の向上

に向けた商工業などの産業振興。町民生活に必要な公共施設の長寿命化対策。

交通の不便や危険を解消し、台風や豪雨時などの浸水防止などに向けた道路や

河川などの整備。本町の将来を担う子どもたちの新たな時代に向けた教育や、

すべての町民の文化・スポーツ活動による豊かな心と健全な身体の育成。更に

医療、介護など保健関連分野におきましては、町民それぞれの世代、それぞれ

の生活環境におきまして、健康増進を考える機会を設け、充実し満足した生活

が出来るよう、各種施策等を計画的に推進して参りたいと考えております。

また、誰一人取り残さない持続可能な社会づくり、「ＳＤＧｓ」の掲げる目

標を意識しながら、町民のより豊かな生活と所得向上を目指した施策の実行や、

自然災害などの対処も含めた安心・安全な環境づくり、そして、地球温暖化防

止に寄与すべくゼロカーボンシティの実現を目指す取り組みも検討を進めて

参ります。

町民・議員の皆様と共通認識を深め、効果的かつ健全な行政運営に努めて参

ります。皆様方のご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いを申し上げます。

それでは、令和６年度当初予算についてご説明させて頂きます。

歳入でございます。町税は重要な自主財源であり、町民の皆様のご理解を賜

りながら、その確保を図って参ります。国庫支出金・県支出金などに関しまし

ては、国・県の予算編成に留意しながら財源確保に努めます。

家屋などの全棟調査を終了しておりますので、令和６年度からは、より現状

に基づく固定資産税の賦課となります。そのような観点からも「適正で公正な

課税」を基本に「公平で確実な徴収」に努め、安定した歳入の確保に努めて参

ります。

歳出につきましては、町民の皆様をはじめ各種団体、振興会などの意見や議

員各位のご提案も参考にさせて頂きながら、より効果的なものを中心に編成い

たしました。

それではまず農林水産業についてご説明いたします。

農林水産業を取り巻く状況、これは、ここ数年顕著になりつつある全国的な

人口減少の中で、離島である本町におきましても少子高齢化、担い手不足、後

継者不足といった大きな課題がある上に、輸入品目の資機材高騰など厳しい状

況が続いており、一次産業全般にわたって閉塞感が否めない状況になってきて

おります。このような状況ではございますが、農林水産業に従事するみなさん

が、意欲を保ち、誇りを持って取り組める農林水産業と活力ある豊かな農山漁

村づくりを進めるため、引き続き、関係機関・団体一体となって、農林水産業

の振興に努めていかなくてはなりません。

農業に関しましては、本町の基幹作物であるサトウキビは概ね平年並みとは
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いえ、１０アールあたりの収量は若干の減ではありますが、基準糖度帯に入る

品質のものが多かったため、それをカバーできたのではないかなというふうに

思います。

基幹作物であるサトウキビにつきましては、「はるのおうぎ」が気象災害等

に強いと言われ、単収も上がる要素が高いということで作付面積は増えており、

面積の維持・拡大を図るとともに、高単収・高品質のサトウキビづくりを推進

するために、種子島農業公社と連携し、植え付け・管理・収穫作業等の受委託

作業体制の強化と生産組織の育成、生産者の適期肥培管理を推進して参ります。

更に各品種ごとの栽培技術の確立や、ほ場条件に適した品種の優良種苗生産

のための自家採苗ほの確保を推進し、基本栽培技術の普及を、熊毛支庁、振興

会、製糖工場等と連携して取り組んでまいります。

澱粉原料用さつまいもは、基腐病対策が生産者のみなさんにも浸透してきて

おりますが、増反には至っていない状況であるため、指定野菜に追加されたブ

ロッコリーやサトウキビとの輪作体系の推進とあわせて、バイオ苗供給による

優良種芋の確保と早期植え付けを促すため育苗段階での支援を行います。作付

面積の減少を抑制するために、生産者支援の取り組みや澱粉工場との連携など

の取り組みも進めて参ります。

安納いもにつきましては、地理的表示保護制度（GI）の登録をうけ、ブラン

ド推進本部を中心に、引き続き出荷販売統一基準に基づいた生産体制の確立を

目指すとともに、ふるさと納税のメインの商品として栽培技術及び品質向上を

図るため、品評会などへの出品などを奨励し、引き続きバイオ苗供給等、関係

機関一体となって取り組んで参ります。また、基腐病につきましては、澱粉原

料用さつまいもと同じく、連作障害が要因の一部でもあるとも言われているた

め、輪作体系への転換に向けた課題についても研究を進めて参ります。

水稲につきましては、米の価格などを含む厳しい情勢に対応するため、需要

に即応した米づくりを推進するとともに、超早場米の産地としての出荷・販売

体制を確立し、生産性と品質の向上、安心・安全で美味しい売れる米づくりを

目指します。また、生産コストの低減や省力化を図るため、スマート農業を推

進して参ります。老朽化する種子島農業公社育苗施設の改修についても種子島

農業公社と連携し、その方向性を定め対策を検討して参ります。

園芸作物等につきましては、消費者ニーズにあった安心・安全・信頼システ

ムの構築とポジティブリスト制度の遵守に努めながら、Ｋ－ＧＡＰ取得を推進

するとともに品質及び単収向上に努めて参ります。

葉たばこにつきましては、単収向上及び労働力削減を図るため、生分解性マ

ルチの推進に努めます。

有害鳥獣被害対策につきましては、引き続き猟友会との連携を密に取りなが

ら、電気柵、ネット、金網等の設置事業に取り組み、被害の軽減に努めて参り

ます。

さらに、耕種農家全般にわたり肥料の高騰は大きな負担であるため、ＪＡ種

子屋久と連携し、堆肥の安価供給に向け調査研究を進めて参ります。
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また、農家のコスト削減を図る事を目的に、有人国境離島交付金を活用して、

農産物の海上輸送支援を行います。

本町の農林水産業の約３割を占める畜産につきましては、子牛価格の低迷が

続いており、畜産分野におきましても、飼料や資機材の高騰の影響を大きく受

け厳しい経営を迫られております。本町農業基幹作目としての畜産の規模拡大

を図りながら、地域の特性を生かした活力ある産地づくりを推進していきます。

肉用牛は、耕種部門との複合経営を基本にしつつ、生産性の高い肉用牛繁殖

経営の育成を図るため、各種補助事業及び制度資金を積極的に活用し、繁殖素

牛の頭数維持と優れた雌牛への更新、子牛の損耗防止を図り、死亡牛の減少に

向け飼養管理技術の向上を目指しながら、経営基盤の安定と強化に努めます。

乳牛は、生産効率の高い専門型酪農経営を推進するため、町の貸付事業を積

極的に活用し、搾乳素牛確保を図りながら衛生的・成分的にも良質な生乳生産

を促進します。

粗飼料確保の分野で増加傾向にございますＷＣＳ用稲の栽培につきまして

は、耕種農家との連携を密にし、高品質の粗飼料確保に努めつつ、耕作放棄地

対策の一環としても推進して参りたいと思います。

また、担い手の確保・育成を図るため、関係機関・団体による総合的な推進

体制を整備し、地域の担い手を明確にしながら、その経営改善と育成・支援す

ることにより、望ましい農業構造を確立します。

森林の整備にあたっては、森林の有する多面的機能を総合的かつ高度に発揮

させるため、水源涵養・地球温暖化防止等森林の持つ目的に沿った計画的かつ

効率的な森林整備と施業の集団化・共同化を推進します。

その目的の一環として、地元材の利用拡大推進のために、民間住宅分野への

木材利用などの拡大を図りながら、牛舎の敷料としてのバークの搬入を計画し

ていきます。

また、森林経営管理制度の推進や、令和６年度から個人に課税される｢森林

環境税｣とその徴収税分として交付される｢森林環境贈与税」の有効的な活用推

進を図ります。

本町は、周辺海域に好漁場を有する恵まれた海域条件を有していますが、水

産業の振興を図る上では、資源管理の推進はもとより、中核的漁業者や新規就

業者の確保・育成、水産物の販路の拡大、付加価値の高い製品づくり、魚食普

及など多くの課題を抱えております。離島漁業再生支援交付金事業を活用して、

資源回復のために漁協・ごんげん中種子集落と連携を図りながら効率的な事業

を推進し、沿岸漁業の振興に努めます。

また、水揚げのほとんどは島外に出荷していますが、輸送運賃が大きな負担

になっているため、有人国境離島交付金を活用して、魚介類の海上輸送コスト

削減に取り組んで参ります。

水産業を取り巻く情勢は、資源の減少、漁業就業者の減少・高齢化、消費者

の魚離れ等、厳しい環境であることに変わりはありません。引き続き、安全で

効率よく使える漁港の整備を進めて参ります。
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農林水産業全般にわたり、未利用資源の有効活用を目標に、それぞれの産業

で発生する、もしくは無駄に処分されているものに着目し、積極的な活用方法

などを検討しながら、六次産業化への推進に取り組んで参ります。

農業におきましては、担い手となりうる地域の中心的経営体の減少、耕作放

棄地の拡大などを含め、離島独自の課題を抱えており、その対策が求められて

います。新たな土地改良長期計画、令和３年から令和７年の基本戦略に基づき、

今後も引き続き農業現場の生産性の向上、食料の安定的な供給、担い手の育

成・確保など、農家経営の安定向上を図るため生産基盤と環境整備を総合的に

推進して参ります。

特に、本町の基幹作物である、サトウキビの生産現場における機械化・省力

化を進める中で、道路条件など地域の実情に応じた対策を講じるために、県営

５事業を７地区と、町営事業として団体営農業基盤促進事業２地区を実施し、

農業農村整備事業の持続的展開に努めて参ります。

また、多面的機能支払交付金を活用し、農業・農村の多面的機能の維持・発

揮を図り、地域の共同活動、農村集落機能低下の抑制に繋げ、農業生産活動、

自然環境の保全に資する地域活動を支援して参ります。

本町の地籍調査につきましては、調査累計面積が８割を越えた状況ですが、

令和６年度も梶潟集落を中心に引き続き調査を行って参ります。土地の有効活

用や、相続、売買時にも効果的であるため、関係者の皆様のご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

農地等の整備、各種事業を進めていく上で農地の集積・集約化に対応するた

め、農地等の利用の最適化の推進が農業委員会の主たる業務となっております。

担い手への農地集積・集約化と遊休農地の解消、新規参入の促進など、農地等

の効率化及び高度化を推進することが求められており、農業委員及び推進委員

の皆様が農家への戸別訪問を行い、「使える農地を、使えるうちに、使いたい

人へ」の斡旋活動を進めて参ります。

また、農地中間管理機構と連携し、意欲ある規模拡大志向農家や農地所有適

格法人等との情報交換に努め、斡旋活動を積極的に進め、耕作放棄地の解消・

発生防止に努めて参ります。

続きまして、本町のような国境離島におきましては、有人国境離島措置法に

基づく交付金を積極的に活用し、法が目的とする有人国境離島の地域社会維持

推進を図って参ります。

本土から遠く離れ、交通に要する時間や費用の負担が大きいという条件不利

地域性に鑑み、離島での継続的な居住が可能となる環境を整備するため住民の

航路・航空路の運賃を低廉化し、住民生活環境の利便性を向上させて参ります。

また、令和５年度同様、島外居住者が町内在住の親族の介護での帰省時に、

回数に条件はありますが、１人でも多くの方に、この事業を活用していただけ

るよう周知に努めて参ります。

このように「運賃低廉化」をはじめ、「輸送コスト支援」、「滞在型観光の促

進」、「雇用機会の拡充」の各事業により、住民が継続的に離島地域に居住可能
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となるよう環境の整備を行って参りました。事業の拡充を含め、関係機関へ要

望を引き続き行って参りたいと思います。

また、町内・島内におきましては、高齢者や障がいを持つ方など、交通弱者

と言われる方々の通院や買い物などの日常生活における移動手段を確保する

ため、コミュニティバスや予約型乗合タクシーなどを運行していますが、利便

性の更なる向上を目指して、利用者など住民のニーズを把握し、運行できるよ

う努めて参ります。

なお、コミュニティバスにつきましては、４月から運賃の無償化を予定して

おります。

広域幹線系統につきましては、種子島地域公共交通活性化協議会におきまし

て、事業者を含めた関係団体及び１市２町により、適切な運行計画について調

査・研究を進めて参ります。

なお、運行事業者からの申出により、３月31日をもって空港バスが廃止され

ることとなりました。現在代替手段として予約型乗合タクシーを４月１日から

実証実験運行できるよう関係機関と調整を行っており、その結果を踏まえ、今

後の最適な運行形態を検討して参ります。

地域の活性化や定住促進対策は、過疎化及び少子高齢化の進行により、集落

における環境整備、伝統芸能の継承など地域活動の存続が困難になりつつあり

ます。また、町民の生活パターンの多様化により、共同による活動が困難にな

りつつあります。

このような地域課題に対しては、「自助」・「共助」・「公助」による課題解決

の取り組みが必要であると考えます。住民自らが、創意工夫を生かした活気あ

ふれる、特色ある地域づくり活動に対して地域再生交付金を引き続き交付しま

す。この交付金事業につきましては、各地域が効果的に利用できるよう随時見

直しも進めて参ります。

地域活動や産業振興の担い手・後継者の確保は喫緊の課題であることから、

ＵＩターンなど移住者による人口減少の緩和が対策の一つでございます。様々

な地域課題を解決するには、アイディアとそれに取り組もうとする熱意を持つ

「ひと」の力が必要であることから、「地域おこし協力隊」を募集・活用し、任

期後の起業を目指し、定住を促してくこととします。

移住希望者からの空き家紹介に対応するため、令和４年度実施した空き家調

査結果を基に、空き家バンクへの登録と活用により空き家の有効活用と人口減

対策を効果的に推進します。空き家ではあるが貸し出せない理由や原因などを

丁寧に掘り起こし、資産の有効活用の観点からも積極的に関与して参りたいと

思います。

また、移住者へ貸し出すことを目的に、町内の空き家を改修する希望者に対

して、その改修に係る経費に補助を行い定住環境の整備を行います。市街地を

除く地域での地域後継者となる若者等の定住による地域活動の活性化や小学

校の複式対策を推進するため、住宅を取得し定住する者に補助するとともに、

義務教育終了前の子どもを有する世帯への加算を行います。
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続きまして、商工業の振興につきましては、本町の商工業は、家族的経営に

よる小規模な零細事業者がほとんどで、大型店舗の出店による消費者の流出に

より、事業運営に苦慮している状況でございます。このような中、町商工会会

員事業者への経営指導のほか、ポイントカード導入により地元店舗での消費誘

導に努めています。しかし、零細企業であるがゆえに財政基盤が脆弱であるこ

とから、金融支援等を行いながら、地域商工業の振興を図ります。

また、町内商店等での買い物時の利便性を高めるためにキャッシュレス化等

についての調査研究を行い、町内外の利用者増に向け、商工会事業者との意見

交換などを積極的に行ってまいります。

地元特産品の開発及び情報発信により販路拡大を推進するため、ふるさと納

税返礼品の開発・活用など積極的な取り組みを行います。また、企業版ふるさ

と納税につきましては、民間企業が活用しやすい体制づくりと情報交換に努め、

本町に興味を持っていただけるよう企業との連携を目指してまいります。

観光・交流推進事業に関しまして、入り込み客数はコロナ禍以前の数に徐々

に戻りつつありますが、本町の島内観光ルートにおける状況は、滞在時間が短

くいわゆる通過型となっていることから、観光に関連する産業の形成は小規模

となっている現状です。

このような中で、観光形態が体験やグリーンツーリズムなど自然・文化・歴

史等に触れ学ぶ観光を求める傾向にあることから、国史跡に指定された立切遺

跡。国指定文化財となっている古市家住宅や阿獄川マングローブ林。旅行者が

SNSなどで発信して頂いております温泉保養センター。自然レクリエーション

村での手ぶらキャンプ。種子島こりーなでのイベントへ島外からの誘客。さら

に農林漁家でのグリーンツーリズム。総合運動公園をフル活用したスポーツツ

ーリズムなど、史跡や景勝地などもブラッシュアップし、新たな魅力ある観光

地の醸成、体験・交流活動も含め、その活性化に向けた取り組みを、地域おこ

し協力隊の活動と併せて、島の魅力の情報発信を推進してまいります。

また、種子島はサーフィンの適地として周知されてきています。サーフィン

を目的に来島する人も増えつつあるようですが、まだまだ本格的な浸透にいた

っていない状況であることから、サ－フ・アイランドとしての情報発信を国内

外に向け行い、サーフィン愛好家や観光客の増加を図って参ります。さらに来

島により島の魅力に惹かれた移住・定住者の増加による地域の活性化にも期待

されます。また、海外からの観光客の誘客にもサーフアイランド種子島ＰＲ協

議会と連携し、積極的に取り組んで参ります。

観光や各種ツーリズムによる交流人口の拡大は、その経済効果・商店街のに

ぎわい等、短期間で醸成できるものではなく、種子島空港利用促進協議会との

連携の中で、ジェットチャーター便や伊丹空港からの直行便の季節運行の大幅

な増便や東京からの直行便の就航など、引き続き要望活動を続けながら、地道

に取り組んでいかなければならない施策の一つであると考えます。

様々な分野で、本町の魅力を体験して頂き、併せて移住希望者などとの情報

交換も視野に入れながら情報発信、活性化に繋げていきたいというふうに思っ
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ております。

情報通信ネットワークの発展により、多くの町民がパソコンやスマートフォ

ンなどから情報の取得や発信ができるようになり、ライフスタイルに変革が起

きています。

国が推進している自治体ＤＸを本町でも取り組んでおります。デジタル技術

やＡＩ等の活用により業務効率化を図り、人的資源を行政サービスの更なる向

上に繋げていくことが出来るように、また、デジタル技術やデータを活用して

住民の利便性が向上できるように取り組みを進めて参ります。これから、デジ

タルの知識が必要になってまいります。職員を対象としたデジタル関連の研修

会の開催に向けて、準備を進めて参ります。

次に、福祉関係におきましては、65歳以上の人口割合が40％を超える超高齢

社会を迎えている本町で、地域力の低下も危惧されつつある中で、町民一人ひ

とりの福祉施策へのニーズも多種多様に変化しているところです。

このような中、すべての町民が安心して、生き生きと自立した生活を送れる

よう関係機関と連携して「ともに支え合う共生・協働の福祉社会の実現」のた

めの各種事業を着実に推進していきます。

高齢者に対する施策に関しては、高齢者が住み慣れた地域、住まいで安心し

て住み続けることができるよう、令和６年度から３年間を計画期間とした「高

齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画」を推進し、介護予防・日常生活

支援総合事業等による介護予防事業、老人クラブの育成や活動の活性化支援な

ど、地域の人的・社会的資源の活用による生きがいと安心を確保するための事

業に取り組みながら、質の高いサービスの提供と適切な給付の保持、健全な介

護保険事業の運営を行います。

障がい者の社会参加と自立支援につきましては、重度心身障がい者等への医

療費助成事業等の支援、また地域の障がい福祉に関する相談支援の役割を担う

「基幹相談支援センター」との情報提供など、他機関との連携を図ってまいり

ます。

子ども・子育て支援では、家庭相談支援センターと子育て世代包括支援セン

ターを統合し新たな相談支援の拠点としての「こども家庭センター」におきま

して、保健、医療、教育等の関係機関と連携し、妊娠期から子育て期にわたり、

切れ目ない支援に努めてまいります。

温泉保養センターにつきましては、健康増進と日常生活のリフレッシュ効果

を目的に運営しており、今後も町民の癒やしの場として、充実した運営に努め

てまいります。

町民の、戸籍事務等窓口業務につきましては、不正や錯誤などの防止対策と

して窓口での本人確認、適正な申請事由の確認に努めるとともに、新たな取り

組みとして、窓口に来られた方々の個人情報保護の観点から、町民課窓口に番

号カード発行機を設置します。従来の氏名での呼び出しをやめ、番号での呼び

出しとすることにより、更なる個人情報保護に取り組み、法令を遵守した事務

遂行に努め、住民サービスの向上を図ります。
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また、令和５年12月から、住民票等のコンビニ交付が一部可能となっており

ます。平日、役場へ出向く時間を取れない皆様には、是非ご利用頂きたいと思

います。

更に、令和６年３月１日から、戸籍法の一部改正により戸籍証明書等の広域

交付が始まりました。全国どこの市区町村窓口でも戸籍証明書等の取得が出来

るようになり、更なる住民サービスの向上が図られています。

マイナンバーカードにつきましては、令和６年２月末での交付者数が、全町

民の約95％となり、令和６年冬頃にはマイナンバーカードと保険証を一体化し

たマイナ保険証へ移行することとなっております。今後も、未交付の方への交

付申請のお願いなども継続して取り組んでまいります。

急速な高齢化の進展や生活習慣の変化により、疾病構造も複雑化し、生活習

慣病の症例が増加しつつあります。町民の健康づくりの拠点として、保健セン

ターにおきまして、ライフステージに沿った健康づくりを推進し、疾病の早期

発見・早期治療を目的に、各種健診事業に取り組み、健康寿命の延伸による町

民生活の向上とともに社会保障負担の軽減に繋げていきたいというふうに考

えております。

平成30年度からの新たな国保制度により、県も国保の財政運営の責任主体と

して、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保におきまして、中心的な役

割を担っております。本町もこれまで同様、資格管理、保険給付、保険料の決

定、賦課・徴収、保健事業等、地域におけるきめ細かい事業を進めてまいりま

す。

被保険者数は年々減少傾向にある中、医療・介護等のサービスを身近な地域

で包括的に確保できる体制を構築し、国保制度の大きな支出を占める医療費の

抑制を図り、特定健診・若年健診・各種がん検診の受診率向上及び特定保健指

導を充実させ、併せて、疾病予防事業として運動教室など健康づくり事業をよ

り一層拡充し、いつまでも健康で暮らせる環境づくりに努めてまいります。

後期高齢者医療につきましては、高齢化による被保険者数も増えつつありま

す。このような状況を踏まえ、保健事業の拡充を図り、長寿健診受診率向上や

定期的な人間ドック等の周知を進めるとともに、後期高齢者医療広域連合との

連携を密にしながら被保険者の健康意識の向上をサポートし、高齢者社会の安

心と健康づくりを目指してまいります。

また、令和６年度から、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施を始めま

す。高齢者保健事業・国民健康保険事業・介護保険制度の一体的実施を推進す

ることにより、生活習慣病等の重症化予防や高齢による心身機能の低下防止等

のフレイル対策に係る体制を確立し、被保険者の健康寿命延伸を図ってまいり

ます。

衛生的な生活の観点から、空き缶などのポイ捨てや動物愛護の精神に基づい

たペット飼育時のマナー向上の周知などを積極的に行いながら、環境美化、公

衆衛生、防疫、狂犬病予防等、町民の生活環境の維持・改善に向けた取り組み

を、町衛生自治会とも連携・協力しながら進めてまいります。
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近年、増加してきている海岸漂着ごみにつきましては、シルバー人材センタ

ーによる海岸漂着物地域対策推進事業や、町民のご協力をいただきながら実施

している町内一斉海岸清掃ボランティア活動を通して、海岸線の維持に努めて

いきます。

また、ごみ処理対策につきましては、適正な分別の周知を図り、食品ロスを

低減させる取り組みや周知を行い循環型社会の構築を進めていきます。

生活環境におきましては、快適で衛生的な生活環境の確保及び自然環境保護

の観点からも、合併浄化槽への移行を進めながら自然環境の保全を図ります。

続きまして学校教育でございます。県及び地区教育行政の施策などを踏まえ

ながら、豊かな心を持ち、たくましく生きる能力、自ら学ぶ意欲、社会の変化

に対応できる「生きる力・生き抜く力」を育むための学力向上対策、少人数教

育、複式指導対策、いじめの早期発見及び未然防止対策、タブレット端末等Ｉ

ＣＴ機器を活用した教育の推進、創造性や自己教育力を育てるキャリア教育の

推進、教職員の資質向上など問題解決に積極的に取り組んでまいります。

学校施設・設備の改修や更新、教職員住宅につきましては、年次的に改修や

更新を行い、安心・安全な教育環境、快適な住環境づくりに努めます。

また、新たに保護者の負担軽減やふるさと中種子町で活躍する人材育成、Ｕ

ターンの推進を目的に、給付型の奨学金制度につきまして、関係機関と検討を

進めますとともに、教育支援センターの運営やうみがめ留学推進につきまして

は、引き続き支援してまいります。

社会教育の分野では、「学びあうチャンスにあふれる地域社会づくり」を基

本目標としながら、生涯をいきいきと生き抜く中種子の人づくりを目指します。

そのために、町民誰もが学習することができる「生涯学習社会」の実現に向

け、町民の多様な学習ニーズに対応するための生涯各期における学習機会の拡

充と生涯スポーツ、芸術文化活動を推進するため、学校、家庭、地域社会、関

係団体等と緊密な連携を図りながら各施策を展開し社会教育の振興に努めま

す。

学校給食では、児童・生徒の心身の健全な発達に寄与するとともに、子ども

を産み育てやすい町づくりを推進してまいります。あわせて、今年度から実施

しております給食費の無償化を継続して実施してまいります。

また、老朽化している給食センターの建替につきましては、今年度に建設基

本計画を策定したところでございます。今後は、安心・安全な学校給食の提供

に向けて検討を進めてまいります。

子育て支援の観点からの保育に関しましては、昭和47年に開設された中央保

育所の現在の定員は140人で、０歳児から就学前の５歳児までを対象とし、国

の保育指針に沿って家庭におきまして、必要な保育を受けることが困難な乳幼

児の保育を行い、待機児童０を継続していきます。安心・安全な保育を実現す

るためのクラス編成、保育士の確保と配置には特に注意を払ってまいります。

子育て支援事業につきましては、隣接市町の子育て支援センターや保健セン

ター、各関係支援施設との連携を図りながら事業を実施いたします。
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一時預かり事業につきましては、保護者の看護及び介護等のやむをえない事

由による保育、保護者の疾病等による緊急時の保育、日常生活上の突発的な事

情などによる一時的な保育等に対応していきます。子育て期間中の保護者の体

調不良時などにも利用して頂くことで、産み育てやすい環境づくりに結びつけ

ていきたいと思います。

町有施設などにつきましては、町民のニーズ・地域の発展に寄与し、安心・

安全で豊かな社会基盤構築のために、町の長期計画に沿った各種事業導入を積

極的に推進し、生活基盤の整備に努めていきます。

道路整備は、町民がもっとも身近に利用する施設であり、要望は多岐にわた

っています。経年劣化により整備が必要な路線が多数存在する中で、町道につ

きましては、地域の要望等をふまえ幹線道路・生活道路・通学路などを優先し、

維持修繕、整備を実施します。また、国道及び県道整備についても、関係機関

への要望を積極的に働きかけてまいります。

令和６年度は、防災安全交付金事業等により旭町花房線改良舗装を、単独事

業として大平中山線、坂井熊野線、伊原線の改良舗装を、緊急自然災害防止事

業として旭町３号線、美座阿高磯線、梶潟線、長谷原尾線の整備を行います。

河川等整備は女洲川を、急傾斜地砂防整備は浜津脇地区を、漁港等整備は中

山漁港の橋りょう架け替えを実施します。

町営住宅管理は、老朽化した設備の更新を行い、入居者の利便性や快適性な

ど住環境の向上を図ります。

公園管理は、安全性の確保と適正な維持管理を行い住民が安心して利用でき

るよう努めてまいります。

これらの町有施設管理につきましては、事故防止・災害防止を図るため、危

険因子の排除、安心・安全な生活基盤づくり及び交通の円滑化、安全性の確保

に努めてまいります。

また、種子島空港の安全な運航・利用を確保するため、鹿児島県港湾空港課、

熊毛支庁及び種子島警察署等関係機関との連携を図り、種子島空港内の関係事

業所とともに危機管理を常に意識し、保安規程に定められた非常時の訓練等を

実施してまいります。

また、種子島空港の利用促進の観点から、空港関係機関とともに環境整備を

促進してまいります。

本町の主要施設である古房浄水場でございますが、令和２年度から水道施設

耐震化更新事業に着手し、ステンレス配水池や緩速ろ過施設、安定した水質の

管理を行う混和池施設などの整備を行い、近代的な浄水場が完成しております。

令和６年度は、北部第３浄水場の深井戸洗浄及び取水ポンプの取替を行い安

定した原水の確保を図ってまいります。また、漏水調査を継続して実施すると

ともに老朽管の更新を行い有収率の向上を図ります。

今後も、健康で文化的な町民生活や社会経済を支える生活基盤として、適切

な施設管理を行い、質の高い安心・安全な水を安定供給することに努めてまい

ります。
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西之表市の馬毛島におきましては、自衛隊馬毛島基地建設工事の着工後１年

が経過し、馬毛島に作業員宿舎の建設が行われる中、仮設の桟橋も利用可能な

部分も増えつつあるようでございます。

旧種子島空港跡地におきましては、港湾工事に関連するコンクリートブロッ

クの製作が続いており、搬出車両や生コンクリート車の往来も増えています。

また、町内では馬毛島工事関係者の宿舎建設も進められているようです。設置

業者からの情報提供があった部分に関しては、町民の皆様にお知らせしてまい

ります。

本町では、自衛隊員用の宿舎の建設が始まっております。この件につきまし

ても、防衛省に対して速やかに情報提供を求めてまいります。町民の皆様に工

事等の進捗状況をお知らせすることで不安を払拭することになると思います

ので、情報の収集に努め、情報の周知を行いながら、引き続き防衛省との連携

を密にし、町民の声に対処頂くよう要望してまいります。

また、防衛省が中種子町に建設予定である錬成訓練施設につきましては、災

害時におきまして、自衛隊の活動拠点のみならず、避難場所としても活用出来

れば町民の利益にもなると考えております。今後、このような活用の可能性等

につきましても、防衛省との調整を進めてまいりたいと考えております。

今後も、本町での自衛隊関連施設整備等の詳細な計画につきましては、周知

の徹底を図り、町民のご理解・ご協力を賜り、防衛省、自衛隊との信頼関係を

構築しつつ、本町への自衛隊施設の誘致をこれまで同様、強く要望してまいり

たいと思います。

火災等災害時における消防団の果たす役割、これは大きく、町民の安心安全

な生活の維持に大きく寄与しております。今後も、消防分団機材等の計画的な

更新を行いながら、団員の「自らの地域は自らで守る」の精神を尊重した処遇

等の見直しも行ってまいります。

効率的かつ円滑な行政執行につきましては、社会経済情勢の変化、新たな行

政課題、複雑･多様化する町民ニーズに柔軟に対応してまいります。

以上、申し上げました、さまざまな施策や業務の遂行にあたっては、業務の

簡素化、スピード感を持った業務対応、目的意識の共有などを含め、各種施策

に対し町民の皆様のご理解を賜るためにも、適切な情報発信に努め、信頼され

る役場づくり・業務遂行を目指してまいります。

地方分権に対応した行政推進を図ることはもちろん、行財政の健全化を図り、

時代に即した人材育成と職員の資質向上に努めてまいります。

令和６年度の施政方針を述べさせていただきました。厳しい財政状況ではご

ざいますが、国、県の各種事業や補助金などの有効な活用を検討しつつ、効果

的な施策の遂行に努めてまいりますので、町民の皆様、議会議員の皆様のご指

導・ご理解・ご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。

それでは、議案第 19 号から議案第 23 号まで、それぞれの会計の令和６年度

当初予算について説明をいたします。

令和６年度の地方財政対策によれば、地方財政計画の規模は、前年度比
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1.7％程度増の 93 兆 6,400 億円と見込まれております。

また、一般財源総額は、社会保障関係費や人件費の増加が見込まれる中、地

方公共団体が住民のニーズに的確に応えつつ、子ども子育て政策の強化など、

様々な行政課題に対応し、行政サービスを安定的に提供できるよう、前年度比

0.9％増の約 62 兆 7,100 億円を確保しており、そのうち、地方税及び地方譲与

税については、前年度と同水準の約 45 兆 4,600 億円となっております。

地方交付税は、前年度比 1.7％増の約 18 兆 6,600 億円を計上しており、前

年度に引き続き増額となっております。

一方、臨時財政対策債の発行につきましては、国は抑制を行うこととしてお

り、前年度比の 54.3％の減、約 4,500 億円となっております。

借入金残高は令和５年度末で 183 兆円程度と見込まれており、多額の償還負

担が継続することが予想され、将来の財政運営の圧迫が懸念されます。

さて、本町の令和６年度の各会計当初予算額は、一般会計 78 億 1,900 万円、

特別会計 28 億 157 万３千円、公営企業会計３億 3,454 万９千円となったとこ

ろでございます。

最初に議案第 19 号、令和６年度一般会計予算から御説明いたします。

令和６年度の予算編成につきましては、第６次長期振興計画前期基本計画の

４年目となり、財源的に非常に厳しい状況のもと、行財政改革を推進し、施策

の厳選を徹底するとともに、事業の必要性効果などについて見直しを進めなが

ら予算編成を行ったところでございます。

まず歳入予算について説明いたします。

町税などの自主財源は予算全体で構成比 32.6％となっております。このう

ち町税は、町たばこ税などの増加見込みにより、前年度に比べ 0.8％の増と見

込んだところです。

繰入金は財政調整基金、減債基金など各基金からの繰入れが主なものですが、

再編交付金事業基金からの繰入金が影響し、前年度に比べ、35.6％の増となっ

ております。

次に、依存財源のうち最も額の大きい地方交付税は前年度と同額の 28 億

2,000 万円を見込んだところです。

町債につきましては臨時財政対策債発行可能額の減少などにより、0.5％の

減となっております。

次に歳出予算につきまして、性質別予算により説明いたします。

まず義務的経費につきましては構成比 42.4％を占めており、前年度に比べ

0.6％増となっております。その内訳の人件費は、人事院勧告に伴う職員及び

会計年度任用職員の給与改定により、昨年度に比べ 6.2％の増、扶助費につき

ましては、国の地方創生臨時交付金による住民税非課税世帯等臨時交付金事業

などの減により 4.5％の減となっております。

公債費につきましては、近年は増加傾向でございましたが、本年度から減少

に転じ、3.5％の減となっております。

なお令和６年度末の借入金残高につきましては、5.4％減の 73 億円程度と見
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込まれます。

その他の経費につきましては、物件費につきまして、需用費、委託料などの

増により、9.5％の増、維持補修費につきましては、学校、保育所施設の修繕

などの減少により 34.2％減となっております。

次に普通建設事業費につきましては、再編交付金による大型事業の実施によ

り、43.9％の増となっております。

以上が令和６年度一般会計当初予算の概要でございます。

次に議案第 20 号、令和６年度国民健康保険事業勘定特別会計予算につきま

して説明いたします。

平成 30 年度からの新制度移行に伴い、県が財政運営の責任主体として、国

保運営に中心的な役割を担うようになってから６年が経過しました。

今後も地域住民との身近な関係の中、資格管理、保険給付、保険税率の決定、

賦課・徴収、保健事業などの地域におけるきめ細かい事業を引き続き行ってい

きます。

歳入につきましては、財源の根幹である国民健康保険税１億 9,474 万６千

円、県支出金の保険給付費等交付金 10 億 9,917 万円。保険基盤安定負担金を

含む一般会計繰入金１億 4,322 万円が主なものでございます。

歳出につきましては、療養諸費など保険給付費 10 億 7,778 万円、国民健康

保険事業費納付金２億 9,897 万９千円、保健事業費 3,581 万２千円が主なもの

でございます。

その結果、歳入歳出の予算総額をそれぞれ 14 億 4,363 万７千円とするもの

でございます。

次に議案第 21 号、令和６年度介護保険事業勘定特別会計予算につきまして

御説明をいたします。

令和６年度は第９期介護保険事業計画運営期間の１年目となります。現在、

町の高齢化率は高いまま推移しており、要介護など認定者及び各種介護サービ

ス利用者の増加により、介護給付費の増額が見込まれることから、介護給付費

の適正化を推進し、適正かつ充実した住民サービスに努めてまいります。

歳入につきましては、第１号被保険者の保険料１億 7,450 万４千円、介護給

付費国負担金、調整交付金、地域支援事業交付金などの国庫支出金、３億 2,233

万円、社会保障診療報酬支払い基金からの介護給付費、地域支援事業支援交付

金などの支払い基金交付金３億 802 万２千円、介護給付費県負担金などの県支

出金１億 6,747 万８千円、介護給付費軽減負担金、地域支援事業者などに係る

町負担分や基金などの繰入金２億 2,770 万７千円などが主なものとなります。

歳出につきましては、一般管理費や介護認定審査会などの総務費が、4,453

万１千円、要支援要介護認定を受けた方が利用する介護及び介護予防サービス

などの保険給付費 11 億 161 万８千円、要介護、要支援状態になることを予防

する取り組みとしての地域支援事業費 4,513 万６千円などが主なものでござ

います。

その結果、歳入歳出の予算総額をそれぞれ 12 億 12 万８千円とするものでご
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ざいます。

次に議案第 22 号、令和６年度後期高齢者医療特別会計予算につきまして御

説明をいたします。

後期高齢者医療制度につきましては、平成 20 年度の施行から 16 年が経過

し、県広域連合のもと安定的な財政運営がなされています。

令和４年度以降、団塊の世代の方々が後期高齢の年齢を迎え始めるに伴い、

医療費も増加傾向にあります。今後も県広域連合と連携を密にしながら、各種

医療給付の申請受付業務及び保険料収納などきめ細かい業務を引き続き行っ

てまいります。

歳入につきましては、後期高齢者医療保険料 8,006 万７千円、一般会計繰入

金 7,481 万１千円、広域連合受託事業収入を含む諸収入 291 万９千円が主なも

のでございます。

歳出につきましては、総務費 1,745 万４千円、後期高齢者医療広域連合納付

金１億 3,165 万７千円、保健事業費 769 万３千円が主なものでございます。

その結果、歳入歳出の予算総額をそれぞれ１億 5,780 万８千円とするもので

ございます。

次に議案第 23 号、令和６年度水道事業会計予算につきまして説明いたしま

す。

中種子町水道事業は、町民生活や社会経済を支える重要な生活基盤として質

の高い安心安全な水を安定的に供給するため、施設の維持管理、老朽施設の改

善、漏水対策を図りながら事業を進めてまいります。

収益的収入につきましては、水道使用料が２億 1,192 万４千円、長期前受金

戻入れ 3,449 万７千円、他会計補助金 2,075 万５千円、資本費繰入金 5,205 万

１千円が主なもので、総額３億 1,975 万２千円とするものでございます。

収益的支出につきましては、人件費、維持管理費、減価償却費など営業費用

３億 575 万４千円が主なもので、総額３億 3,454 万９千円とするものです。

資本的収入につきましては、道路改良に伴う工事負担金 1,250 万円とするも

のです。

資本的支出につきましては、建設改良費で、老朽管更新に伴う配水管布設替

を行う配水設備改良費 5,510 万円が主なもので、合計 8,666 万９千円、企業債

償還金 4,135 万４千円、地方債償還金 4,087 万４千円で、総額１億 6,889 万７

千円とするものでございます。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億 5,639 万７千円は、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 632 万７千円、過年度損益勘定

留保資金 6,504 万３千円、当年度損益勘定留保資金 8,502 万７千円で補填する

ものでございます。

以上、令和６年度の当初予算につきまして御説明を申し上げました。

本町は、長期振興計画に基づき、年次的に施策を展開しているところですが、

少子高齢化や子育て支援に対する扶助費の増加、経年劣化が進んでいる公共施

設の維持補修など多くの課題がある中、有効な補助事業は地方債の活用により、
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地域の活性化を図りながら、魅力あるまちづくりに取り組んでいきたいと考え

ております。

町議会をはじめ町民の皆様の御理解と御協力を賜りますよう、心からお願い

を申し上げ、令和６年度当初予算の説明といたします。

なお一般会計当初予算の内容につきましては、総務課長から説明をさせます。

御審議の上、議決方いただきますようよろしくお願いを申し上げます。

○議長（迫田秀三君） 総務課長。

○総務課長（上田勝博君） 議案第 19 号、令和６年度中種子町一般会計予算の概

要について、提出しております令和６年度予算資料に基づき、御説明申し上げ

ます。

本年度の予算編成に係る方針等につきましては、町長から説明があったとお

りでございます。

それでは、予算資料の１ページをお願いします。令和６年度の一般会計予算

総額は、骨格予算であった令和５年度６月補正予算後に比べ、３億 6,635 万４

千円増の 78 億 1,900 万円でございます。

２ページをお願いします。歳入予算の前年度との比較でございます。町税に

つきましては、たばこ販売本数増によるたばこ税の増収を見込み、増額計上し

ております。地方交付税につきましては、国の地方財政計画においては増額と

なっているものの、算定基準である基準財政需要額の算定係数等が明示されて

いないため、前年度と同額を見込んでおります。国庫支出金、県支出金につき

ましては、重層的支援体制整備事業の本格実施に伴う基準額の増額及び道路改

良舗装事業の増額もありますが、各事業の積算により減額となっております。

繰入金につきましては、財源不足に伴う財政調整基金及び減債基金は、同程

度額を見込んでおりますが、令和５年度中、基金を造成している再編交付金事

業基金からの繰入金が大きく増額となっております。

４ページをお願いします。歳出予算の前年度との比較でございます。総務費

の増額の主なものにつきましては、再編交付金予算積立金、コミュニティバス

等運行委託事業、公共施設管理事業に伴うものです。民生費の減額につきまし

ては、住民税非課税世帯等臨時特別交付金及び子ども家庭センター改修事業完

了に伴うものでございます。農林水産業の減額につきましては、県営事業及び

基幹整備促進事業完了に伴うものです。商工費、消防費、教育費の増額につき

ましては、街路灯整備事業及び防災行政無線操作卓更新事業など、再編交付金

事業の実施に伴うものでございます。

６ページをお願いします。歳出予算の性質別を前年度と比較したものでござ

います。普通建設事業については、再編交付金事業実施に伴い、増額となって

おります。

９ページをお願いします。歳出予算の目的別性質別内訳でございます。人件

費から予備費までの各区分の構成比を示しておりますが、人件費や補助費等、

普通建設事業が多い構成となっております。

最後に 10 ページをお願いします。主な普通建設事業でございます。再編交
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付金を活用した事業など９億 7,479 万５千円でございます。

以上で、令和６年度一般会計予算の説明を終わります。

詳細につきましては、後日開催予定の予算委員会において、各担当課に説明

をさせますので、よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。議案第 19 号から議案第 23 号までは、各常任委員

会に付託審議の予定です。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

お諮りします。ただいま議題となっている、議案第 19 号から議案第 23 号ま

でについては、お配りした議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に

付託することにしたいと思います。

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第 19 号から議案第 23 号までについては、議案付託表のと

おり、それぞれ所管の常任委員会に付託することに決定しました。

以上で本日の議事日程は全部終了しました。

明日から 18 日までは委員会開催などのため本会議は休会とし、19 日午前 10

時より本会議を開きます。

委員会会議は会期日程により開催されるようお願いいたします。

本日はこれで散会します。御苦労様でした。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午後00時18分



-46-

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

中種子町議会議長

中種子町議会議員

中種子町議会議員



第 ２ 号

３ 月 １９ 日
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令和６年第１回中種子町議会定例会会議録（第２号）

令和６年３月19日（火曜日）午前10時開議

１．議事日程（第２号）

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 一般質問

第３ 議案第19号 令和６年度中種子町一般会計予算

第４ 議案第20号 令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計予算

第５ 議案第21号 令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計予算

第６ 議案第22号 令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計予算

第７ 議案第23号 令和６年度中種子町水道事業会計予算

第８ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件

第９ 議員派遣の件

第10 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件

－－－－－－－○－－－－－－－

２．本日の会議に付したる事件

議事日程のとおりである。

－－－－－－－○－－－－－－－

３．出席議員は次のとおりである。（12名）

１番 大町田 勇 希 君 ２番 梶 原 哲 朗 君

３番 秋 田 澄 德 君 ４番 池 山 喜一郎 君

５番 橋 口 渉 君 ６番 永 濵 一 則 君

７番 池 山 朝 生 君 ８番 濵 脇 重 樹 君

９番 日 髙 和 典 君 10番 戸 田 和 代 さん

11番 浦 邊 和 昭 君 12番 迫 田 秀 三 君

－－－－－－－○－－－－－－－

４．欠席議員は次のとおりである。（０名）

－－－－－－－○－－－－－－－

５．説明のため出席した者の職氏名

町 長 田渕川 寿 広 君 副 町 長 阿世知 文 秋 君

総 務 課 長 上 田 勝 博 君 町 民 課 長 德 永 和 久 君

地域福祉課長 森 山 豊 君 農林水産課長 園 田 俊 一 君

建 設 課 長 黒 木 聡 君
会計管理者兼

会 計 課 長
南 奈 津 紀 さん

企 画 課 長 鮫 島 司 君 デジタル推進課長 中 村 広 道 君

自衛隊対策室長 遠 藤 淳 一 郎 君 税 務 課 長 日 高 隆 雄 君

水 道 課 長 牧 瀬 善 美 君 保 育 所 長 浦 口 吉 平 君
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－－－－－－－○－－－－－－－

６．職務のため出席した事務局職員の職氏名

空港管理事務所長 柳 田 勝 志 君 行 政 係 長 牧 瀬 亮 君

財 政 係 長 東 郷 伸 也 君 教 育 長 北之園 千 春 君

教育総務課長 横 手 幸 德 君 社会教育課長 春 田 功 君

学校教育課長 皆 倉 健 二 君 給食センター所長 野 平 清 吾 君

選 挙 管 理

事 務 局 長
岩 本 郁 美 さん 農委事務局長 石 堂 晃 一 君

議会事務局長 榎 元 卓 郎 君 議 事 係 長 稲 子 隆 浩 君
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開会 午前10時00分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） おはようございます。

ただいまから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お配りした日程表のとおりです。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（迫田秀三君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第 127 条の規定により、10 番戸田和代さん、11

番浦邊和昭君を指名します。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 一般質問

○議長（迫田秀三君） 日程第２、「一般質問」を行います。

通告に従って、順番に発言を許可いたします。初めに、大町田勇希君に発言

を許可いたします。

１番、大町田勇希君。

〔１番 大町田勇希君 登壇〕

○１番（大町田勇希君） おはようございます。議長の許可を受けましたので、発

言をさせていただきます。１番、大町田勇希です。

まずはじめに、本年１月１日に発生した能登半島を中心とした震災に被災さ

れた皆様へ心よりお見舞いを申し上げるとともに、亡くなられた方々の御冥福

をお祈り申し上げます。

それでは、本日は大きく４項目の一般質問をさせていただきます。

まずはじめに、保育料についてですが、昨年、令和５年第３回定例会での一

般質問において、３歳未満の保育料無償化について一般質問したところ、町長

からは、現在の施設設備の状況や保育を行う人員体制などを考慮しながら、ま

た、無償化による効果などを見極めながら、子育てしやすいまちづくりの推進

が図れるように、しっかりと検討していきたいというふうに考えておりますと、

答弁がありました。

この質問時点で検討されているとのことでしたが、この質問から半年が経過

しました。そこで、伺います。３歳未満への町独自の無償化に対する検討結果

について伺います。

以降の質問については質問席から行います。

○議長（迫田秀三君） 町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） おはようございます。

大町田議員の質問についてお答えいたします。本町での保育料の無償化につ

きましては、国の制度に基づいて子育て世代の経済的負担の軽減を図るため、

３歳から５歳児クラスである小学校入学前の３年間の全ての子ども及び０か

ら２歳児クラスの住民税非課税世帯の子どもを対象に、令和元年 10 月から実
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施をしております。

前回の答弁でも、お答えした部分と重複するところもあるかもしれませんが、

再度お聞きいただければと思います。

また、課税世帯におきましても同じ世帯から保育施設に２人以上利用の場合

は、０から２歳までの第２子は半額、第３子以降は無償というふうになってい

るところでございます。

議員御質問の無償化についての検討がどのようになっているかというとこ

ろでございますが、様々な角度から検討してきております。

まだ結論というものは出ていない部分ということで御理解を賜りたいとは

思いますが、無償化に伴い、現在３歳児未満児を御家庭で保育をされている方

も入所を希望されるということも予想されます。

また、逆に御家庭で保育される方については、入所申込みがないため、待機

児童とはなっておらず、申込みがない理由として経済的な状況なのか、また自

宅で保育をしたいんだという希望なのかというところの予測まで、調査までは

出来ていないというような現状でございます。

経済的状況で入所させられない方などが、無償化というふうになったところ

で、この前もお伝えしたように入所希望が増えた場合の受け皿の問題点という

のも、やはり早急に短期間で解決できるものではないというふうな判断に至っ

ております。

保育士不足、これが各分野において人材不足という点で、この保育士不足も

叫ばれる現状であり、人材確保が非常に容易ではないというような状況、これ

が予想されます。

また、保育施設や設備などの整備も、現在の保育所においては、随時行って

きておりますが、さすがにやはり老朽化している部分は否めないというところ

で、保育の枠、面積、そういったものがぎりぎりのところで何とかクリア出来

ているような状態っていうのを、御理解をいただきたいというふうに思います。

保育料の軽減、これは安心して子どもを産み育てることができる環境づくり

であり、そういったところをしっかり認識はしております。

また、保育士の確保や施設整備の体制、整備などの課題も大きいわけでござ

いまして、島内の１市２町でのそれぞれの足並みもある程度そろった体制、こ

れも必要かと思われます。

今後の国の動向も注視しながら、そのようなことをしっかり随時検討しなが

ら、子育て世帯の負担軽減を図れるように、子育てしやすいまちづくりの推進、

これを目途に検討しながら進めてまいりたいというふうに考えておりますの

で、随時また議員さんからの御指摘、また御意見等も賜れればというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。

今ほど答弁の中で、やはりハード面、施設など、受け入れるのが厳しいとい

うことは十分理解はしています。
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その中で先ほどあった、経済的な理由により預けることが出来ない世帯がど

れぐらいいるか分からないという、これもあったんですけどそこを実際にアン

ケートなりとか、そういったものをとるような御意向はないでしょうか。

町長、よろしくお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） そういった、保育料の補助、これを予算化していく上で

は、ある程度データが必要になってくると思いますので、そこら辺に関しては

進める方向で検討という段階に入ってくれば、当然ある程度のニーズ、その調

査が必要かと思います。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 次の質問をさせていただきます。

保育料補助に関してなんですが、保育料補助に対して国が行う子育て支援以

外に本町が今何かやってるのか、こういった今の実態があれば、よろしくお願

いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 本町の保育料に対する補助については、国の補助事業で

実施する子どものための教育・保育給付交付金事業において、保育に要する経

費の４分の１を町が負担をしているところでございます。

町独自、単独というような形で保育料の補助というのは今のところ実施して

おりませんが、関連した支援として昨年の７月から議員の皆様方の御理解を賜

って、全ての未就学児の副食費を無償化とするため、国庫対象外の全ての児童

へ再編交付金を活用した無償化を実施しておるところでございます。

先ほどの質問の答弁と重複するところもございますが、やはり安心して子ど

もを産み育てやすい環境を整える少子化対策の一つとして、保育料支援、これ

は、子育て世代の経済的な負担の軽減につながっているというふうに考えてお

ります。

引き続き無償化による効果も見極めながら、子育て世帯の負担軽減、これが

図れるように子育てしやすいまちづくりの推進に取り組んでまいります。

そしてまた子育てセンターりんくというもの、ちょっとごめんなさい、言葉

がおかしいかもしれませんが、４月にはオープンして、未就学児を中心とした

子どもたちが、お母さんたちと雨の日に遊べたりとか、暑い日に遊べたり、相

談にも、子育て支援という観点から、産後のお母さんのつらい思いを軽減でき

るような相談の窓口というのも、中央公民館の１階でオープンができる予定で

おりますので、そういったところを含めながら、この子育て支援というのをし

っかり取り組んでまいりたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。

今の答弁の中で、町が独自に補助に関しては、現状として国の制度として４

分の１補助しているが、それが町として補助していないという認識だったんで
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すけど、これちょっと１点提案ではあるんですが、今保育所に入所しているお

子さん、２人、仮に入所していた場合、その２人目については保育料が半額に

なります。

ただこれが、上の子が小学校なり上がってしまうと、下の子どもさんという

のは第一子扱いとなっている状況です、今現状で。

これここの、要は３歳未満のお子さんの第１子扱いを第２子扱いにできるよ

うな、町として新たに施策を打つ、こういったのはどうでしょうかね、町長。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 私も町民からそこに関しては、３人子どもさんがいる家

庭で、第１子が小学校に入った途端に、保育料の措置がなくなった、どうにか

してくれという声を伺いました。

そういったところは前向きに検討するべきところなんだろうなというふう

には考えております。

保育料の無償化も含めて、短期間で進めていくには、なかなか課題も多い部

分がありますので、早い段階でそういったことができるような方向で進めてい

ければなというふうに思いますが、保育料の補助のみならず、ほかの分野でも

しっかり支援をしていくということ、保育料を減免することのみが、子育て支

援なのかどうかということも、我々は考えながら、また、議員の皆さん方の御

意見も賜りながら進めていく必要性はあるのだろうなというふうに考えてお

ります。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、分かりました。

次の質問に入らさせてもらいます。今中種子町内に婦人の家という施設があ

ります。こちらについては、特産品の加工であったりとか、よく使われている

のはみその製造など、各家庭が使ったりしております。

そこで質問させていただきます。この婦人の家の今現在の利用状況について

教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 農村婦人の家ということでございます。これの利用状況

につきましては、令和５年度の状況で説明をさせていただきます。

令和６年の２月末日現在、自家用目的として利用された方が 762 名、営業用

を目的とした方４名、計 766 名というふうになっております。

利用目的、これはみそ加工が最も多く、自家用で 8,451kg、営業用で 427.7kg

となっており、次いで、めんつゆなどの瓶詰め加工 5,273 本。

詳しく言いますと、めんつゆが 606 本、焼き肉のたれ 668 本、ドレッシング

が 683 本、ジュースが 3,271 本、白だし 45 本、その他の加工品として、蒸し

菓子、つくだ煮などの利用があるというような現状でございます。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。次の質問なんですけど、

この今の現行の利用制度、利用規約が今あるんですけど、こちらについて簡単
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でいいので説明をお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 現行の利用規約について説明をという御質問でございま

すが、条例及び条例施行規則について説明をさせていただきたいと思います。

まず条例でございますが、中種子町農村婦人の家設置及び管理について必要

な事項を定めたものでございます。

具体的には趣旨、設置、管理、使用の許可、使用制限及び取消し等、使用料、

使用料の減免、目的外使用又は権利譲渡等の禁止、施設などの原状点検、損害

賠償義務、委任、施行期日を条文化したものでございます。

条例施行規則につきましては、「中種子町農村婦人の家設置及び管理に関す

る条例第 11 条のこの条例の施行について必要な事項は，規則で定める。」に基

づき、婦人の家の管理に関し必要な補足事項を定めたものでございます。

以上でございます。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。

今回、施政方針の中に、地元特産品の開発及び情報発信により販路拡大を推

進するため、ふるさと納税返礼品の開発活用など積極的な取り組みを行います

という一文がありました。

これまさに地元特産品の開発をする場所としては非常に適している場所で

はないのかと思っているんですが、そこで今現在利用されてる方からも、利用

料金だったりが結構な料金かかるんですよ。

そういったところで次の質問です。

現行の利用規約改正について改善を求める町民の声があるんですが、町長の

見解をお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 御質問につきましてはもう私どもの認知不足、勉強不足

もあろうかと思いますが、具体的には、利用料金に関するちょっと声が上がっ

ているというのは聞いたことがあります。

主管課等への具体的な話などっていうのはまだ聞いていない状況です。

そういった中で料金に関するものなのか、施設に関するものなのか、そうい

ったところが議員のほうに届いているようであれば、またお聞かせ願えればと

思います。

そこら辺に関しましては、一個人の御意見ということで、またこれを変える

というのはなかなか難しいところもございますので、そういう組織であったり、

団体の中でまたそういった意見を集約していただいて、また協議を進めていこ

うというような方向になろうかと思います。

よろしくお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） なかなか１人の声では、規約自体を変えるのは難しいと

いうことは認識したんですが、これ現在今同じ種子島島内においては、南種子
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町に特産品開発センターというものがあります。

これ実は料金体系だったりを調べると、ほとんど一緒、もうほぼ一緒なんで

すよ。利用者については、おそらく中種子町の 10 分の１ぐらいの利用者しか

いません。それで今、その数だけを単純に見ていると中種子町について一生懸

命その開発、地元特産品を開発する意欲のある方が多いというふうに、数字だ

けで見ると考えられるんですが、こういったところでもう一度問うんですけど、

この料金、さっき言われましたけど、料金を現行のどれぐらいとは言えないん

ですけど、ランニングコストがかかるので、減らすことによって、そういった

特産品開発をしやすい環境をつくるのはどうでしょうかね。

また、これ他の自治体と同じということは、他の自治体より下げることによ

って、やはり中種子町独自性が生まれると思うんですが、こういった施策どう

ですか。町長。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 燃油の高騰であったり、ガスプロパンガスの高騰であっ

たりというところで、なかなかその料金の値下げというのは、運営上も大変厳

しいものもあろうかと思います。

そこら辺も含めまして、実質上の声であったり、そういったところを具体的

にまた、担当部署のほうにお伝え願えればありがたいというふうに考えます。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 回答ありがとうございます。

次の質問をさせていただきます。次の質問については小学校についてなんで

すけど、これちょっと質問だけを見ると、私は統廃合を進めろって言ってるよ

うに聞こえてしまうんで、これ前提事項を言わせてもらいます。

今現状、現状中種子町内７つの小学校があります。

この各小学校、やはり少子化といったものは加速する中で、だんだんと生徒

数も少なくなってます。

今回の質問の意図としては、この小学校の統廃合というものを、まず検討、

議論をしたらどうかといった意味合いで今回この質問させてもらいました。

そこで質問をさせていただきます。

少子化が加速する中、小学校の統廃合について町長の見解を求めます。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 現実的に、確かに小規模校でのこの少子化の中で学校に

通う子どもの数自体は減少傾向でございます。

そういった中で小規模校のデメリット、そしてまた逆にメリット、そういっ

たことをしっかり精査しながら、我々は学校区のＰＴＡであったり、校区の皆

さん方の声を反映させながら物事を検討していく必要性があるのだろうとい

うふうに考えております。

それに関して見解をと言われても、そこは町民の合意形成がなされたうえで

様々な検討を進めながら議論をしていくことになろうかというふうに考えて

おりますので、そこら辺が皆さん、当然危機感を持ってる方もいらっしゃると
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思いますので、そこを皆さんがどのように考えるのか、そこをやはり我々はし

っかり伺いながら、また、校区の皆さんとかがまずは校区で話をする機会をつ

くるためにも今回の質問は、いい質問をしていただいたのかなというふうには

考えております。

私も以前の一般質問の中でもございましたが、在任中は合併というのは考え

ていないという答弁をさせていただきましたので、かといって時代は流れるわ

けでございます。

そういった中では、校区の声、ＰＴＡの声、そういったものを慎重に聞きな

がら考えるべきものではないかなというふうに考えております。

これも、また来年とか再来年というスパンではないのだろうというふうに考

えております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 今の話ですと、多分、私が聞いていた話では、そもそも

統廃合については全く考えていないっていうような町長の見解だと思ってた

んすけど、今現状、そもそも統廃合について検討・議論ってされているんです

か、それともされていないんですか、教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 検討・議論とまではいきませんが、それを新たに統廃合

検討、統廃合協議会みたいなことは全然出来てないところでございますが、

我々としては教育長部局とはまた考え方が違いまして、我々としてはその予算

の問題いろんなことを考えながら、今後その人口減少、そういった人口推移、

そういったものを見極めながら、いろいろなことを考えないといけない状況に

きています。

それに関してはただ、この校区、ＰＴＡ、そういったものっていうのが、主

体的な議論を進めるべきであって、我々行政サイドが先に議論して決めていく

ものではないというふうに考えておりますし、教育委員会サイドとしては多分、

最後のもし子どもが１人になったにしても、その子が卒業するまでは、教育長

部局としてはしっかりその子を見守って卒業させてあげるっていう基本的な

教育理念、これは崩さないものだというふうに考えております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 大体どういった考え方をしているのかというのは、行政

として、どういった考え方をしてるのかってのは分かったんですけど、これ１

つ、ちょっと提案なんですけど、今、校区外への通学に関しては、適正校、中

種子町内でいうと野間小学校のような学校ですね、そこから小規模校へ校区外

で通学することは可能となっています。

これを、逆に小規模校から適正校へは行けないっていうのが、規則として現

状なってます。

これ、どういった現象が起こってるのかというと今、小規模校の校区の家庭
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が適正校の校区のほうに住所を移すような事例が実際現状で起きてます。

これは本質的に校区のためとか思うのであれば、こういった規約の緩和、こ

ういったのを検討してみてはいかがでしょうか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） データ的にどのぐらいの方がそういうふうな意向を持っ

て、例えば野間校区ということでしょう。そこに家を建てるとか、そういった

ことになって、出身の地域からいなくなるという数がどの程度あるのかという

のも含めて見ていかないといけないというのと、これは逆に、本当にいろんな

弊害も出てくる可能性もある話でありますので、それを急々にそういうふうに

考えている、それも１つの案として受け止めながら考えていかないといけない。

これは、校区の皆さん、ＰＴＡの皆さんも、そういったことがあった場合に

どのような判断をするのか、どのようなふうに考えるのかというのも、非常に

我々は尊重していかないといけない大きな部分だというふうに考えますので、

そういった提案もあったということは、教育長部局のほうで把握し、その中で

の協議の中でもそういった声もあるというのは、お伝えはできるものだという

ふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 今の答弁の中で町長言われた、起こる弊害っていうのは

一体何でしょうか、教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 予測出来ないものが結構あると思います。

こういう弊害がある、こういうメリットがあるというのは一概に言えること

ではないと思うんですが、極端に言いますと、家を、例えば納官に造ります、

野間小に通わせますっていうところで、納官小に通いたいんだっていう子ども

が、納官小に通えなくなるという可能性もあるわけですよね。

納官校区に家を建てました、野間小に通わせますということをできるように

してくださいっていう質問ですよね、議員さんの。

そういったときに、納官校区に家を造ります。だけど子どもは、野間小に行

きます。納官小学校の運動会出来なくなりますとか、いろんな簡単に言うとデ

メリットもあるのだろうと。

逆に、家はこっちに出来てるから、集落のことはお父さんお母さんが一緒に

手伝いながらできるよね。でも子どもは野間小に通ってるよっていうところも

あります。

いろんなところで組織であったり、いろんなものを総体的に見直していかな

いと、ただ単にそれをあれすればいいんじゃないですかっていう、御意見に対

して、それはそうですねってなかなか言いにくい要素も多いというふうに考え

ます。私は。

そういうことでデメリットという言葉を使いましたけども、そういうふうな

ことを思っております。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。
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○１番（大町田勇希君） 今、例えた例をちょっと聞いてると、今のあくまで例え

なのでなんですけど、実際にその校区の学校に行きたいのであれば、その校区

の学校行くと思うんですよ。

校区外に行かせたいっていうのは本人の希望であり、親御さんの希望です。

まさにそれが民意と思うんですけど、そこが果たして弊害と言われるものにな

るのでしょうか。

よろしくお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 弊害とまではいきませんが、それが民意で合意形成がな

されるものであれば、それは校区からの御意見が出てくれば、我々行政サイド、

行政サイドというか教育委員会サイドが考えて、しっかり対応しないといけな

いことだと思います。

ただ、そこが合意形成なされるかどうかっていうところが、我々は非常に疑

問であり、リスキーな部分なんだろうなというふうに思いますので、そこは熟

考した、そういった校区での協議とか、そういったことがしっかりなされるべ

きものであって、行政が勝手に、もしくは教育委員会が勝手にそれを議論を先

行して進めていくっていうのは、筋がちょっと違うということでございます。

ちょっと例えの話の仕方が、自分も上手にしゃべれないのであれだったんで

すけども、そういうような思いでおります。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 分かりました。次の質問をさせていただきます。

この質問、趣旨としては、今中種子町内でうみがめ留学制度というものが取

り入れられてるんですけど、こういったですね、今後町が考える小学校におけ

る少子化対策、今やってる政策だったりの見解をお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 少子化対策というのは、学校分野で検討する問題ではな

いのだろうというふうに考えます。

小規模校対策という考え方になりますと、教育委員会のほうで今やっている

というところに関しましては、当然、小規模校においては学年集団での共同学

習であったり、体験学習など年間を通して計画的に実施をして、学年を超えた

集団の中で多様性に触れることができるようにというようなことをしておる

ところです。

また、テレビ会議システムであったり、オンラインシステムなどを活用して

小規模校同士で、遠隔合同授業などの教育活動を実施をしたり、また、小規模

校の児童が一堂に会して合同交流学習なども行ったりしているというところ

でございます。

また、中種子町の学校音楽祭であったり、中種子町小学校陸上記録会などを

開催しております。

小規模校の児童が集団の中で切磋琢磨する機会、環境というのを整えている

ところです。
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そのような取り組みを推進していくことで小規模校が抱える、その競争とか、

いろんなその同学年でのたくさんの人数が必要なスポーツであったりという

ようなことを解消、軽減するようなことをやっているところです。

また、先ほどお話がありましたように星原小学校、また岩岡小学校で行って

いるうみがめ留学などがございます。

他県からの留学生、これが留学生活を送ることができるように、各校区の実

施委員会が中心となっておりますが、教育委員会が事務局として、学校と協力

して運営を行い、各実施委員会が企画どおりの留学制度運用を図ることができ

るように、現在、教育委員会としては支援を行っている状況でございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 答弁ありがとうございます。今、うみがめ留学の話が出

たのでちょっとそこ掘り下げたいんですけど、これうみがめ留学、今現状で何

人ほどの留学生が留学してるのか、今現状分かれば教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 今現在ですね、令和５年度が、岩岡小が７人、これは里

親留学が４名、家族留学で３名、星原小で２名家族留学、令和６年度の予定で

ございますが、岩岡小学校が５名、里親留学が１人、家族留学が４名、星原小

学校が３名家族留学でございます。

毎年 10 名程度、これまで受入れを行っているところでございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） ある程度 10 名って結構多い数だと思うんで、大分頑張

って受入れをしてるのかなと思います。

その一方でなんですけど、留学生を受入れ、特に家族留学、里親、いろいろ

違いはあるんですが、これ今現状としてその留学生が居住する住居、こういっ

た整備は現状なされているのか、教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 里親留学というのは里親の家に住むので、住居に関して

は問題はないのかなというふうに思っております。

また、家族留学につきましては、エアコンであったり冷蔵庫などの白物家電

とか言われるものに関しては町からの支援で一通り揃えております。

生活できる環境としては整っているのかなというふうに思っているところ

です。

以上です。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい。ありがとうございます。ここはちょっと今のいろ

いろと考えたところの提案にもなるんですけど、さっきの校区、小規模校の校

区の問題なんですけど、今、住環境っていうのが、馬毛島の工事だったりも伴

って非常に厳しくなっています。
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ここで施政方針の中でも、定住促進や交流対策などを巻き込んだ体制の整備

充実の検討が急務と思われますというような施政方針のほうで発言をされて

おられました。

これ、ちょっと１つ提案なんですけど、小規模校にも、各公営の住宅なんか

があると思うんですけど、ここを優先して整備をして受け入れる人っていうも

のを広げて、特に若い人だったりですね、そういった施策をしてみたらどうで

すかね、町長。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 住環境の整備、家族留学に向けた住環境整備という先ほ

ど来、申し上げております里親留学に関して住環境というのは、その里親さん

の自宅に宿泊しながら、ともに生活をし、他人の釜の飯を食べて１年間過ごす

という非常に特異な経験をして帰っていかれる。つながりもできる。

また、自分の実親とは違う教育方針、そういったものもあり、様々な学びを

して帰っていかれるんだと思います。

家族留学につきましても、各岩岡、星原に関しては、民間の空き家等があれ

ば、それに対する改修費用等の措置はそれは行う計画でおりますし、それはも

う家族留学に限らず、そういう改修に関しては幾らかの、幾ばくかの費用を町

としても、空き家対策ということでしておるところでございます。

そういったところで町で、家族留学用の住居建設というよりは、やはりこれ

から先は民間でやってもらったほうが効果的なのかなというふうに考えてお

ります。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。

ただ、いまの私が提案した話はあくまで公営住宅の話です。空き家とかでは

なくて、今既存する公営の住宅の整備を促進することによって、入居者って多

分増えてくると思うんですよ。

なので、そこを一度集中的に整備するっていうのはどうかという提案です。

そのうえでちょっともう一度見解をお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 公営住宅となると、これもう全く私の考え、主観で提案

をさせていただきますと、やはり町営住宅、公営住宅となると家賃の問題、い

ろんな問題というのにどうしても制限が出てきます。その家族留学のみという

のは、当然私頭の中にございません。

専用のというのは、町営住宅ということでしょうから、そういったところで

いきますと、建設費用であったり、今申し上げた家賃の問題であったり、入居

資格に関して、どうしても制限が出てくるところがあります。

低所得者を優先します、こうしますというような制限があって、これ町営の

場合は、基本的には、低所得者向けというふうなことであるだろうというふう

に思います。

そういった意味で、地域の家族留学のみならず、例えばＩターン、Ｕターン
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した方が住むため、例えば東京に住んでました。所得もいっぱいあります。東

京とリモートで仕事をしてますっていう人たちが入れるとなると、やはり民間

でつくってもらうのが１番いいのではないかなというふうに考えています。

特に、増田の今の区長さんともいろいろ話をしていたところです。できれば

校区の土地に、校区で建設をして、校区で管理をしていく、幾ばくかのそうい

ったところに関して町の支援は出来ないわけではないということになるのだ

ろうと。ただ、例えばその校区が、起債をして、その償還が終わった後に入っ

てくるお金というのは、校区の運営費にもなっていくんではないかというよう

なことも考えます。

だから、そこはちょっと慎重に検討していかないといけないところであれ、

ただ町が町営で何かをつくってしまうっていうことが、ただ単にそれがいいこ

となのかどうなのかっていうところも含めて検討していかないといけない部

分なのだろうなというふうに考えております。

校区で作ったりとかできると、非常にそのあとの運営費、また整備、そうい

ったのも校区民が集まって、住宅周りの草払いをしようかとか、そういったと

ころで自分たちが管理をしていく、そしてまた自分たちが、最終的な家賃収入

として、校区の運営費に充てていくというようなやり方っていうのは、校区の

中で入居者を決めていく、そういったところも地域の活性化につながっていく

のかなというふうには考えているところです。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。

次の質問に移らさせていただきます。ふるさと納税についてです。

質問の文章としては、ふるさと納税の町の収益額について説明を求めるなん

ですけど、これ収益じゃなくて寄附金額ですね、現状今いくらほど寄附金額が

あるのか、教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 収益額という質問だったもので、ちょっと待ってくださ

いね。寄附額を説明をいたします。

平成 30 年が１億 5,700 万円、令和元年が 6,100 万円、令和２年が 9,800 万

円、令和３年が 7,850 万円、令和４年が 6,600 万円、令和５年が 5,700 万円と

いう寄附額で推移をしております。四捨五入しております。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 今の寄附金の金額を聞くと、かなり上下はあると思うん

ですけど、過去に１億 5,000 万円ほどの寄附金額をいただいていたのに、それ

が今 5,000 万円ほどまで下がってる。この要因といったものがあれば教えてく

ださい。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 平成 30 年度までは、返礼品として様々なものが認めら

れておりました。

ところが、皆さん御承知のとおり各市町での総務省からの指摘等があったう
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えで、問題になったりするような市町もございました。

そういったところで制度改正などにより、本町でも該当していたものとか旅

行券であったりとか、ギフト券であったりとか、そういったものすらも出来な

くなっております。

そこら辺で、ちょっと落ち込みが激しかった部分もあるんですが、直近では

やはり安納芋の生産量、これが約半分近くに落ち込んでおります。

安納芋は本町の返礼品としては人気の品物ですので、これが相当ダメージを

受けているのかなというふうに感じているところです。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） なかなか今、結局ふるさと納税の返礼品が安納芋に大分

偏っているといったところがあるのかなと思います。

これ確かに、このふるさと納税の返礼品を出す事業者は、現状どうしても中

種子町でそんなに多くはないというのは認識しているんですけど、この事業者

を増やすような施策ですか。言ってみれば、スタートアップにだったりですね、

そういった施策は町としては何かやっていこうとは思っていないんですかね。

町長の見解をお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 従来より加工品のボリュームっていうのは、ある程度の

ロットが要るんだろうというふうな皆さん認識ですが、現状としては、ロット

が多くなくても、在庫切れというようなやり方で対応している市町、また本町

においても安納芋等に関してはそういうような対応をしています。

ですので、小規模でもいいのでできるものっていうのは出してくださいとい

うお願いはしておりますし、それが特産品に結びついていく部分もあるのだろ

うというふうに考えておりますが、新たにスタートアップという考え方ってい

うのは、今この観光関係含めて、馬毛島関係で宿泊施設が取れない、そういっ

たところも若干あるものですから、馬毛島が一段落というか、落ちついたとこ

ろでは軌道に乗るような形づくりは、当然検討すべきだし、今様々な企業さん

とも検討は始めているところです。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 中種子町内の事業者を新たに発見したり、つくっていく

というのは確かに行政だけでは、なかなか難しいと思います。

これ、ふるさと納税の返礼品の規約の中で、確か例えば、中種子町内で収穫

した安納芋を島外で加工したものも恐らく返礼品の対象となってたと思うん

ですが、これはどうですかね、ちょっと分かれば教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） これまでの町内事業者または個人に限定しておった返礼

品登録業者を町の要綱を改正して、町内産の原料などを町外、島外で加工・販

売している事業者も登録できるようにしておりましたので、原料の割合にもよ

りますが、例えば安納芋を原料としたお菓子など加工品を島外の事業者から直

接配送できるようになっております。
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返礼品のバリエーション増に加え、配送料の低減にもつながるのではないか

なというふうに期待をしているところでございます。

また、町内のサトウキビを主として扱う業者さんが、ラム酒を製造・販売ル

ートに乗せられるということで、これもふるさと納税の返礼品として期待して

おるので、頑張ってくださいというお願いはしております。

ひとつひとつ掘り起こしながら返礼品の数を、アイテムを増やしていければ

というふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。先ほどのところで結構、

次の質問に関連するんですけど、このふるさと納税での収益性といいますか、

寄附額を向上させるための施策として、町は今どのように考えているのか見解

をよろしくお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 平成 20 年に制度が開始されております。

令和４年度実績で全国 1,788 自治体で約 9,654 億円の寄附がなされており

ます。その額は年々増加傾向でございまして、自治体間での競争も激化してお

ります。

国による返礼品基準の見直しや経費率の規制、こういったものも順次なされ

て、現在に至っているところでございます。

令和５年の 10 月にも制度改正がございまして、地場産品の厳格化の改正に

より、今年度予定していた新規返礼品、これは町のマスコットのベニーちゃん

を印字したゴルフボールとかバッチ、それからエコバッグなどを予定しており

ましたが、経費率の見直しによる寄附金額の値上げもあったことで、本年度は

想定していた寄附額に届かない見込みとなったところです。

主力となる安納芋も、先ほど来、申し上げておりますように基腐病による生

産量の減少は、ふるさと納税の返礼品としての供給に制限せざるを得ない状況

でもありました。

また、町内事業者または個人に限定していた返礼品登録業者を町の要綱を改

正して、町内産の原料、そういったものを加工・販売、町外、島外で事業者も

登録できるようにしました。

そういったところで考えますと、これからまた返礼品のバリエーション増と

いうものには力を入れながら、少しでも多くのふるさと納税寄附金というもの

を募るような方向で頑張っていきたいというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、このふるさと納税の寄附金額、歳入というんです

かね。これって多分、非常に町の自主財源としてかなり大きい財源にはなるの

かなと思っております。

結構私は重要な事業だと思っていて、これって今現状、行政職員のほうで人

員配置とか、これはどうなってるんでしょうか、教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。
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○町長（田渕川寿広君） ふるさと納税担当は１人配置しております。それを係長

が補完しているというような状況です。

企画課のほうで配置をしておりますが、課全体でもそこはしっかり協議を進

めているところでございます。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） この人員、ちょっと人事のところなので私が言うのもあ

れなんですけど、もう少し増やしてもいいんじゃないのかなって個人的に思う

んですよ。

なぜならばというところで、やはりふるさと納税の収益、寄附金額を上げる

ために、そこに人手を費やすっていうのは多分、非常にコストパフォーマンス

から見てもいいと思うんですけど、どうですか。人員増員等検討してみては。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 現状として、人材不足は、どの産業界も一緒でございま

して、我々行政においてもなかなか以前の一般質問でも述べさせていただきま

したが、採用試験の受験者数は以前のようにはうまくいかないというような現

状もございますが、そういったところでは総務省であったり、そういったとこ

ろのフェロー等を活用して、掘り起こし等の検討も進めていきたいと思います

し、ふるさと納税の企画立案の勉強会にも職員も派遣させておりますので、そ

ういったところを起点として、動かしていければというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） 確かに人が足りないというのは私も十分認識していると

ころではあります。

ただ、しかしながら、この部門って行政職員の中での唯一の営業職だと思っ

ています。

普通公務員は営業等ないですけど、この部門に関してはどうしても事業所と

直接やりとりをするといった性質上、そういった要素が出てきます。

なかなか、この営業というものは、実際やってたことあるんですけど、もう

１年２年で身につくようなものじゃないです。

はっきり言って３年目以降ぐらいからやっと軌道に乗るような性質を持っ

ています。

なのでここ、確かに人員配置の長短等を考えると、ある程度の期間をその人

員を置いて、また次の人員も成長させるための期間というものも見据えながら

人員配置をしていくというのが、非常に今後ふるさと納税の寄附金額を上げる

うえでの大きな指標になると思いますので、そういったところでちょっと、そ

このあたりも検討してみたらどうですかね。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 今、係が１人と係長ということで会計年度任用職員も配

置して行っておりますので、担当としては１人ですが、課全体でも商工観光も

含め、一緒に取り組んでいる分野であります。連携がとれている部分も多々あ

りますので、今の状況でもう少し頑張ってもらうような方向で考えております。
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○議長（迫田秀三君） １番、大町田勇希君。

○１番（大町田勇希君） はい、ありがとうございます。

以上で本日の一般質問を終わらせていただきます、ありがとうざいました。

○議長（迫田秀三君） ここでしばらく休憩します。

再開をおおむね 11 時５分からといたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前10時53分

再開 午前11時01分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 次は、秋田澄德君に発言を許可いたします。

３番、秋田澄德君。

〔３番 秋田澄德君 登壇〕

○３番（秋田澄德君） こんにちは、３番秋田でございます。早いもので、去年の

統一地方選挙からそろそろ１年を迎えようとしております。

まだ新人議員でありますけれども、町民の皆様には、かねてからいろいろお

世話になっておりますことにお礼を申し上げます。ありがとうございます。

私はかねては、前口上はしないんですけれども、今日は質問の前に最近の新

聞記事を少し紹介させていただきたいと思います。

先日、日本農業新聞を開いたところでしたけれども、西日本版の各地の話題

コーナーに南種子町の農家の方の記事がありました。これを紹介いたします。

御本人は農地利用最適化推進委員でありまして、耕作放棄地を解消する目的

で、路地バナナを栽培しているものでありました。荒れ地を整地する必要もな

く、初期投資がかからないバナナに着目したようであります。

現在は、５反歩で 3,000 本を植栽しており、そして、地元の若手農家や地域

の方々で興味のある方には苗を分けてあげて、そして仲間を増やして、同町の

耕作放棄地２ヘクタールをこれで解消したということでありました。

路地の国産バナナというものは、受給率が低い。伊豆諸島が産地ですかね。

そういうところも含めたときに、今後は夢が持てるというふうに御本人が語っ

ております。味にしてはもっちりして、かみ応えがあり、かむごとに口の中で

甘味が広がると。こういう絶賛、評判がいいということであります。そして現

在、販路を模索中であるということであります。私は旧来の仲でありましたの

で、すぐに電話をしました。そしたら苗を分けてあげるから、そして作り方も

教えてあげるからと。それで年中収穫ができる品種であるということで、中種

子でも広げてくれやと。仲間を増やそうから。穴掘って埋めるばかりやから簡

単じゃらーやというふうなそういうことで彼らしい話し方だったんですけれ

ども、この町でも今直面してる耕作放棄地問題、こういうのに彼は先進的に取

り組んでいるなあということで感服いたしましたし、また彼の話を伺って、元

気が出たところでありました。
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やはり私も、これにちょっとチャレンジしてみようかなというふうに思いま

して、胸がわくわくしたところでありました。こういうわくわく感というのは

必要だろうというふうに思ったりもします。

以上、記事の紹介でありました。

それでは、通告に従いまして、質問をさせていただきますけれども、今日は

大きく、２つ質問をさせていただきます。

まずは、硬質プラスチックハウス移転改築工事についてでありますけれども、

農林水産課が２月に発注している野間地内、松原山ですけれども、ここの硬質

プラスチックハウス移転改築工事の概要と今後の運用についてであります。

先に工事の概要について町長に伺いたいというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。

あとの質問については質問席から質問させていただきます。

○議長（迫田秀三君） 町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 秋田議員の質問にお答えいたします。

まずバナナのお話、私も農業新聞を見て、いいなあというふうに思ったとこ

ろで、なかなか行政が、これをやれあれをやれっていうのはなかなか厳しい要

素がある中で、それを秋田議員が知り合いということで、中種子町でも広げて

いきたいという思いがあるということに、私もわくわく感を今感じたところで

ございます。

御期待申し上げますので、ぜひとも地域のリーダーシップを発揮していただ

いて、頑張っていただければなというふうに思うところでございます。

まず移転改築工事の概要ということでございます。

工事件名が松原山育苗ハウス敷地造成工事で、令和５年の 11 月 14 日から令

和６年の２月 29 日まで敷地の造成工事をしております。

工事内容としては土工、法面整形工、客土工、排水工などとして、硬質塩ビ

管 200 の敷設であったり、溜め枡の設置、また道路工として軟岩の敷き砂利を

しております。準備工としてハウス敷地伐採敷きというふうになっております。

完成検査としては６年の本年の３月１日に実施済みでございます。

造成工事完了後のハウス工事につきましては、工事件名硬質プラスチックハ

ウス移設改築工事で、令和６年２月５日から３月 26 日までの 51 日間を工期と

しておりまして、幅９メートル、長さ 66 メートルの３連棟、面積が 1,782 平

方メートル、硬質プラスチックハウスでございます。

年度内の完成を見込んでいるところでございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 町長すみません、今、ハウスの規模、９メーター掛ける 66

掛ける３連棟ということでしたけど、面積はいくらでしたか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 1,782 です。
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○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 1,782 平米ということですけれども、実際に使われる、い

わゆる有効面積、これについてはいくらでしょうか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 利用方法にもよってくるのだろうというふうには思いま

すが、これは総面積ということでございますので、それより若干数字が減ると

いうところで、専有面積、実際の使用面積というのはその品種、物によっては

違ってくる要素があるのだろうというふうに思っております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 品種によって違うという話も分かるんですけれども、実際

にハウスを建てますよね。

そうするとハウス自体の芯から芯の面積がありますけれども、それが 1,782

でしょうから、実際に、ハウスの中で仕事をする、苗でもつくる、育苗になる

と思うんですけどね。

そうしたときの実際に、例えば安納芋の育苗をしたときは、これぐらいの育

苗面積が確保出来ますよとか、そういうものがあったら教えてもらいたいとい

うことです。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 運用計画については、ちょっとＪＡさんと協議をして契

約を進めていきたいというふうに考えておりますので、ＪＡさんの使い方次第

によってくるということでございますので、その面積自体を多くも言えません

し、少なくも言えないといったところで御理解を賜れればと思います。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） はい、分かりました。

昨年の９月議会において、この工事の発注方法について伺っております。

硬プラハウスで施工実績と指名実績がある地元業者、つまり、中種子町の建

設、建築業者への受注機会を確保するために、町内の業者を指名して、競争入

札で執行していただきたいというふうに私申し上げましたけれども、町長の考

えとしては、予算を可決していただいておりますので、慎重に検討を進めてま

いりたいと考えておりますと答弁をしておられます。

結果、宮崎県の業者さんとの契約、随契になっておりますけれども、これが

慎重に検討された結果というふうなことを、こういう解釈でございますかね。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） はい、そのようなことでございます。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） この入札の執行についてですけれども、随意契約ですよね。

指名委員会のときには、他の委員から、メンバーからですね、これに関する随

契以外の意見とかはなかったのか、お伺いいたします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 副町長が指名委員会の委員長でございます。
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副町長に答弁をさせます。

○議長（迫田秀三君） 副町長。

○副町長（阿世知文秋君） 指名委員会においてほかの委員からそういう意見はご

ざいませんでした。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 町長に伺います。

随意契約の根拠というのは昨年から申しておりますように、去年も申しまし

たけれども、特殊性としてアルミ素材の部品が製造されていて、これをこのハ

ウスには使うということでありましたけれども、改めましてですね、どのよう

な部品で、分かればその名称、そしてどこに使うのかそこを詳しく説明いただ

ければありがたいです。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） はい、ちょっと係の者がここに在籍していないので、こ

れにつきましては、後ほどまたお知らせできるかと思いますが、積算していく

うえでの歩掛計等考えましたときに、やはり発注となりますと金額も上がって

くるということ、それからまた新品ではなく、設置した者のほうがというのも

ございます。

そういったところを総合的に判断したというふうなところでございます。

部材の名称等については、今現在ではちょっと、お答え出来かねることをお

許しいただければと思います。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 部材について分かりました。

私の主観ですけれども、そのような部材の関係ですが、例えば今回の部材は、

鉄鋼会社が製造した製品を事業所が調達して、それを現場に合わせて加工する

という認識なんです。

ですので、部材部品の製造ではないと思っているんですけれども、また一方

で、公共事業では、こういう部材については同等品以上を使用していいという

ことで、これ共通仕様書、特記仕様書には明確に記載されているところであり

ます。

そういうことではないということですよね。町長。宮崎の会社が、製造して

いる特殊な製品を使っている部分があるということですね。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） そういうふうに考えております。

部材を受注、受注というか入手して、それを加工して、それに合わせてつく

っているというふうに認識をしております。

間違いがあれば御指摘ください。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 製造と加工は違うと思うんです。ですから、加工はどこの

事業所でもできるんですよ。

製造は、今回ハウス建設を請け負っている福栄さん、ここの会社が製造した
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部品を使うというふうに町長が去年の９月からおっしゃってますんで、そうい

うことなんでしょうという確認です。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） はい、そういうふうに認識しております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） そこでなんですけれども、今担当者がいないということで

分かり得ないかもしれませんが、その製品は、特許製品なのかどうかというの

を今日聞きたかったんですけれども、分かれば教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 特許があるかないかのところまでは判断をしておりませ

んので、報告をさせていただければと思います。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） もうひとつなんですけれども、９月議会で回答いただけな

かった質問なんですけれども、今話が出てる部材、それと部材を施工するため

にかかる経費、これの部材プラス施工経費ですね。

これは、この工事の直接工事費の何割にあたるのかというのを９月にお伺い

したんですけれども、９月の時点では、まだ準備段階だから分からんというこ

とでしたけれども、今は執行しておりますんで、内容は分かると思うんです。

分からなければ、後でもいいんですけれども、お願いいたします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） はい、後でお願いします。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 町長に。今回は随意契約ということで、宮崎県の業者さん

と契約をしております。

町長が述べられる特殊性、いろいろありましたけれども、これを除けば、中

種子町内におられる土木、建築事業者、こういう方々も今回のハウス工事はで

きるという認識はございますか。お伺いいたします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 可能だとは思います。ただし、移設をしてくる部分とい

うのもございますので、そういった点では非常にやりにくい部分はあるのだろ

うなというふうには感じます。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 解体・移設、これは９月議論した件ですから、もういいん

ですけれども、今の町長の見解をいただいたところなんですが、地元の業者も

できるという結論ですよね。

私としてはですね、地元優先で、地元に発注して、真に特殊な部分があれば、

その会社から調達して使えばいいし、また技術的な部分も必要であれば、そこ

は部分的な下請、これもオーケーだと思っているんです。

そういうことも含めてですね、中種子町内の業者さんを育成するうえからも、

それから受注機会を高めていく、そういう意味からも、町内業者を今後はぜひ
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指名していただきたいというふうに思っているところです。

次にですね、今後の運用についてお伺いをいたします。今後の運用計画はど

のようになっていくのかということであります。

これについて町長にお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 今後の運用計画ということでございます。

町のほうで譲り受けた、譲り受けたと言ってもお金がかかってるから買い受

けたというふうな発言にかえさせていただきますが、町有財産というふうにな

ります。

その運用につきましては、育苗等、管理の実績、供給体制、そういったもの

が一連の中で整っている。先ほども話しております、ＪＡ種子屋久農業協同組

合さんと貸付契約を締結するという予定でいるところでございます。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） ＪＡと貸付契約をされるということですけれども、ＪＡと

は、具体的な貸付けに係る協議等々は済んでいるんですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） はい進めております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） ではＪＡとの協議の中で、具体的な運用、活用計画が、具

体的な部分が出てきているのであればお示しいただきたいと思います。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 中でどのようなものをつくっていくかということに関し

ては、まだ決定的なものではございませんが、それに応じた附属設備、そうい

ったものを検討する必要もあろうかと思いますので、そこら辺に関しては物が

でき上がり次第、また、その利用価値の高いところから検討されていくのだろ

うというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） 秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 附属部分を検討していくということでありましたけれども、

ハウス内の中の附属施設についても町がやっていくんですか。

お願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） これに関しては運用時点で、運用サイドがいろいろなも

のを考えて、いろんな施設、設備、整備していくというようなイメージを持っ

ておりますし、現状として我々、買い受けた、譲り受けたハウスの現状の状態

ということでございます。

中に例えば、ヒーターであったり、何かそういった給水施設であったりとい

うものは、運用サイドで検討していただくというような形になろうかと思いま

す。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。
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○３番（秋田澄德君） では運用サイドでやるということは、ＪＡが中の施設につ

いては設備していくという解釈でいいわけですよね。どうですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 要は、その施設に関して、町はお金は出すのか出さない

のかっていうことですよね。ということでよろしいでしょうか。

だから、町で箱物を作りました、それをお貸しします。あと中に関しては、

ＪＡさんのほうで御検討くださいということで御理解をいただければと思い

ます。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 了解いたしました。貸付けについてですけれども、貸付期

間を切っているのか、または期間を切らずに契約をしたときには、毎年の自動

更新、こういう契約方法になるのか。

そこを教えていただきたいのと、貸付料は、いくらになるのかというとこで

すね。そこまで、３つ教えてください。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） まだはっきりと決定をしたわけではございませんので、

物ができ上がり次第、協議を進めていくということでございまして、完成次第、

ＪＡと、来年度になろうかと思います。そこの契約を締結していこうというふ

うに考えております。

物自体は、やはり１、２年で壊れるようなものではないというふうに思って

おりますので、そこは長期の契約をＪＡのほうにはお願いをしていきたいとい

うふうに考えております。

ただし、賃貸借料に関しては、あまり過度にならないように、農業支援とい

う形も含めて検討していきたいというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 契約関係については、完成してから進めるということです

ね。

賃貸料については、できるだけ安くという意向ということです。分かりまし

た。

次に維持管理について、伺います。本体にかかる維持管理ですけれども、こ

れについては、持ち主は町ですね。ですから通常、建物とかは、通常持ち主が

行いますけれども、また何らかの起因で、補修であったり修繕とか、そういう

ものが発生したときは、町長まだ契約がこれからですけれども、どのようにお

考えでしょうか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 私の現時点での考えということでよろしければ、維持補

修等の経費を一括したその賃貸料の中に組み込んでいくべきだというふうに

考えております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 要するに賃貸料に後年の維持補修費、これも含めて載せて
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いくという、そういう賃貸の仕方をするという解釈でよろしいんでしょうか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 私の伝え方が下手なのか何か分かりませんが、妙な感じ

になっているんですけど、要は、建物を貸しますよと、あと維持補修は農協さ

んでお願いしますというお願いをしていきますというだけのことです。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） ゆっくり話しますね、本体は町の持ち物ですよ。本体に

かかる維持補修、これもＪＡさんにお貸しするので、ＪＡさんでやってくださ

いよとそういうふうになるんですか。はい、お願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 詳細の契約を現時点で私が言及するのはちょっとおかし

な話なのかもしれませんけども、例えば散水の設備であったり、いろんなもの

っていうのはＪＡさんにしていただきます。

もし仮に何かがぶち当たって硬質ビニールプラスチックが破けたとした場

合は、そこ張り替えというのは農協さんでお願いしますという契約をしようと

私は思っています。

それが例えば、カライモの育苗に使うものであれば、そのコストが育苗の苗

の金額になるべく影響を与えないようにするためにも、賃貸借料としてはそん

なに高くは取れませんよねっていう思いでいます。

ですので、契約というのは、そのような形で進められたらいいというふうに

私は考えております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） よく分かったようで分からんような感じですけども、次に

いかせていただきます。

このハウス設置についてですけれども、町の単独経費が昨年からですけれど

も、約 4,000 万円ほど投資されるということになりました。

ここでハウス自体はＪＡさんに貸し付けるわけですけども、それで生まれて

くる効果、これについて算定ができていれば教えてください。数字でなくても

結構です。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 数値的にはちょっと、私の知り得る範囲では、なかなか

説明出来ない部分がありますが、現実的にハウスがあった場所は、ＪＡさんが

解体工事をなされております。

それって解体した後はどうするのっていうことになってきますので、そのあ

と新たに同じようなビニールハウスを設置するんであれば、それで、ＪＡさん

が、設置ももうもったいないからやめますというようなことであれば、安納芋

だったりでん粉原料用のカンショであったり、いろんなものの育苗っていう施

設がなくなるということで、ちょうど前から何度も説明をしておりますが、１

月か２月の強風で、ハウスが崩壊したというようなところで、そこに設置をし

ましょうということでございます。
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そしてまた、町長は、話がうまいからと秋田議員は前のときも数回おっしゃ

ったんですけど、話がうまいではなくて、現実的に、そして聞いてなかったと

いう話もあったんですけど、その譲り受ける方が農業振興に役立ててください

ということで、譲り受けた、譲り受けたじゃなくて買ったんだというふうな声

もございましたが、そういったところで有効利用が図れるものというふうに考

えております。

また、ハウス自体の設備等についても農協さんも力を入れていただけるもの

というふうに考えておりますので、より効果的な育苗等が出来ていくというふ

うな判断を私としては今現状としてしているところです。

効果の数値としての表現が出来ないのは、お許しいただければと思います。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 効果という話を出しているんですけれども、事務方ではで

すね、予算を組むときに効果費用というのがありますから、そこでは、それぞ

れしっかりつくられてはいると思います、書かれてはいると思います。

そういう情報があれば町長も、その中で額面的なものも答えられたかもしれ

ませんけれども、今後有効利用していくということでありますけれども、もう

時間もないんですけどね、質問の最後です。

今の松原山に、このハウスが移転する前、松原山に移す前に、農業公社のハ

ウスが第１候補であったのではないかと思います。

農業公社の今の長谷のハウスの現状を見ますと、そうですね、もう支柱、骨

材、屋根パイプ、これはもう相当腐食が進んでおります。

作業員が転落をしたということも我々も聞いているんですけれども、見た限

りもう毎年の応急処置も手当も、もう限界に来てるんじゃないかというふうに

思うんですけれども、あのハウスが倒壊してしまえば、育苗は出来ない、米の

苗は出来ないということになるんですけどね。

でも、稲作農家の育苗要望には応えなければならないという公社の立ち位置

です。ですので、このハウスが壊れちゃったから、育苗を請け負えないから、

利用されてる農家に今さらハウスをつくって育苗してくださいよってのは、こ

れ言えませんよね。

ですから、何とか早い時期に向こうの対応もしていただきたいというふうに

思うんですけれども、町長は施政方針においては、対策を検討するというふう

に話しておりますけれども、できる限り、計画も上がってきてるとはちょっと

今日聞きましたけれども、早急の対応が必要じゃないかというふうに思うんで

すけれども、いかがでしょうか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） これは数年前からいろいろな協議を公社のほうの理事会、

評議員会でも検討しており、幹事会の中でも、そういった協議はしてきており

ます。

そういった中では、水稲育苗に関しては、まず水稲部会の皆さんの意向調査、

そういったものを農協さんのほうに考えてみてくれというところもお願いを
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しているところでございますし、また農協さんもどのようなイメージで水稲育

苗施設を考えているのかというところも含めながら早急に対応すべきものの

１つであるという認識は議員が考えること、また以前池山喜一郎議員のほうか

らも質問もあったところでございますので、水稲の育苗というものに関しては、

早急な検討、そしてまたその対策、措置が必要になってくるのだろうというふ

うに思っておりますし、もう既に協議は進めておりますし、計画、その主体が

どこの事業主体がどこになっていくのかというようなことまで含めて、１回原

点に立ち返って考えるべきものでもあるというふうに考えているところでご

ざいます。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） ＪＡのほうとの協議もできるだけ早く進めていただいてで

すね、早めの対応っていうのが求められていると思いますので、これはよろし

くお願いしたいと思っております。

次に令和６年度施政方針についてお伺いいたします。施政方針全般において

でありますけれども、町長が特に優先すべき施策、事業等についてであります

けれども、これについて答弁を求めます。

簡潔にお願いいたします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 施政方針の中で述べたもの等に対して、全般的に優先さ

れるべきものなどだろうというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） その中で特にというのを１つでよろしいですから挙げてい

ただければ。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 特にひとつと言われると、これも困るところでございま

すが、やはり当然、本町の基幹産業であります農林水産業、そういったところ

では今、議員から話が出たような育苗の問題であったりとか、様々な農林水産

業の分野においても再検討していったりとか、ベースをちょっとつくり変えて

いかないといけなかったりとか、就業、就労人口の問題、人手不足の問題、い

ろんな問題というのを全般的にやはり検討しながら、一歩でも前へ進めていく

必要性がある、特に力を入れていく部門の１つであるだろうというふうに考え

ております。

あともう１つ言わせてもらうと、やはり子育て支援であったり、高齢者の介

護支援、健康づくり、そういったところなのだろうというふうに考えています。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） そうですね、最後に出ました子育て支援、これについては、

やはり、この町の将来、それから大きく言えば日本の将来を担ってくれる方々

のことですので、しっかりやっていただきたいというふうに思うところです。

次に農林水産業の方針に関してでありますけれども、生産現場の現状を踏ま

えた施策、これについていくつか挙げられるものがあれば、挙げていただきた
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いというふうに思います。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） まず現状としては、肥料の高騰であったり、燃油の高騰

という中で、全産業にわたって非常に厳しい経営を強いられておるということ

は、もう皆様御承知のとおりかと思います。

そういった中で特に農林水産業に関しましては、サトウキビ、でん粉原料用

カンショ、また安納芋等、特にこの芋系に関しましては、基腐病の問題、そう

いったものもございます。

畜産においては、子牛の価格が昨日もセリがございましたが、中種子町は、

合計で 4,039 円の増というところで、前回比ですね。そういったところで、４

万円だったらすごく喜ぶんですけど、ほぼ横ばいというような状況の中で、飼

料が高騰しております。

そういった中で、やはりそういったところに対しての支援というのはまたデ

ータ、状況を見ながら対応していかないといけないというふうには考えており

ますが、国のほうにも強く要望しておりました、いわゆる畜産に関しましては、

国のほうも積極的に対応していただいております。

セリ価格、九州ブロックの平均価格を下回った場合の給付金、そういったも

のも令和５年の１月からは、より手厚くなってきておりますので、とにかくも

う町単独の予算でというのも、莫大な金額になっていきますので、我々は、そ

ういったところでは、国に対してその事業の継続、そしてまた、もう少し幅を

広げてもらうお願いを随時、お願いをしていきたいというふうに思いますし、

とりあえず令和５年度に改正があった分の幅が広がった分に関しても、お礼も

伝えながら、またしっかり、これ以上の手助けをいただけるようにお願いをし

ていきたいというふうに考えておりますし、全般的にはいろんな事業を起こし

ております。

予算委員会の中で御検討いただいた部分もあろうかと思いますが、どうして

も基腐病も含めたサトウキビ、でん粉原料用カンショ、安納芋、その他の作物

の基本である土づくり、これに関してやはり大変なのだろうと思います。

そしてまた、化学肥料を適度に施肥するということが基本なんだろうという

ふうに、農家の皆さんの話をお伺いしても、そのような話でございますが、い

かんせん、この地元でできる堆肥、でた堆肥というのは知り合いに配ったりと

か、いろんなことであるんですが、やはり量、ボリューム的にやっぱり鹿児島

から輸入してこないといけないというところで、この海上運賃をどうしても軽

減してもらうということを今、有人国境離島措置法に載っけられないか。もし

くは過疎法、新過疎法に載っけられないかということで、県の町村会並びに県

の離島振興協議会等にお願いをして、早急に対応してもらえるようなことが出

来ないかということでやっておりますので、ここら辺についても強い要望活動

をしっかり続けて、一刻も早く１円でも安い堆肥が、農家の皆さんが散布でき

るように、頑張っていく必要があると。

あと、事業で土壌改良の事業があって、これも秋田議員十分、その効果につ
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いては十分認識されていると思いますので、若干経費がかかるかもしれません

が、そういったものを国の補助事業もあります。

そういったところをどんどん活用していただいて、土をまずつくってもらう

ということも、農業の振興には役立つことではないかなというふうに考えてお

りますので、そういったところを全般的に私はしっかり頑張ってまいりたいと

いうふうに考えております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） 最後にありましたように、堆肥、土づくり、これ非常に大

事ですので、やはり各種事業を入れて取り込んでですね、やっていただきたい

というふうに思います。できる限り安価なものを求めて、やっていただきたい

と思っているんです。

この施政方針の中で、期待していたことが１つあるのですが、総合的なプロ

ジェクト、これについて町長もこれまで何度か述べてこられておりましたけれ

ども、この記述はなかったんですが、予算については、農業振興費の中に農業

プロジェクトチーム会議、これの報償費が 38 万４千円計上されておりました。

昨年末にチームを結成されて動いておられると思うんですけれども、これに

ついても非常に時間のかかる仕事かもしれませんけれども、やっていただきた

いというふうに思っているところです。

大変申し訳ないんですけど、11 分しかないので私のほうで、私の思いを町長

にちょっと伝えたいと思うことと、あと、問題提起と課題提起をさせていただ

きますので、お許しをいただきたいと思いますが、よろしいですかね。

プロジェクトについてですけれども、次世代に続く壮大な思考の中でやって

いただきたいというふうに思うところです。

現在、我々が住んでいる地球、これ実存する我々ですけれども、宇宙年で言

えば流れ星のようなものです。

我々この現生を、人生 100 年と言われますので、人生 100 年任せられている

だけのことで、農地などについても、この時間を地球から預かっているんだと

いう、このことだけではないかと思っているところです。

この町、この島、この日本国は、地球がある限り存在するというふうに思い

ます。また、そういうふうに思いたいところなんですけれども、将来に向けて、

今何をすべきなのか。大きなスケールが必要ではないかというふうに思ってお

ります。

地球のことを考えますと、ＳＤＧｓも含めて、今やることから、１世紀先ま

で思いを馳せていただきたいというふうに思うところであります。

先ほど町長がいろいろ畜産の関係とかもう述べましたけどね、安納いものこ

とも述べました。

農業の現場では高齢化の進行で離農後の継承者の不足、これによる遊休地の

増加が進んでおります。

生産意欲の拡大、これを目指す農家は、区画、それからアクセス、こういう
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条件がよい農地は借りてくれますけれども、逆に条件不利地、狭小な農地、こ

ういうところは、何とかしてはあげたいけれども、非効率で借りられないとい

うのが現状です。

しかし、ある人は、荒らすわけにはいかんからカライモでもつくろうかとい

う、そういう状況もあるわけです。

また、畜産現場においても飼料、資材高騰の影響を受けて、高齢、少頭農家

などの飼養廃業に拍車がかかっている。これが現状であります。

本町の農畜産業の持続性が失われてしまう。そういう待ったなしの状況に突

入してきたというふうに考えます。

今回のプロジェクト会議で、本町の農畜産業分野の存続を含め、農家の皆さ

んが胸に希望の持てる施策立案を期待しておりますので、どうかよろしくお願

いしたいと思います。

次に時間がありませんけれども、予算についてでありますけれども、これは

問題提起をさせていただきたいと思います。

でん粉原料用カンショについては、町長の説明の中では、作付面積の減少を

抑制するために、生産者支援の取り組みやでん粉工場との連携などによる取り

組みも進めるとこういうふうにあります。

これについては、先ほどありましたように、生産者の支援については土づく

り、育苗ハウスの資材等支援、バイオ苗の供給、こういうものがあって、メニ

ューがいっぱいあります。農家はとても助かっておりまして、ありがたいこと

であります。

一方、これが問題なんですけれども、サツマイモ生産に係る国の交付金、い

わゆる甘味資源作物交付金なんですが、これのつかさどる事業が品目別経営安

定対策事業、これであります。これに参加することをためらう高齢者が現在増

えつつあるという現象が起きております。

高齢であることを理由に作付面積を減じてきている農家、それから、もとも

と小規模であった農家、こういう方々でありますけれども、年金では生活も大

変だし、孫にお年玉をあげたいから、といってカライモをつくってきた農家で

あります。

令和元年以降、作付面積の要件で５反歩未満、いわゆるＢ－４農家でありま

すけれども、これについては制度の要件が見直されております。

見直し以前については、生産にかかる基幹作業、これが畝たてとか、つる払

いとか、あと収穫、もろもろありましたけれども、その３分の１を委託するこ

とでオーケーでしたけれども、見直し以降は、これが２分の１以上を委託しな

いと交付金がもらえないということになりました。

こういうことがあって、もう面倒くさいと。例えば、４反歩作ってた農家が、

２反歩分はなにがしの委託をしないといけないということになると、やはりそ

こには経費が出てくるわけです。

ですので、やはり、事業に参加することを拒む。しかし、作業機械はフル装

備しているわけですね、自分で仕事はできるわけです。ですけど、半分頼まな
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いかん。そういうジレンマがあって、やはりカライモ作りから撤退していって

いる。そういう実情がある。

しかし、何か救済措置があれば、手だてがあればつくりたいという思いはあ

るわけですので、これをどうかして問題解決をしていかないかんというふうに

思っているところです。

私もいくつか考えましたけれども、国の制度に反することは出来ませんので、

慎重に検討することが必要です。

ですので、これについても町は、まずはこういう事態が発生しているという

ことについて調査・検討を進めていただきたいというふうに思っているところ

です。

最後になりますけれども、これは園芸振興についてです。

園芸振興の問題提起ですけれども、園芸作物については予算面では、町長３

行しか書いてませんけども、もう少し書いてもらってもいいんですよね。令和

６年度からは、ブロッコリーも指定野菜となります。

国の補給金も受けられるようになりますので、そういうところからも、やは

り期待の持てるような町長の施政方針が欲しかったんじゃないかというふう

に思うんですが、レザーハウスの例を少し説明させていただきますけれども、

レザーについては、種子島全島で 400 万本出荷しておりますね。生産額は、１

億 1,600 万円。日本一の産地を形成しているところです。

中種子町に限って話しますけど、ハウスの老朽化が非常に進んでおります。

これについてレザーリーフファンに限らず、果樹類、菊類、それから各種施

設園芸、この全般でハウスの老朽化が進んでおりまして、受益者の方々はです

ね、出来ましたら何か事業はなかろうかという話の中でありますけれども。

これ結構レザーにしても 40 戸の農家がつくっておりますし、園芸振興会も

相当の数がおりますんで、単年度で片付く事業ではありませんので、中長期的

な取り組みとして、町、ＪＡ、受益者、この３者で事業の組立てが出来ないも

のか、ぜひ検討していただきたいと思います。

長々でしたけど、どうでしょうか。町長、一言お願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 品目によって、改善できるところは改善して、少しでも

農家の皆さんが営農を続けられるような環境をつくるというのはとても大事

なことだと思います。

その方向に向けて、努力していきたいというふうに考えます。

○議長（迫田秀三君） ３番、秋田澄德君。

○３番（秋田澄德君） よろしくお願いいたします。

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（迫田秀三君） ここでしばらく休憩します。

再開は、おおむね 13 時 15 分からといたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後00時00分
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再開 午後01時09分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

ここで町長から発言を求められていますので、これを許可いたします。

町長。

○町長（田渕川寿広君） 秋田議員のほうからあった御質問で後刻答弁をさせてい

ただくということでした分に関しての説明をさせていただきたいと思います。

硬プラハウスの部材等の関係についての御質問でございまして、この特許を

取っているかということでございますが、この部材等についての特許というの

はございません。

鉄鋼に関しては、日本製鉄がつくっている鉄鋼素材を使っているということ

で、この取扱いはこの業者が主であって、ほかで使っているところはあまりな

いというような話でございます。

それから、直接工事費に対するアルミ部材の比率というところでございます

が、直接工事費が 1,400 万円程度、うちアルミ部材が 270 万円程度ということ

でございまして、おおむね 15％前後の占める割合になっているところでござ

います。

アルミ部材に関しましては、その形状からして、その会社ごとに形状が違う

ようでございまして、これに関しては、今の建てたものに対して合う部材をつ

くっているのはこの業者ということのようで、以前つくった業者ということで、

その部材ということでございます。

なおかつ、今回のものに関しましては、アルミ部材に関しては、ほぼ再利用

可能であったということで伺っております。

以上でよろしかったかと思います。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 議事を続けます。

次は、池山朝生君に発言を許可いたします。

７番、池山朝生君。

〔７番 池山朝生君 登壇〕

○７番（池山朝生君） 令和６年第１回、最初の議会であります。

まちづくりの議論の場面では、激しい議論も必要であると考えております。

それだけ真剣であるということです。

現在進められている馬毛島基地整備建設は、国へ翻弄されるままであっては

ならない。町民生活が、決して脅かされることがあってはならないと常に思っ

ております。

そこで、この馬毛島基地整備建設について、もう１点。将来の中種子町づく

りについて、この質問を是々非々で町長と議論をしたいと思います。

早速です。通告の１点目、馬毛島基地整備建設に伴い、生活環境が大きく影

響を受けている。

まず、住宅問題、空き家住宅がない。家賃の高騰により生活が困窮している。
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また、地元の若い企業家が事業展開を考えているが、店舗を借りることが出

来ない。働き手に関しても、馬毛島関連にとられている実態、新光糖業も然り

大きな問題であります。先送りする問題であっては、決してならないと考えて

おります。喫緊の問題であります。

そこで町長に尋ねます。この現状をどのように受け止めているか。あとは質

問席から質問をいたします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 池山議員の質問についてお答えいたします。

住宅問題、空き家がないということにつきましては、議員おっしゃるとおり、

自衛隊馬毛島基地建設の影響で、空き家が不足しているということは承知して

いるところでございます。

現在、作業員用のコンテナハウスも町内にも建築をされておるようでござい

ます。

今後完成されれば解消される見込みなども全てとは言えませんが、出てくる

のではないかなというふうに思っているところです。

また、町の空き家バンクには６件の空き家が登録しております。令和５年度

中には１件の契約があったところです。

家賃につきましても、議員おっしゃるとおり一部高騰が見られますが、これ

につきましては、貸し手の希望というところもあるところでございまして、町

もそこに直接関与していくということは難しい部分があるのかなというふう

に考えているところでございます。

貸し手が家賃の値上げをする権利、これを認められているのは借地借家法と

いう法律において、大家が納める税金の負担が増大した場合であったり、経済

事情が変わった場合であったり、土地や建物の価値が上がった、近隣の相場よ

り安いの３つの理由などが発生した場合となるようでございます。

また、借り手側は家賃値上げを拒否したり、交渉することが可能でございま

す。いずれも話合いを持つことが大切になるようでございます。

町としてもそういったところに関しては、呼びかけをしていきたいというふ

うに考えているところです。

地元の若い起業家が事業展開を考えているが、店舗を借りることが出来ない

とのことでございますが、今のところ商工会、また旭町通り会などに問合せた

ところ、そのような相談は、今のところ入ってないというような話でございま

すが、議員がおっしゃるようなこともあろうかと思います。

役場の企画課であったり、商工会などでぜひ御相談いただけるよう御助言い

ただければと思います。

また、前回の議会で梶原議員の質問に答弁をさせていただいたところでござ

います。

旭町通りにつきましては、倉庫に活用していたり、自宅兼用の店舗であった

りと、借り手が希望するような物件がなかなか見つからないというのは事実、



-80-

また現状ではないかというふうに考えております。

町の空き店舗等活用整備事業費補助金もございますので、このような制度も

御検討いただければと思っております。

働き手不足につきましては、工事が着工して以来、本町の人口減少、高齢化

もあわせ、数年前からの懸案事項であったところでございます。

まずは農業のキビ収穫作業につきましても、ハーベスタの稼働台数は、前年

度より１台減の 55 台で稼働しており収穫面積は一応計画どおりに行っている

ということです。

農業公社では農業公社で借家を借り、必要最低限の生活用品を提供し、島外

からの作業員を確保して収穫作業に従事をさせているところです。

町の農業生産法人では、輸送会社にも委託出来ず困っており、５割増しの日

当で運転手を集め、自前でユニック車などをそろえたと新聞に掲載されており

ました。

新光糖業におきましては、季節従業員の不足により工場内の敷地内で稼働す

る車両系の免許取得経費を全額新光糖業が負担して、働き手不足を解消するた

め正職員、季節従業員がそういった資格を取得しているというような話を伺っ

ております。

以上のことから、企業努力も含めながら働き手不足を少なからず解消してい

るというようなところではないのかなというふうに考えておりますが、この働

き手不足というのは、この馬毛島問題に限らず、高齢化が進む今の種子島、中

種子町においては早急に対応、もしくはいろんな施策を打っていかないといけ

ない課題の１つであるというふうに考えております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 私は１番最初に聞いているのは、この現状をどのように捉

えているかということなんですが、今の町長の答弁は、そのまま言うと行政で

はなかなか難しい面があるというようなふうに今、そのように思っているんで

すが、行政としてやるべきことは何なのか。この質問にお願いします。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 馬毛島における自衛隊施設整備が本格的に始まってから、

町民の不安を解消するために国に対して必要な情報提供を求め、また鹿児島県

や１市２町との連絡会などで課題共有、情報共有を図ってきているところでご

ざいます。

今後も国に対しては町民の安心安全な生活環境を確保するための要望を行

い、必要な情報提供を求め、町民の皆様に正確な情報の提供を行っていくこと

をしっかり努めていきたいと考えております。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 最初で私が言った住宅問題、家がない、家賃が高騰してる、

店舗を借りるにも場所がない。これが現状なんですよ。異常なんですよ。今の

状態は。異常と言っていいくらいに異常なんです。
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そこで今、町長の答弁は、企業は努力をせないかん、企業努力が必要だと。

構造的なもので、私の理解は企業が努力をしたくても、なかなかもうその域

や限度を超しているんですね、現状が。この馬毛島問題は、２、３か月で解決

する問題ではないと。

なぜならば、作業員がここに来て作業をやる。馬毛島関連の作業をやる。４

年から５年。今遅れてますから、６年かかるかもしれません。その間、町民は、

苦しい生活を強いられる。そのようなことが決してあってはならないわけです。

そのためには、できることは何でもやって、町民の生活を守らなければなら

ない。行政の務め、責任であります。

答弁を聞くと、繰り返しになりますけども、民間でやれること、行政でやれ

ることというような、なかなか縛りがあると、もちろん法律もあります。

私はこのように考えております。この馬毛島基地がこのような異常な状態を

つくり出している中であるからこそ、国へしっかりと再編交付金の増額等々も

当然やるべきだと。

そして、この再編交付金を使っての対策、もちろん個人への利益の使い方と

いうことは出来ない縛りがあります。でも、町長、方法がないわけではないん

です。

私が、これ防衛省関係とか、いろんな資料の中で勉強会といいましょうか、

そういったこともやりました。言葉は使っていいのかどうかは分かりませんけ

ども、防衛省のほうが言うんだから、使ってもいいんでしょう。「たまつき」

という、そのような言葉を言いました。

これはどういうことかといいますと、町単独の経費で行うイベント、例えば、

農林漁業祭、よいら～いき等、地域活性化事業に再編交付金が充てられるわけ

です。であれば、これまでの単独経費をこの家賃高騰分に充て、再編交付金を

スライドさせてやる。こういうことで町民の生活を守る。

もちろん家賃の高騰分を充てるということには、いろんな公平性の問題等々

も出てくるやもしれません。

しかし、今のこの現状を見ると、特例措置も持って対応するぐらいの腹を持

ってかからないと町民は、このまま４、５年難儀をしたままでは駄目だと私は

思っております。

条例をつくって、私は対応すべきじゃないかなと、このようにも考えており

ますが、町長は、いかが考えていますか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 先ほど申し上げましたように作業員宿舎、こういったも

のが町内にも、西之表のほうにも特に、多数建設されているようでございます。

いつから入居可能になるのかという情報はまだ入っておりませんが、そうい

ったところが整ってきますと、やっぱ空き家も出てくるのではないかなと思い

ます。

確かにそういったところで、結婚はしたが家がない、結婚したいが家がない

という声も聞いたりします。
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そういったところを踏まえて、少しここら辺は状況を見ながらとはいえ、何

かをやるにしても、お金で補助をするというやり方がどの程度になるのか、ど

ういうふうにすればいいのか。そういったことも現実的には、通常の家賃で借

りてる人との差はどうするのか。また、どの程度の規模の家を借りるときはど

の程度なのか、そういったことも我々はしっかり検討しないといけないのだろ

うというふうに思います。

確かに町民の皆様に、極端に言うとそんなにたくさんではないと思います。

ただ、そこにはそういうふうにして不便を感じている方がいらっしゃるとい

うのも事実です。

ですので、我々としては空き家を改修して少しでも安くで入れるようなこと

も空き家に関しては、各校区地域、集落の皆さんに協力のお願いをして、そう

いったことも解消するというのも大事なんだろうなというふうに思いますの

で、改修費用については、町のほうでも助成をしておりますので、そういった

ところをにらみながら進めていきたいというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 重ねて聞きますよ。家賃高騰分に今言った、単独経費、イ

ベントで使う、そういったのを充当する考えはないかと私は聞いてる。

私はそうすべきだと言ってるんですが、町長はどのような見解か。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） はい、今のところは今即答で出来るとか出来ないとか言

える状況ではないのかなと思います。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 私は毎回、町長とこのように一般質問でやりとりをすると

きに、よく言うように、決めること、今やらなければいけないことは、スピー

ド感をもってやらなければいけないと、私はこういう考えです。これを検討す

るような悠長なことを言ってるようなことではないと、このように私は思って

るんです。

ですから、私の今の質問、町民が家賃高騰で困ってる。その分は、財源とし

てそのような財源が使えるんじゃないかと、使えるんだということであれば、

早速、所管のこれは企画課になるのかどうか分かりませんけども、そういった

ところにどういう案であるかと、検討してみるということを言うのが、リーダ

ーじゃないですか、町長じゃないですか。いかがですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 議員が今提言していただいたことに関しては、そういっ

たことも我々庁舎内で協議もしております。

結論が出ているというわけではないのですが、住居対策というものをやはり

真剣に考えて対応していかないといけないだろう。その方向性をしっかり見て

いかないといけないのだろうというところで協議はしております。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 質問の中で、ひとつひとつ町長の答えを引き出すっていう
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ことも、当然私の務めではあるんですが、なかなか時間もありまして、次の質

問もあるので、順次質問を続けていかなければいけないんですが、町長ね、こ

んな事例もありますよ。

増田に中之町かな、あそこに住んでいる子どもさんも数人いらっしゃる方が、

家賃が高騰して大家が言ってきて、もう増田に住めない、島外に出ていかなけ

ればいけない。こういった事例は私の聞くほどでは２、３例もう既にあります。

中種子町の家賃が、今どれぐらいか分かりますか。３万円、４万円してたの

は、７万円、10 万円余裕ですよ。

旭町の交差点の学校の中学校に行くところ、ここの一軒家なんて 15 万円で

すよ。最高は 20 万円。異常でしょう。こういった中で、何回も言うんですけ

ども４年、５年、この状況が続いてみなさいよ。

町長が、先ほど各校区の空き家を探して改修するとか、修繕するということ

なんでしょうけども、空き家がないんです。その空き家がないんですよ、現状

は。

コンテナが出来てくれば、作業員がそこに住んで、今のを借りてる馬毛関係

の作業員は、だんだん空き家も出てくるんじゃないかというような考えでしょ

うけども、それは何件かは出てくるでしょう。何件か出てくるかな。なかなか

厳しいと私は見てますよ。

今、これはあとのコンテナで触れるんですが、ドラモリの横につくってるコ

ンテナも 100 棟。次の質問で言いますけども、馬毛島にいくらつくられるか、

防衛省の報道では 6,000 人の作業員に対して、4,000 人、2,000 人と言われて

る。

馬毛島に 4,000 人、種子島島内に 2,000 人、これははっきり分からないとい

う話です。どうしてかと言いますと、今現在、馬毛島に住んでるのは、1,500

人、住める作業員は。そう聞いております。

であれば、その分だけの 3,000 人という計画でいたのが半分しかないってこ

となんですよ。その分は島内に、種子島に住まざるを得ないというこの事態も

起きているわけです。

ですから、私は、この現状は本当に異常だと何回も言いますが、思ってます

から。行政が本当に我々議会も町民を守るためにはしっかりと条例をもってや

るべきだと。

また、今言う家賃高騰分等においても、再編交付金、こういったのを使って

町民の生活を少しでも負担を軽減してやらなければいけないというように言

ってるわけですよ。

同じような質問になっていくんでしょうけども、次のこの仮設宿舎コンテナ

について質問いたします。

福島復興関連で、撤去されずに放置された状態の事例が多くあると聞いてお

ります。

そこで、町内設置においては、最終完全撤去を業者に約束をさせる契約担保

をとるべきと考えるが、町長の見解はいかがか。
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○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） そういう福島復興関連のお話、そういったところで大変

議員が心配をされておられるということかと思います。

作業員の仮設宿舎につきましては、既に完成した宿舎、建築中の宿舎がござ

いますが、宿舎は全て建築基準法に基づいて建築をされておるところでござい

ます。

仮に撤去せず放置されたままだと景観の問題、議員おっしゃるように景観の

問題であったり、管理不足による雑草などが生い茂り、また、周辺住民への人

が住まない空き家が、空いたコンテナハウスが多数乱立しているという状況、

これは悪影響が懸念されるという認識をしております。これは議員が今心配さ

れることと同じ認識であります。

この議員が危惧されていることについてでございますが、宿舎が建築されて

いる土地については、土地所有者と建築する民間業者で、賃貸借の契約を締結

しておるというふうに聞いております。

内容については、その期間、金額などが記載されているのではないかなと思

っております。

土地所有者、これは一個人であり、民と民の契約でございますので、民間同

士の契約に行政が入っていくというのはいかがなものかなというふうに考え

ておるところでございます。

防衛省に対しては、決して有効活用することなく放置することがないようし

てくださいという要請はし続けていこうと思っております。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） なかなかね、民民だからという、今町長の答弁ですが、こ

れはですね、今、コンテナハウスを設置するにおいては、背景には民間会社に

よる確認検査機関があって、この会社がコンテナの仮設申請を行っているわけ

です。

ですから、役所を通さず、行政を通さず、建築確認は、この民間会社がやる

ものですから、なかなか背景にそういったことがあるものですから、コンテナ

の数の把握がなかなか困難な状況である。

これね町長。今、自衛隊対策室長にも、建設課長にも聞きますが、こういっ

た把握は出来てますか、コンテナの数の。私が今言ってる、こういったことが

背景にあるからなかなか難しいでしょう。どうですか。ちょっと答弁させてく

ださい。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 対策室長に答弁させます。

○議長（迫田秀三君） 自衛隊対策室長。

○自衛隊対策室長（遠藤淳一郎君） はい、私の把握している限りでは、コンテナ

数の個数については、600 戸前後だと認識をしております。

以上です。

○議長（迫田秀三君） 町長。
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○町長（田渕川寿広君） 建設課長に答弁をさせます。

○議長（迫田秀三君） 建設課長。

○建設課長（黒木聡君） 建設課においては、ただいま申し上げました民間建築確

認機関のほうから来るのは、工事届という形で書類が上がって来ておりますが、

そちらについては所在地が載っているということで、それだけでございます。

戸数については把握しておりません。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） なかなかね把握が難しいでしょう。しかし、町民に、難し

いからこの情報が周知されない、分からないということはあってはならないわ

けです。

私が言いたいのは、しっかりと先ほどから町長も言ってましたが、情報の収

集、そうですねえ、施政方針の中にもありましたけども、情報の収集、それか

ら徹底、適切な情報を町民に伝える。このことを言っておられるわけですよ。

施政方針の中でも。

だけども現在、現実、この情報が本当に周知されているかというと、私は、

町民からいろんなことを聞かれるから、そういったところも、そうですね自衛

隊対策室の室長も含めて、行政、しっかりと受けではなく、率先して、こちら

から出ていって、しっかりと情報を収集して、町民に伝える、このことを努め

てやってもらいたいとこのように思います。

町長いかがですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 大変申し訳ないんですが、非公式な情報というところで

しか、現状は申し述べにくいところがあります。

それは建築を、例えば 100 戸建設予定であったにもかかわらず、50 戸で終

わってしまうとかいう可能性もあるというような話を今、情報としては仕入れ

ておりまして、計画としては今、伏之前、旧空港跡地に出来ている 350 戸とい

うのはもう間違いないところですが、そのほかに 100 戸、100 戸、プラス一戸

建てではなくて通常の建設現場等で、いわゆる飯場というような扱い方をする

事務所も併設したような建物っていうのが出来てそこに 50 ぐらいというよう

なふうに、これはもう全くの非公式で、それは正確なデータではないんですが、

おおむねそれに近い数字から増減するのだろうではないかなというふうに、私

としては聞き伝えております。

最終的にしっかりした、その建屋が出来たときで数の把握ということをせざ

るを得ないのかなというふうに思っているところです。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 当然、不確実な情報を町民にやるということはあってはな

らないわけで、私が言わんとするのは、これは防衛省、防衛省は各ゼネコンで

すね、建設に携わってるゼネコン、あそこの旧空港跡地に何社か書かれてあり

ますけども、共同企業体で、この企業はしっかりと把握出来てるわけです。ど

うしてかというと、いくらつくってくれ、コンテナハウスの会社もこういった
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ところに来てるんですよ。そこを割当てしてるんですよ。

ですから、行政として、そういったところにしっかりと出て、出てっていう

か、そこら付近のところパイプをつくって、パイプっていう言葉が当てはまる

のか分かりませんけども、そういった情報をしっかり収集して、町民に知らせ

てもらいたい。このことはしっかりとやってもらいたいと思います。

それでは、最後の質問になりますが、この馬毛島バブル後の地域経済につい

て、令和６年度の施政方針において、中種子町の将来の展望が私は何も見えて

こない。やれることは今から仕掛けておくべきであると考えるが、どのような

考えがあるか。

私は通告文には、例えば、自主財源確保のための企業版ふるさと納税の事業

などと書いておりますが、町長の考えはいかが。

馬毛島経済バブル後の地域経済についてどのようなやり方、何かを仕掛けて

いかなければいけないと私は今質問してるんですが、町長の考えはいかがか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） この馬毛島バブルというのは、架空の経済の発展した状

況をバブルと言うんですが、池山議員の話、御質問等の総括するとやはり町民

が迷惑をこうむっているというようなところなのだろうなというふうに考え

ているところです。

将来展望が何も見えてこないというようなことでございましたが、確かに施

政方針、詳しく、先ほどちょっと、秋田議員のときにも若干説明させてもらい

ましたが、全部しゃべってしまうと、もう丸１日、極端に言うとかかるので端

折って書かざるを得ない部分があるということは、御理解いただければと思い

ます。

その中で、馬毛島の工事等が終わった後、町はどのようなふうに、経済を含

め、進めていくという考え、そういった考えがあるのかという御質問でござい

ます。

その中で特に、自主財源確保のための、ふるさと納税の企業版などはどうか

ということでございまして、ふるさと納税企業版についてちょっと後もってお

話をさせていただきますが、この馬毛が始まる前にもいろんな場所にアクショ

ンを打って、確かにおっしゃるような宿の問題とかいろんな問題がございまし

たので、私どもの町では、スポーツ合宿、これに力を入れております。グリー

ンツーリズムにも力を入れております。

そういったところで、どうしても、ここに今、中種子町にあるホテルとはブ

ッキングしない形でのホテル建設なども各企業を回ったときにお願いもして

きたところでございますが、なかなかその馬毛島の勢い、工事に乗ってくる人

の流れというのを皆さんがしっかり理解出来なかったのかも分かりませんが、

なかなか進まず、現状に至っては、あのとき町長が言ったときにつくっておけ

ばよかったなあというような企業さんも１、２社いらっしゃいます。

そういったところで、我々としても、人の流動っていうのは、大まかにある

だろう。そしてまた、南種子のロケット基地のＨ３ロケットが成功しました。



-87-

これが、打ち上げの回数が年間マックスで８基程度は打ち上げ可能であると

いうふうに伺っております。これに関しましても、宿泊場所が足りないという

現状は否めないところでございます。

そういったところで、宿泊施設の誘致というのも、また引き続き行っていき

たいと思います。

また、その中でツーリスト等をめぐり、そういったのをする中でやはり本町

の文化施設であったり、体育施設を使ったツーリズムっていうのは、非常に興

味深いものがあるというふうにおっしゃっています。

ただ宿泊する場所がないというところで、ここは力を入れてやっていくべき

ものだなというふうに考えております。

また議員がおっしゃるような企業版ふるさと納税、これは地方創生応援税制

といいまして、地方公共団体の地方創生の取り組みに対し、企業が寄附を行っ

た場合に法人関係税から税額控除する制度でございますが、企業側のメリット、

これは税額控除のほか、企業としての社会貢献ＰＲ、地方公共団体との新たな

パートナーシップの構築、地域資源などを生かした新事業展開などと言われて

おるところです。

この制度は、地方公共団体が取り組みたい事業に企業が賛同する必要があり

ます。その経費に関して寄附をいただくもので、一般財源となるものではない

というふうに考えておりますが、これも町の振興に向けては、とても大事な要

素なのだろうというふうに思います。

また、先般、行政報告でお話をさせていただいた立地協定を結んだ企業など

や出郷者が経営している会社等、そういったところにも、そういった町の発展

に向けた協力体制を築けないかというお願いを続けていきたいというふうに

考えております。

また、企業版ふるさと納税をマッチングサポートしている業者などもあるよ

うでございますので、その活用も視野に入れていきたいと思います。

また、自主財源という観点からは今、各公共施設のネーミングライツの検討、

これを当町にゆかりのある企業などへもお願いをしてきているところでござ

います。

たくさんのネーミングライツで、たくさんのお金がもらえるというわけでは

ないかもしれませんが、そういったところで企業間と本町の少しでも自主財源

の確保に向けて、そういったところが続けていければというふうに考えており

ます。

議員おっしゃるように基地工事終了後というのは、一気にしぼむイメージと

いうのは、私も一緒でございますので、この取り組みというのは、今から精力

的に行っていかないといけない部分であると思います。

また、議員の皆様からも企業さん、そういったところからのふるさと納税企

業版等に関しての提案などもございましたら、ぜひとも御指南いただければと

いうふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。
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○７番（池山朝生君） 今町長が企業版ふるさと納税の仕組みというところをちょ

っと触れましたがね、令和４年度の寄附額は、340 億円、正確に 341 億円、件

数では 8,390 件あるんですよ。

341 億円、8,390 件で１番の企業メリットというのは、社会貢献としてのＰ

Ｒ、まさしく今の流行りのＳＤＧｓですか。それと地方自治体とこの企業が一

緒になるパートナーシップ、この構築、それから地域資源を生かした新しい事

業の展開、これなんです。

ロケットの我々の島、三菱があります。いろんな一流企業があるんです。こ

ういったところと、まさしくこれをやると、財源が生まれてきます。あとはプ

レゼンの仕方ですよ。

この仕組みは、仮に例えば１億円、中種子町に寄附をしたとします、最大９

割が税制措置をとってくれるんですよ。法人税の。１億円の９割ということは

9,000 万円ですよ。企業の手出しは 1,000 万円で済むわけです。1,000 万のお

金で１億の社会貢献ができるという制度です。これを使わない手はないですよ。

これまでいろんな議員の質問の中でも、まず町長の答弁は、財源がない、財

源が伴うんだと、財源、財源という。では、財源を取り込む仕組みをやってき

たかとこれまで。こんな制度があるにもかかわらず、私から言わせると、手を

こまねいて何もやってない。

この制度であっても、今年、令和６年、これまでの５年間の延長があって、

６年で切れるんです。また再度延長あるか分かりません。これはね、願っても

叶ってもない。

我々種子島においては、この企業版ふるさと納税ってのは、ありがたい材料

があるということですよ。

ここにも施政方針の中に町長のＳＤＧｓ、ゼロカーボンシティー、こういっ

たテーマでもいいんです。いいんですという言い方はなんですが、こういった

ところで自主財源の確保、341 億円ですよ。これを手をこまねいて仕掛けない

手はないと私は思います。

それから、この企業版ふるさと納税には、人材派遣型ということもあるんで

すね。

要するに企業で培ったノウハウ、この専門知識を行政に対して、地方自治体

に対して、このノウハウを提供できる人のつながりもできる。

先ほどふるさと納税の中で専門の配置をしなさいと、１人しかいないという

ことで答弁がありましたけども、そっちに持っていける。いろんなことができ

る。

私が１番思うこと、今言ったように、仕掛けてない。中種子町の将来の展望

が見えないというのはそこなんです。

馬毛島が５年後には、私はバブルが崩壊するというような言い方をしてます

けれども、大きな穴があきますよ。

地域経済を衰退させることなく、継続維持していくためには、絶対何かを仕

掛けてないといけない。そのための１番の財源ですから、企業版ふるさと納税。
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町長もう１回聞くがいかがですか。仕掛ける。そういうことを私は、言って

るんだが、町長の考えの中では、展望が見えないといったのは、この施政方針

の中、あまりにも多過ぎるんです、やることが。こんだけやったらスーパーマ

ンですよ、スーパーマン。こんだけ書かれてる。

では何と何を、先ほどの秋田議員からもありましたけども、優先で考えてる

んだと。町長の答弁は、優先すべきものを優先するんだと。なんか答弁になっ

てない。何か分からなかったけども、ではこれをやるんだ、これをやるんだと。

本当３つぐらい決めて、まちづくりに向けてやらなければ、中種子町は大変で

すよ。いかがですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 何もやってないということでございますが、やってます。

結果はなかなか出にくい要素があると思います。

また、我々の町にあるものというのは、ほかの町にはないものがたくさんご

ざいます。そこを丁寧に丁寧に説明をしながら、企業さんと連携がとれないか

ということもやっております。

そして、また年度明け、令和６年度入ってすぐこの自治体のＤＸ化も含めた

中で、ふるさと納税等も含めたフェローと提携しながらやっていくつもりでお

ります。

その他民間企業さん、出郷者の会、いろんなところで、これまでもそういっ

た形で話をしてきておりますし、少しずつ少しずつ前に動いている部分もあり

ます。

そういったところでは、なるべく町の予算を持ち出さずにということになり

ますので、わざわざ出向いてということもたまにはあるんですが、いろいろ出

張の際であったり、そういったときに、そういったところを訪問させていただ

いて、本町のいろんな現状、そしてまた地域の活性化につながること、ものに

対してＰＲをしてきているところでございます。

プレゼン的に自分は、先ほど来自分の説明がいまいちうまくなくて、議員の

皆さんからもう１回質問され直すことがあったんですけども、そこも含めまし

て、議員おっしゃるような専門家の助けももらうこともとても大事だと思いま

すので、そういったところは、積極的に活用していければと思っております。

○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 町長。中種子町が主催して、西之表が主催して、皆さん種

子島シンポジウム 2024～育てよう未来のタネ～これね私も、同僚議員も何名

か参加しておりましたけども、今月の２日に、西之表市の市民会館であったん

ですが、こういう関係する企業がいろいろ活動してるんです。

活動というか、その中で私が思ったのは、もっともっと行政、自治体が、こ

の企業と関わり合う、この環境をもっとつくっていかなければいけない、その

ように感じました。

私もシンポジウムに行って、こんなこと種子島でやってるんだと反省もしな

がら、反省というかね、ここなんですよ。
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ですから、私は思うに、やはりこういった自主財源を使って、もって財源の

確保、自主財源の確保をやる。

馬毛島バブルは、今言うように５年後は終わりますよ。町長。その中で学校

跡地の例えば、例えばというより学校跡地の活用、校舎の活用、これは観光客

用の宿泊施設、それからロケット打ち上げ時の宿泊施設、また、災害時の避難

所としての活用、道の駅構想もしかりですよ。

これを言うと財源がないという、財源はつくればあるんですよ。つくらない

から、ない。ないと言ってるだけで私からいうと。ですから、このような事業

をやることは、費用対効果が十二分にあると私は考えるが、町長いかがか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） この宿泊施設等に関しては、先ほど申し上げましたよう

に、これまでも取り組んできておりますし、これまでも企業版ふるさと納税等

を活用したもしくは、本町へそういう思いを持ってくださる方との協議は今も

進めておるところでございますし、その他のことにつきましても、しっかり対

応しておるところでございます。

そして今、シンポジウムのお話がございましたが、行政報告でも説明をさせ

ていただきましたように、企業さんとの連携協定を結んでおります。これも、

かれこれ８年ぐらい協議を進めてきております。

途中ではその協議から南種子が抜け、南種子独自でやるんだというようなこ

とでやっていくということで、西之表と中種子が、その資料にもあるように共

同主催ということになってると思います。

これは東大を中心として、東大の菊池教授、当初は准教授でした。ただし、

途中で彼と討論する中で我々は実装が欲しいと、机上の空論だけでは我々はた

だ踊らされてるだけだと。実際そのＳＤＧｓに向けた取り組みっていうのは、

我が町は協力体制を築けるのにもかかわらず、もう少し早めの実装をお願い出

来ないかというようなことで、このたびやっとそういう協定が結べて実装出来

ていくんだろうなというふうに期待をしているところです。

本町の魅力というものが、町民の皆さんもそうかもしれません。確かに、南

種子のロケット基地、西之表の港町、そういったことを考え、種子島家の膝元

の西之表というところでは、何もない中種子というような人もいらっしゃいま

すが、中種子にはいろんなスポーツ施設があり、そういう農業関係で振興して

頑張ってる場所があり、いろんないいものがたくさんあるわけです。これを観

光の材料として使えないかということで、ツーリスト方面にもいろいろなお願

いをし、やっているところです。

議員おっしゃるように、宿泊施設の問題にしても、そういった企業さんとも

やはりしっかり連携をとってやっていく必要性はあるのだろうなというふう

に考えておりますし、これは町長が何を考えているのか分からないということ

ではなくてしっかり結論、結果が出てるわけではないので、今この場でたくさ

んのことは言えませんが、各方面に向け頑張って営業活動といいますか、して

いるところでございますので、御理解をいただければと思います。
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○議長（迫田秀三君） ７番、池山朝生君。

○７番（池山朝生君） 今８年ぐらいかけて、こうだということは、私も知りませ

んでした。

そういう将来の中種子町づくりは、10 年後 20 年後をにらんで、当然やるべ

きですよね。それをやってると。やらなければいけないと考えております。

最後に、１点目の質問から通して、生活に困窮してる、こういう家賃の高騰、

家がない。この対策には、再編交付金を充当してもらいたい。

そのための財源として、今、単独経費で使っている、こういうイベントに使

ってるものを、その財源で一般財源とあえて言うならばそれを使って、スライ

ドさせるのは、再編交付金から、。そのようなことを考えていただきたい。

次に、コンテナハウスに関しては、しっかりと情報収集をやってもらって、

ここにある適切な情報発信を町民にしてもらいたい。決して受けであってはな

らないと、率先してやってもらいたい。

また、場合によっては条例の制定も視野に入れて考えてもらいたい。もちろ

んこれは、条例は議会からでもできるんです、町民からでもできるんですよ。

行政からもできるし、３つあります。

我々も議員の皆さんと話もしながら、議論をしながら、条例制定も視野に入

れて、今後も考えていこうと思っております。

そして最後になりますが、そうですね、町長あんまり、無策という言葉は言

ったらなんですが、やはり無策であったら、本当中種子町は沈みます。やれる

こと、やらなければいけないこと、今仕掛けておかなければいけないこと、あ

と 10 年後 20 年後、将来の中種子町の子どもたちのために、しっかりと取り組

んでもらいたいと思います。

これで質問を終わります。

○議長（迫田秀三君） ここでしばらく休憩します。再開をおおむね 14 時 15 分か

らといたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後02時03分

再開 午後02時11分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。

次は、戸田和代さんに発言を許可いたします。

10 番、戸田和代さん。

〔10 番 戸田和代さん 登壇〕

○10 番（戸田和代さん） それでは、議長の許可を得ましたので、先に通告してお

きました私の質問に入ります。

まずは、キビの刈取りはあと１か月足らずで追い込みに入っております。水

稲の植付けは、専ら最中でございます。

卒業、進学、就職、教職員の異動、そして入学、いろんな別れがあったりド

ラマが生まれる時期になってきております。慌ただしい日々が流れています。
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行政においても、６年度に向けての準備、大変な時期に入っているところであ

ります。

昨日からは、種子島市場で子牛のせりが行われました。新聞等々で見ますと、

ちょっとだけ子牛の価格が上がってきたかなと喜んでいたところ、本当に横ば

いでありました。メスで 40 万５千円、去勢で 55 万円、平均で 48 万８千円で

取引がなされ、まだまだぐっと我慢のところだと農家は頑張っているところで

ございます。

それでは先に通告しておきました、健康寿命を延ばすためにラジオ体操を防

災無線で流す取り組みを早急にということで、平成 29 年３月定例会、令和４

年１回定例会において、ラジオ体操の件について一般質問をしているが、どの

ような検討がなされたのか問います。

あとは質問席で行います。

○議長（迫田秀三君） 町長。

〔町長 田渕川寿広君 登壇〕

○町長（田渕川寿広君） 戸田議員の質問についてお答えいたします。

検討内容についての御質問でございますが、夏休み期間中にラジオ体操を防

災行政無線で流すことについては、議会や校区、学校などの各関係機関の皆さ

んで構成する中種子町青少年健全育成全体協議会において、複数年にわたる議

論を重ねた結果、放送を実施しないことと結論が出されたこと。これは既に答

弁しているとおりでございます。

そのあとの全体協議会におきましても、各地域からも意見や要望など出てお

りませんので、現時点においても防災行政無線での放送は実施していないとこ

ろでございます。

○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） 以前にも迫田議長が質問をしております。今町長が答弁

されたように、18 年に夏休み期間中の防災無線でのラジオ体操は実施しない

ことに結論が出ていますということは、答弁の中で出ております。

このときの青少年健全育成協議会が、もう少し私は真剣に協議すべきだった

んじゃないかなと思います。

夏休みだからやってほしいという保護者もたくさんいました。夏休みになる

と約 40 日ぐらいの休みに入って、家庭での生活習慣が乱れて、２学期に入っ

てからの生活習慣を取り戻すのに、先生方はすごく苦労されているということ

も耳にしております。

15 年８月に苦情をいただいてということですけど、それからもう 20 年もな

っております。それをいつまで引き続くのかなあと私は思います。

これが青少年健全育成ばかりではなくて、夏休み期間は朝でいいと思います。

それで昼間、10 時とか、15 時とか、そういう時間を持って、町内に流す。ラ

ジオ体操の第１は、３分 15 秒ですよ。たったの３分 15 秒。フレーズで 13 あ

ります。

それで 15 年のときの町民からの苦情というのは、町民の大人の苦情だった
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と思います。子どもたちは、そんなこと言わないと思います。大人の苦情でラ

ジオ体操をなくすとか、やらないとかということを、私はあってはならないと

思いますよ。

子どもたちは、今、そういう生活習慣が乱れると、朝起きられない。朝にな

ると頭が痛い。学校に行けない。そういう子どもたちが出てきております。そ

ういう子どもたちの観点からも私は、夏休み期間中は、朝はラジオ体操を流し

て、そしてそれが終わると 10 時とか 15 時にラジオ体操を流す、これは１つも

悪いことじゃないと思います。

どうですか、町長。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 夏休み期間中に防災無線でラジオ体操を流さないから、

ラジオ体操をしてないではないのだろうと思います。

自分の家の前では、夏休み期間中は子どもたちは来てラジオ体操しています。

それが、校区ごとによって違うのかどうなのか分かりませんが、それが夏休み

期間中の生活リズムが乱れるということは、ちょっと当たらないのかなという

ふうに思うところでございます。

夏休み期間中は、ＰＴＡの皆さんがラジオ持ってきたり、車の中のラジオを

流したりして、ラジオ体操で流れるあの時間帯で、ラジオ体操を行っていると

いうふうに私は認識しておるところでございます。

○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） 大きい字のところは、そうしていらっしゃるかもしれま

せん。でも小さい字になってきますと、子どもたちが少なくなってきて、ＰＴ

Ａ会員も少なくなってきております。そうした中で、なかなかみんなで取り組

むということが難しくなってきているんですよ。

そういうところでですね、その場所に行かなくても、おうちの中で体操が流

れるとやるわけですから、そういうところもやっぱり考えてほしいですよ。小

さい字の子どもたちのことを、どうですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） すみません、そういうふうに行っている学校区と行って

いない学校区の把握をまずしたいと思います。

そして、行っていないところの学校区におきましては、集落放送とかで流す

ことが可能であれば流していただければ、議員のおっしゃる部分に関しては対

応できるのではないかなというふうに思いますので、また新区長さん、新集落

長さん、行政連絡員がまた新たに決まると思いますので、その中でそういう希

望があるところ、コンセンサスが得られるところにあっては、そういったこと

も、議員のほうから御提案があったということをお伝えしたいと思います。

○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） なぜこういう時間に設定されたラジオ体操、ラジオ体操

というと６時半頃、夏休みはいつも鳴ってました。

子どもたちは、今から社会に出ていかなければいけません。日本の中種子町
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を背負ったり、日本を背負ったりしていく。

基本的なところですから、ちゃんと時間には起きて、することをして、また

夏休みになれば宿題をしたり、寝たりできるわけですけど、そういう基本的な

ことが出来ないから、朝起きられないとか、頭が痛いとか、学校に行けないと

かという子どもたちが出てくるんですよ。

ですから、常に私は周りの子どもたちにも朝６時半には起きて、御飯を食べ

て学校に行くことは、あなたたちが、社会に出て立ち向かっていく基本的な訓

練だからねって私はいつも自分たちの孫とか、そういう町の子どもたちに言っ

てあります。

ですから、頑張って、朝はみんな来てよ。でも、朝起きて、御飯を食べて、

学校に行って、勉強してっていう繰り返しをしないと、社会に立ち向かうこと

は出来ないんだからというと、もう常に私は繰り返し、繰り返し、周りの子ど

もたちに頑張ってね。きついけど頑張るんだよということを言うわけです。

ですから夏休みは、そういう集落で流すとか、校区で流すとかということを

やっていただけたら、それでいいのかなと思いますけど、あとは町長が述べら

れていました施政方針の中で、少子高齢化が急速に進む中で、若い世代から高

齢者まで、健康に留意し、働ける年齢を伸ばすことが持続可能な本町の発展に

つながると述べていますし、本町にとっても働ける年齢を伸ばすということは、

どの分野においても、大きな課題でございます。

人材不足、先ほどから同僚議員が述べていますけど、どの分野においても、

人材不足です。

この前私は 80 歳になる女性の方と会いました。今もヘルパーを頑張ってま

すかって言ったら、戸田さん頑張ってるよ。82 歳でも頑張ってる。82 歳が同

じ年齢の人もヘルパーで頑張っているんだよって言って、ありがたいのか、ど

うなのかも自分でも自問自答しました。そういう年齢です。

ですから、今、元気高齢者は、ゲートボールに行ったり、グラウンドゴルフ

に行ったり、そしてまたはサロンに行ったり、頑張ってやっております。

でも、そこまで行けない方がいらっしゃいます。家で、ラジオ体操を流した

ら、家の中で、どこででも畑でもどこでもラジオ体操は出来ます。

ちなみに南種子町は流れています。15 時、ちゃんと流れます。防災無線で。

私は確認に行きました。本当に流れてる。戸田さん。いつでもどこでも、何を

していても、これが流れれば、もう板についてラジオ体操するとおっしゃって、

それは笑顔でおっしゃっていました。

ですから、ほかの町ができるわけだから、中種子町に出来ないわけがないと

思いますが、町長どうですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 南種子は南種子の考え方があろうかと思いますが、現状

としては、防災無線で 10 時とか 15 時に流すというふうには考えておりませ

ん。

○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。
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○10 番（戸田和代さん） どうして流せないんですか。いいですか町長、これは悪

いことじゃないですよ。すごく健康に１番いいこと。保険料も減ると思います。

介護保険も。ならないための訓練ですから。どうですか、町長。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） ラジオ体操というのは、きっちりやると本当に大汗をか

く運動だというふうに思っています。

ラジオ体操は議員の御発言を伺いますと、万病予防という考え方かと思いま

す。健康寿命を延ばすという観点から、それは確かに効果的なものの１つでは

あるのだろうというふうには思います。イコール防災無線で流すに直結するか

というと、そうでない部分もあろうかと思います。

それはなぜかというと、防災無線というシステム自体がどういうものなのか

っていうことを考えたときに、当然、行政連絡とかでも使っています。

でも、あまり長いと、実際大事な本当に緊急防災に必要なときにもううるさ

いからとボリュームを下げるだけでしたら、緊急の場合は、音が出るんですけ

ども、コンセントを抜いて電池が入ってない、電池の入ってない家って結構今

もあって、停電すると鳴らなくなったって持ってくる人がいて、いや電池を入

れてくださいとそういうようなお願いをしている状況で、コンセントを抜くと、

実際、防災無線が全く聞こえなくなるということもあります。

そういったところで、やはり短時間で適切な情報発信をしていかないといけ

ないという観点から、防災無線で流すことは、それはもう健康づくりという観

点からすごくいいことだと思うんですが、防災行政無線ということに対しての

扱い方っていうのが、やっぱり違ってくるものもあるのだろうというふうに考

えるというところです。

だから、戸田議員のおっしゃる健康づくりにラジオ体操が非常に効果的だと

いうことは私も同じ思いです。それは否定するわけでもないし、そういったこ

とは大事なことなんだろうというふうに思います。

ですので、防災行政無線でラジオ体操を流すことにストレスを感じる人はど

の程度いるのか、そういったところも考えましたときに、防災行政無線の本質

的な使い方っていうところをやはり我々は、しっかり考えていくべきものなど

だろうというふうに考えています。

なので、１回言うたけど聞こえなかったから、繰り返して言うてくれればよ

かったのにとかいうようなこともありますが、なるべく１回で、なおかつ今の

がわかんなかったという場合は、防災行政無線で流したものがホームページに

出てきてるっていう対策までとって、もし高齢者の方でホームページ見れない

っていう方で聞き逃したっていう時には誰かに聞いてみてもらうとか、そうい

った処置をとってもらうしかないよねっていう話なんですが、防災無線、命に

関わる機器、そういったときにその防災無線自体が効果的に使われないことを

危惧する一面もあるということを御理解いただければと思います。

議員の言うラジオ体操が健康に役立つということは、私もそれは賛同させて

いただきます。
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○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） 防災無線で、朝市が行われますとか、コアのほうで朝市

が行われますとかいうのは関係ないんですか。あれは。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 短時間で放送が終わるものかと思います。繰り返しては

いないと思います。

それとあと、今度は防災行政無線の操作卓も新たなものに変わります。

ここにおいては、これまで今議員がおっしゃったような防災行政無線の使い

方、これももう少し精査していかないといけない要素もあるのだろうというふ

うに思います。

ここら辺は行政連絡員の皆様方とも協議をしながら、必要なもの、必要でな

いもの、そういったものっていうのをしっかり防災行政無線の本質というのを

決して見失わないようにやっていく必要性はあるのだろうというふうに考え

ていますので、今ちょっと時期が違うのかな、今議員が、もう早急に防災無線

で流してくれっていう要望だと思うんですが、ちょっとまたそこは精査して納

得のいく答弁ができるような回答を私も求めていきたいというふうに思いま

す。あくまでも流したくないではないです。

ただ防災行政無線の本質っていうものが何なのかということを言ったとき

に、今議員がおっしゃったように何でしたっけ、これの放送とは違うのかって

いう、そこも我々精査していかないといけないところになっていくんだろうな

というふうに思います。よろしくどうぞ。

○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） 防災無線の仕組みですか、そういうところを精査しない

といけないっていうわけなんですけど、私は自分が増田だから言うわけじゃな

いんですけど、この増田小学校がですね、ラジオ体操日本一に平成 27 年第２

回、ラジオ体操が始まってから第２回目です。令和３年第８回、令和５年第 10

回、昨年です。３回、日本一に輝いております。

私もこの体操を何度も何度も拝見しました。本当にすばらしいラジオ体操が

出来ております。10 年間、先生も次から次に異動で変わりますよ。

でも、その変わるたびに、生徒さんたちは１年生から６年生、５、６年生の

先輩の体操の仕方を見たり、教えてもらって、伝統的にずっとつないで今、10

年が来ております。

その中には、日頃体操を指導される先生も来て、指導されているわけですけ

ど、これ、チームプレーですからね、１人じゃないんです。６人、７人で足の

先から手の先までもうぴしっと伸ばすところは伸ばす、かがむのところはかが

むというところで、すばらしい体操が出来ております。

これは毎日の練習で、つかんだ宝物です。私に言いかえれば、中種子町の宝

物です。３回も輝いていますから、こういう宝物をですね、自分たちの行政の

中で、なぜ生かせないのかなっていうのが。

私は、このぴしゃっとやれとは言いませんよ。ベッドの上でもできる。少し
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でもこうして手を曲げたり、足伸ばしたりできる。ラジオ体操の曲がなれば、

人間って自然に伸ばしたり、曲げたりできるわけですから、こういうことをぜ

ひぜひ、南種子は南種子の考えがあると町長は言いましたけど、いいことは真

似してもいいと思います。

すみませんけど、南種子の方はすごく喜んでましたよ。この曲が流れれば、

もうお茶を飲んでる時間だから、ちょっとお茶飲みもやめて、もう自分のフレ

ーズで頑張って、３分 15 秒すれば終わるわけですから。それをうるさいだの、

やかましいだの大人の考えで除けていいのかなあって、私はいつも自問自答し

ます。

どうですか町長。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 私も自問自答します。

そういう制約、いろんなものがなければ、議員のおっしゃるようなこともあ

りなんだろうなと思いますし、そこを先ほど申し述べたように、防災行政無線

は何たるものかっていうことから、もう１回元に戻って、必要な情報を提供し

ていくという考え方の観点に立ち戻っていく必要性はあるんだろうなという

ふうに考えています。

議員が力強くおっしゃる、健康づくりに向けての体操なんだからっていうこ

とは、十分理解出来ておりますので、そこは、そういったところで御理解を賜

れればと思います。

また、このラジオ体操日本一に３回も輝く、これは中種子町の宝だとおっし

ゃることは、私もそう思います。

また、そこに関しては、今度、鹿児島県のほうから、「きらめき学校表彰」と

いうことで、いろんな活動に対して、増田小学校は県内で２校しかいない表彰

をいただいております。これも広報紙に掲載してあると思います。

そういった意味では増田小学校の子どもたち、そういった観点から非常に頑

張っているというところは理解出来ます。

そしてまた、本町としても自慢できる要素なんだろうなというふうに思いま

すし、これは校長先生や教頭先生がお見えになったときにお話をさせていただ

いてたんですが、増田小学校にとどまらず、これを町内の小学校で、その活動

が連鎖して、町内の子どもたちみんなができるような環境づくり、それが、先

ほどお話をさせていただいた小規模校同士の交流学習とか、そういったものの

中でそういったものを培っていって、増田小のような小学校でラジオ体操をす

る学校が、町内全部に広がるといいですね。校長先生、教頭先生たちの指導の

もと、各小中学校と小学校と連携をとって、そういった活動にも取り組んでい

ただけませんかというお願いもしてあるところでございます。

そういったところで御理解をいただければと思います。

○議長（迫田秀三君） 10 番、戸田和代さん。

○10 番（戸田和代さん） 前向きな答弁いただきましたけど、本当に子どもたち、

町民のことを考えると健康が第一、子どもたちの健康が第一、町民も健康が第
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一、健康でなければ何も出来ない。

それは、今町長が言われましたように、各学校にラジオ体操を広げていって、

そうした取り組みもやったほうがいいねっていうことも分かります。

ですから、ラジオ体操は、中種子町の宝物で、中種子町に行ったら、ラジオ

体操の曲が、10 時とか 15 時とか分からないですけど、流れますよ。中種子町

は健康のまちづくりですというキャッチフレーズを世の中に広げてほしいと

私は思います。

こんな小さい増田小学校、今 32 名ですけど、また、今回、卒業生が８名と

入学生が３名ということで、ちょっと少なくなってきますけど、小さい人数な

がらも、一生懸命取り組んでいる。そういう子どもたちの行動をちゃんと中種

子町のみならずに全国に発信していただきたい。

ラジオ体操が、中種子町の 10 時とか 15 時に流れるよって言ったら、増田小

学校の子どもさんのみならず、皆さん喜ぶと思います。

ですから町長、ぜひ、急にはいろいろことごとがあって、取り組めないと思

いますけど、20 年前のことを引きずって、うるさかったから、うるさかったか

らということじゃなく、時代は更新していってますから、逆に今度は流します

ということを町長のほうからおっしゃっていただければ、私は光栄に存じます。

ぜひお願いしておきます、近い将来に。

これで私の質問を終わります。

○議長（迫田秀三君） 次は、濵脇重樹君に発言を許可いたします。

８番、濵脇重樹君。

〔８番 濵脇重樹君 登壇〕

○８番（濵脇重樹君） 議長の許可を得ましたので、通告書のとおり、小・中学校

の不登校問題についてと、道路の維持管理についての２点について質問します。

まず、不登校についてです。

文部科学省は、2022 年度の不登校調査の結果を公表しています。全国の小中

学校で 30 日以上欠席した不登校の児童生徒は、10 年連続増加しており、29 万

９千人と過去最多の更新をしています。

この２年間は、前年度からの増加幅が２割を超え、大幅増となっているよう

です。

最近も福岡県において、先生の暴力や叱責により、中学生が不登校になって

いるとの報道もありました。

いじめ認知件数においても、同様に過去最多になっているとの報道もされて

います。

また、県内においても 2022 年度問題行動不登校調査で、小中高校における

不登校の児童生徒数は約 4,900 人で、前年より大幅に増加しているようです。

それでは通告書のとおり質問に入ります。

全国的には不登校は増加傾向にあります。中種子町内の小中学校の生徒の不

登校はどういう状況なのか、教育長にお伺いします。

あとの質問は質問席で行います。
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○議長（迫田秀三君） 教育長。

〔教育長 北之園千春君 登壇〕

○教育長（北之園千春君） 濵脇議員の質問についてお答えいたします。

まず不登校児童生徒、これの定義についてちょっとお話をしますけれども、

何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因、背景により登校しない、

あるいはしたくとも出来ない状況にあるために、年間 30 日以上欠席した者の

うち、病気や経済的な理由によるものを除いたものというふうに文部科学省の

調査では定義をしております。

それに合わせますと、本町の小中学校における状況は、令和３年度９名、令

和４年度 10 名、令和５年度、本年度ですが、２月末現在で９名となっており

ます。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 今の答弁を聞いて、ちょっと多くてびっくりしてるんです

けど、この不登校の要因ですけど、不登校の要因としては、文科省は必ずしも

学校に行く必要はないとの認識が広まったことなど、それが不登校の増加の要

因と分析しています。

県の教育委員会の見解としては、新型コロナウイルス禍で学校生活に様々な

制限がある中、対人関係が築きづらかったのではと分析しているようです。

参考までに文科省の発表によると、学校が判断した小中学生の不登校の理由

として、無気力、不安が約 52％、過半数を占めております。あとは生活リズム

の乱れ、遊び、非行が 11％、残りは友人関係、その他となっておるようです。

不登校となった小中学生の約４割近くが、学校内外で専門家らの相談や支援

を受けていないとのことでした。

町内の不登校の要因、それとこの専門家の相談を受けていないという体制に

ついてどう考えているか伺いたいと思います。

○議長（迫田秀三君） 教育長。

○教育長（北之園千春君） 不登校の要因というものは、非常に複雑でして、多岐

にわたっておるために複数の要因が重なっていると考えております。

ですから、正確に原因、そういったものを特定することは困難であろうと考

えております。

中種子町では、相談や支援の体制について、町教育委員会として学校への指

導を行うとともに、環境整備にも努めております。児童生徒や保護者に寄り添

い、継続的にサポートする環境を整えるため、県から本町に小学校には年２回、

中学校には年 10 回、来島するスクールカウンセラーに加えて、令和２年度か

ら町スーパーバイザーとして１名を任命し、児童・生徒の相談に応じるのはも

ちろん、教職員や町、スクールソーシャルワーカーも幅広く相談できる体制を

とっております。

また、同じく令和２年度より適応指導教室、現在名称が変わりまして、教育

支援センター、略称は「フレンド コネクト」と呼んでおりますが、これを福

祉センター内に開設し、不登校児童・生徒及びその保護者の居場所づくりにも
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取り組んでおります。

さらに、地域福祉課との情報交換会を積極的に行い、組織的に対応を進めて

いるところです。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 様々な対策を行っているようですが、この２番目の質問に

次は入りますけど、現在の対策が今おっしゃったとおりだと思いますけど、今

後はどういった方向で進めていくのか、お伺いしたいと思います。

○議長（迫田秀三君） 教育長。

○教育長（北之園千春君） 生徒指導の理論、考え方や実際の指導方法など、生徒

指導に関する学校教職員向けの基本書である生徒指導提要、これが 12 年ぶり

に改定され令和４年 12 月に公表となりました。

この生徒指導提要の趣旨を全ての教育活動の基盤として対策を講じている

ところであります。

学校では、未然防止と初期対応として、全ての児童生徒を対象に、全ての教

育活動において全ての教職員で行う魅力ある学校づくりに取り組むとともに、

生徒指導と学習指導の一体化を図る分かりやすい授業を実施し、その充実・改

善に努めております。

また、教育機会確保法や不登校児童・生徒への対応に関する通知等をもとに、

社会的自立の視点からの不登校児童・生徒の支援対応に関する職員研修も年間

計画に位置づけて取り組んでおります。

今後も児童・生徒一人一人に寄り添い、誰一人とり残すことのない教育を推

進し、新たな不登校児童・生徒をつくらない、このことを念頭に対応に取り組

んでまいります。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 子どもたちがですね、やっぱり学校が通いやすい場所にな

ってるかどうか。そういったのがやっぱり非常に重要だと考えています。

指導においても、過度な指導で安心出来ない学校になっていないか。もう一

度考えていく必要があると考えています。

この問題、非常に難しい問題ですけど、また次の機会に質問をまたさせてい

ただければと思っております。

次に、いじめ問題について伺いたいと思います。県内の小中学校、特別支援

学校を加えた 2022 年度いじめの認知件数が、１万 978 件で前年度より 678 件

増加しているようですが、町内の小・中学校のいじめ認知件数についてお伺い

したいと思います。

○議長（迫田秀三君） 教育長。

○教育長（北之園千春君） 本町の認知件数は、令和３年度は小学校６件、中学校

５件の計 11 件、令和４年度は小学校６件、中学校３件の合計９件、令和５年

度は２月末現在ですが、小学校３件、中学校３件の計６件となっております。

いじめを早期に発見し、早期に対応するために学校楽シートを活用したアン

ケート調査や日常生活の観察等による学校内の取り組みだけではなく、保護者
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への周知やスクールカウンセラー等による相談活動等を通して、広く情報収集

に取り組んでいるところでございます。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 人数的には、少なくなってきているように感じております。

このいじめの認知件数の内訳は、学校別に申し上げますと県内で教育委員会

が発表している件数ですけど、小学校が 7,540 件、中学校が 2,964 件、高等学

校が 427 件、その他になっているようですけど、小中学校が全体の 95％ぐら

い占めております。

この入手認知件数の増加は、教育関係者の積極的な掘り起こしの結果と見て

いるようです。今まで以上に積極的に取り組んできた結果だと思いますが、そ

の反面、専門家からは深刻な被害の防止策が不十分という意見もあるようです

が、その点どう捉えておりますか。

○議長（迫田秀三君） 教育長。

○教育長（北之園千春君） 平成 30 年３月に総務省が取りまとめた、いじめ防止

対策の推進に関する調査結果報告書によると、重大事態に関する調査報告書の

分析結果において、いくつかの対応の課題が指摘されております。

その主なものは、いじめの認知等に係る課題、学校内の情報共有に係る課題、

組織的対応に係る課題などです。

これらの課題改善を図ることで、深刻な被害の防止につながると捉えていま

す。

具体的には、いじめの認知等に係る課題に対して、文部科学省の示すいじめ

の認知件数が多いことは教職員の目が行き届いていることの証であるとの考

え方のもと、本町でもささいなことでも積極的認知し、学校が組織として見守

り、必要に応じて指導し、解決につなげることの重要性を共通認識するよう学

校に対して指導し、危機感と緊張感を持って取り組んでいるところです。

学校内の情報共有、組織的対応に係る課題に対しては、町教委及び学校にお

いて、いじめ防止等のための基本方針を策定し、教職員がいじめの情報を学校

内で情報共有しないことは、いじめ防止対策推進法の規定に違反しうることを

明記することで、教職員による抱え込みを防ぎ、学校及び関係機関との組織的

対応を確実に進めているところです。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 中種子町いじめ問題防止対策協議会が平成 28 年に発足し

ているようですが、どういう構成でどういった話がされているのか、お願いし

たいと思います。

○議長（迫田秀三君） 教育長。

○教育長（北之園千春君） 中種子町いじめ問題防止対策協議会の組織構成は、小

中学校長の代表、関係行政機関の職員、学識経験を有する者、その他、教育委

員会が必要と認める者となっております。

いじめの防止等に関係する機関及び団体の連携の推進に関し必要な事項を

協議するとともに、当該機関及び団体相互の連絡調整を図るものとなっており
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ます。重大事態発生時には、具体的な対応策の協議も行うこととしておるとこ

ろです。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 教育関係者だけの構成になっているようですけど、もう少

し外部のほうも入れて、協議会を進めていったほうがいいと、私は今聞いて感

じたんですけど、その辺どうですか。

○議長（迫田秀三君） 教育長。

○教育長（北之園千春君） 鹿児島市、鹿児島県で活動しております、スーパーバ

イザーと契約をして、こちらに来てもらっておりますが、そういった方もメン

バーの中に入っております。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 非常にこの不登校問題といじめの問題って非常に微妙で難

しいと思いますけど、最後に町長にも聞ければと考えておりますけど、大丈夫

ですか。この問題。

○議長（迫田秀三君） 質問の内容を、町長に何を。

○８番（濵脇重樹君） このいじめ問題と不登校の問題について、意見、見解を。

○議長（迫田秀三君） 町長答弁出来ますか。

町長。

○町長（田渕川寿広君） いじめ問題、不登校問題について町長の見解を問われた

ところですが、もうあまりにも、でかい範囲なのでどういう答弁が必要なのか

ちょっと分かりかねますけども、非常に繊細な部分の話になっていくのだろう

なというふうに考えています。

学校サイドとしても不登校になった子どもの状況の情報の公開、また、いじ

め問題でいじめた子、いじめられた子の情報提供っていうのは非常に難しい要

素がある部分かと思います。いじめた子が不登校になる、そういった状況もあ

るのかもしれません。

そういった中で、丁寧な中にも教育行政の中で、学校単位で、また、そうい

う先ほどあったような外部のカウンセラー等も招へいした中で、丁寧な対応で、

一刻も早くそこを救済できるようなシステムといいますか、体制を整備してい

き、またささいなそういう不登校の芽、いじめの芽というものに気づく教員の

教育指導、また、それを早期に解決し、子どもたちの苦しみ、悲しみを省いて

いくということが重要であって、そこら辺、教育長部局においては、様々な工

夫をする中でやっておられると思いますし、我々も何らかのことがあれば、し

っかりサポートしていくべきだというふうに考えておりますが、これは一般質

問というのはちょっと、違うのかなというふうなところもございますので、で

きれば議員、お気づきの点があれば、またなかなか解決、答えが出る問題では

ない部分でもございますので、議員のほうからも、教育委員会のほうに足をお

運びいただいて、またいろんな提言、また中身についての質問などもしていた

だければありがたいなというふうに思います。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。
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○８番（濵脇重樹君） 突然お伺いしまして誠に申し訳ありませんでした。

このいじめの問題にちょっともう一つ、答弁はいいですけど、以前、私が聞

いた話がありまして、中学校だったと思います。

先生のほうに、いじめのことに相談に行ったら、全然受入れてもらえなかっ

たと。そういった話を聞いて、担任の先生が受け入れなかったらどうしたとっ

て聞いたら、いや今度は校長先生に言ったら、校長先生が対応してくれたと、

そういった話も聞きました。

こういったことがないような体制づくりをしていただき、非常にこの問題は

町長も言いましたとおり、非常に繊細な手助けが必要になると思います。

生徒たちの状況は様々ありまして、登校できる子もいれば、家から全く出な

い子もいるかもしれません。

状況に応じた対応をしていただき、子どもたちが安心して学校に行けるよう

な体制を整えていくようにお願いをして、この質問を終わりたいと思います。

それでは次の２番目の質問になります。

道路の維持管理について、この質問は以前、私も同僚議員も質問しています

が、再度質問したいと思います。

町内における町道が 202 路線で、延べ延長が 293 キロメートル、農道も相当

数の延長があると聞きましたが、その維持管理を地元集落で完了しています。

人口減少に伴い高齢化も急激に進んでおり、伐採や維持管理が今までのよう

に進んでいかない状況であります。難しい状況に現在はなっております。

特に高枝伐採や法面舗装が困難になっています。高枝伐採、法面舗装、道路

伐採等の管理作業の手助けが必要になってくると思いますが、町長にお伺いし

たいと思います。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） そういったところであり少子高齢化の中で、地域におい

ては、ほとんどが高齢者という中で、そういう清掃作業を日々、町民の皆さん

の集落単位の共同作業などで、管理をしていただいているというところでこの

場をお借りして深く感謝を申し上げたいと思います。

その中で今伝えましたように、いても１人２人の若い世代、その人たちにも

負担が来ているというような状況であるというような認識をしております。

何らかの形での清掃作業の軽減化っていうのは我々も考えていく必要性は

あると思っております。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 施政方針の中でも、道路整備は町民が最も身近に利用する

施設である。町道については地域の要望を踏まえ、幹線道路、生活道路、通学

道路などを優先し、維持修繕、整備を実施すると言っています。

年末の話になりますけど、伐採をしてけがした人がいる、そういう話も聞い

ております。

こういった状態になるのが将来は目に見えていると考えております。今のう

ちから将来を見据え、少しずつやっていけば、町民の協力をずっともらわなけ
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ればなりませんので、そのためにも少しずつ進めていくべきだと思います。

特に法面の伐採が１番危険を伴うと思います。町道、農道の法面舗装を継続

していくべきと思いますが、その辺はどうですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 農道に関しては高枝伐採とか、そういったものは多面的

の交付金事業を活用して実施をしている集落などもございます。

そういったところで法面の草払いや高枝伐採などを行っているところでご

ざいますが、法面の張りコンクリートであったり、こういったものっていうの

は、この多面的が使えないということでございますので、法面管理も含めて可

能な限り、道路改良等に伴い張りコンクリートなどというのは積極的に使って

いければというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君、

○８番（濵脇重樹君） １番危険を伴うのがやっぱり法面、少し高くなっている。

意外と農道のほうが法面成形してる場所が多いんですよね。町道よりは。

それと高いところを特に進めていただいて、今のままでいくと、恐らく今ま

でやってた道路の管理が出来なくなります。小さい集落は。

そういった意味も含めて少しずつでもいいですから、そこを集落長の会があ

ったとき、そういった話も聞いて、大変なところはないか。そういったのを先

に調査して進めていくべきと思いますが、どうですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 調査もですが、緊急で急ぐ物等に関しては年次の計画と

かもあろうかと思いますが、地域の再生交付金事業なども活用していただけれ

ば、そういったものも環境整備というところで、法面であったり、高枝の伐採、

これを業者に委託するというようなやり方も可能かと思いますので、そこら辺

の利用も検討いただければというふうに考えております。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） ぜひ早急に調査して進めていただきたいと思います。

続きまして安全施設、特に区画線の整備が必要と考えるがという質問ですけ

ど、本年度の予算で、道路維持修繕費で 450 万円計上して、区画線等の整備を

するようです。

非常にもう、これを私はつくった後から、予算委員会で理解したんですけど、

この区画線の整備することでですね、もう運転が非常にしやすくなるんですね。

なかったらどうしても真ん中よりに走りますから、その危険が伴ったりするわ

けですよ。もともとセンターラインがあるところですからね、私の言ってるの

は今、ないところ、規格に対応しないところは出来ませんから。

現在は特に通行が非常に多くなっています。大型車両、生コン車、クレーン

車など多くの車両が現在運行しております。特に高齢者にしてみれば、運転が

しにくいという声も出ています。

その中で、特にセンターラインの整備をしていただきたいと考えております。

中心線があるのとないのとでは、運転は非常に差があるんじゃないかと思いま
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す。

それで最近の車はセンターラインをオーバーしたら、ブザーみたいなのがな

ります。ああいうのも事故防止とか、そういったのになっていくんじゃないか

と考えております。

そういった機能を十分に有効に使うために、ぜひせめてセンターライン区画

線の外側線までできれば１番いいんですけど、せめてセンターラインは整備し

ていただきたいと思います。

どうですか。

○議長（迫田秀三君） 町長。

○町長（田渕川寿広君） 今年度も予算を計上しておりますので、予算の範囲内で

特に劣化の激しい部分を優先してやっていくとの考えでございます。

○議長（迫田秀三君） ８番、濵脇重樹君。

○８番（濵脇重樹君） 予算を計上してくれているので、非常に喜んでいるところ

ですが、これが単年度で終わらないように随時してもらえるようにお願いした

いと思います。

それでまた県道とか、そういったところでのがあれば、熊毛支庁に働きかけ

ていただきたいと思います。そして整備してもらえば、また走行上運転、高齢

者の運転とか、特にそういったのを運転しやすくなるんじゃないかと思います。

以上で私の質問はこれで終わりたいと思います。

ありがとうございました。

○議長（迫田秀三君） ここでしばらく休憩します。

再開をおおむね 15 時 30 分からといたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後03時16分

再開 午後03時25分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（迫田秀三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 議案第19号 令和６年度中種子町一般会計予算

日程第４ 議案第20号 令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計予

算

日程第５ 議案第21号 令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計予算

日程第６ 議案第22号 令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計予算

日程第７ 議案第23号 令和６年度中種子町水道事業会計予算

○議長（迫田秀三君） 日程第３、議案第 19 号、「令和６年度中種子町一般会計予

算」から、日程第７、議案第 23 号、「令和６年度中種子町水道事業会計予算」

まで、５件を一括議題とします。

本案については、各常任委員会への付託案件です。委員長の報告を求めます。

まず、総務文教常任委員長、池山喜一郎君。

〔総務文教常任委員長 池山喜一郎君 登壇〕
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○総務文教常任委員長（池山喜一郎君） 総務文教委員常任委員会審査報告。本定

例会において、総務文教常任委員会に付託された「議案第 19 号令和６年度中

種子町一般会計予算」から、「議案第 20 号令和６年度中種子町国民健康保険事

業勘定特別会計予算のうち税務課所管に係る部分」、「議案第 23 号令和６年度

中種子町水道事業会計予算」の審査の経過と結果について報告いたします。

当委員会は、３月７日、８日の２日間、防災センター第１会議室において、

全委員出席のもと、関係課長、係長の出席を求め審査を行いました。審査に当

たっては、付託された案件を一括議題とし、所管課長から概要説明を受け、各

担当係長から予算書に基づく説明の後、質疑を行いました。

議会事務局・監査委員室について。議会費の予算額は、昨年度より 189 万６

千円増額の 7,987 万４千円で、増額の主なものは、議員会議等出席に伴う費用

弁償等です。

監査委員費の予算額は、昨年度より 23 万７千円の減額の 1,028 万２千円で

減額の主なものは、隔年おきに開催される全国監査委員研修会が無いことに伴

う費用弁償の減額との説明。

選挙管理委員会について。令和６年度は、７月に鹿児島県知事選挙が予定さ

れており、選挙に係る執行経費を計上している。歳入は、選挙事務の執行経費

に係る県委託金を計上。歳出の選挙管理委員会費は、人件費等、明るい選挙推

進啓発事業費は、明るい選挙推進にかかる経費、県知事選挙に係る経費を計上

しているとの説明。

会計課について。資金管理については、町資金管理基準要領に基づき、最も

確実かつ有利な方法で管理し運用することとしている。

歳入見込みは、３万円計上。歳出は、昨年度より 815 万８千円増額の 1,151

万３千円で、増額の内容は、為替送金徴収手数料、町税等収納手数料、種子屋

久農協出納員１名の人件費、10 月から発生する指定金融からの振込手数料。ま

た、基金からの一時借入金等の利息 24 万７千円を計上との説明。

社会教育課について。25 名の職員体制で社会教育行政の推進を図っている。

社会教育係は、生涯学習を総合的に進めるため、研修会等各種会議を開催し、

各団体の育成支援及び指導体制の整備、指導者の育成を図っていく。

公民館係は、中央公民館を生涯学習の拠点として位置づけ、生涯学習講座や

高齢者学級の開設など、学習機会の提供に努める。町自治公民館連絡協議会及

び自公連女性部の活動支援と公民館簡素化運動を推進する。

文化係は、種子島こりーなを拠点に、町民に優れた芸術・芸能作品の鑑賞の

機会を提供するとともに、文化協会と連携を図りながら創造・享受できる環境

づくりを推進する。

文化財係は、国指定史跡「立切遺跡」の適切な保存と有効な整備・活用を進

めるための基本方針を定めるため、策定委員会を立上げ、保存活用計画書を作

成する。また、町指定文化財の整備及び保存活用、郷土芸能の保存伝承の取り

組みを支援する。歴史民俗資料館の管理運営については、収蔵品の整備充実を

図りながら魅力ある展示に努める。
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社会体育係は、スポーツを通し、「健康で明るく住みよいまちづくり」を推

進し、町民の親睦融和と健康増進・体力の向上を図る。また、スポーツ合宿の

誘致を推進し、施設の有効利用と町の活性化に取り組む。

社会教育課の歳入予算は、932 万２千円で、前年度比 72 万５千円の増額。歳

出予算は、５億 5,751 万９千円で、前年度比３億 6,065 万８千円の増額。要因

として、種子島中央体育館屋根改修工事と中央公民館改修工事を計上との説明。

教育総務課・学校教育課について。教育総務課は、教育財産の取得・管理、

学校施設・教職員住宅の維持・管理、奨学金に関する業務などを行っている。

学校教育課は、学校の教育指導、ウミガメ留学、児童生徒の修学等に関する

業務を行い、学校教育の強化を図っている。

教育委員会では、先人が築いてきた教育の歴史と伝統の上に立ち「風に向か

って立つ中種子のひとづくり」を柱に、全人教育・生涯教育の推進に努めてい

く。

学校施設については、年々老朽化が進んでおり、年次的に改修工事や補修を

実施し、安心・安全な教育環境づくりに努めている。

ＧＩＧＡスクール構想については、ＩＣＴ機器を活用した教育の推進を図り、

現代及び未来に適応できる児童・生徒の育成、併せて教職員のＩＣＴ技術を含

めた資質向上及び情報モラル教育に取り組む。

不登校状態にある児童・生徒については、引き続き、福祉センター内の教育

支援センターを運用し、保護者を含めた相談活動・学習指導を実施する。

うみがめ留学については、うみがめ留学連絡協議会・岩岡小実施委員会・星

原小実施委員会と連携し、教育効果の向上と振興、地域活性化を図っていく。

教育総務課所管分の教育費全体では、予算総額５億 900 万１千円で前年度比

125.2％、増額の主なものは、学校施設の改修工事費との説明。

企画課について。企画調整係では、交通弱者の移動手段として、コミニュテ

ィバス４路線と予約型乗合タクシーの５路線を運行している。５年度には、コ

ミニュティバスの新車種を導入し、利便性の向上を図った。今後も町民が利用

しやすい運行体系の確立を目指すため継続的な協議を行う。

広域幹線系統については、種子島地域公共交通活性化協議会において、公共

交通計画を策定しており、計画策定業者にアドバイスを頂きながら、どのよう

な交通体系を目指すか検討を進める。

また、本年３月 31 日に廃止される空港バスの代替え交通として、予約型乗

合タクシーを４月１日から運行できるよう関係機関と協議を進める。

新エネルギー施策では、風力発電施設の代替え施設の設置など、脱炭素に向

けた新たな施策展開が迫られているが、実施する施策が本町の将来に適合する

のか、慎重に検討、協議を行いながら事業を選択する必要があることから、Ｐ

ＰＡ方式などによる公共施設の太陽光発電導入や照明のＬＥＤ化等を先行し

て進める。

有人国境離島法による取り組み、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金

事業の活用による航路・航空路運賃低廉化、輸送コスト支援、雇用機会の充実、
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滞在型観光の推進などの事業を推進する。

長期振興計画等各種事業計画推進の調整では、第６次長期振興計画や第２期

総合戦略等各種計画について、検証やローリングによる計画的かつ着実な事

業・施策の推進を図る。

統計調査事業では、６年度は、５年ごとに実施する農林業センサス及び令和

７年度実施の国勢調査に向けた調査区設定等の作業が行われる。歳入予算額は、

8,589 万円で、歳出予算額は、9,526 万円との説明。

広報係は、わかりやすく、親しみやすい広報紙の発行、ホームページやＳＮ

Ｓでの情報発信内容の充実によって中種子町の魅力を発信していく。歳入予算

68 万２千円で、歳出予算は、853 万６千円との説明。

地域振興係は、定住促進・集落支援、地域おこし協力隊活動支援を行う。

ふるさと納税については、地元特産品の販路拡大、新たな掘起しなど、ふる

さとを応援したい、中種子町を応援したい方に対して、魅力ある産品の情報発

信を進め、寄附金の増額を図る。歳入予算は、１億 1,493 万６千円で、歳出予

算１億 1,787 万８千円との説明。

商工観光係は、町商工会による会員事業者への経営指導や金融支援により地

域商工業の振興を図る。

また、商工会の街路灯については、令和６年度に機器の更新を行い、明るい

商店街づくりを目指す。本町の観光については、各種ツーリズム等による体験

型に特化した自然レクリエーション村のキャンプなど滞在型観光に重点を置

いた取り組みを行う。

歳入予算 202 万２千円で、歳出予算１億 7,876 万２千円との説明。質疑に入

り、コミニュティバスの利用状況についてに対し、令和４年度並みとなってい

る。令和６年１月現在 3,159 名で、前年比では 83 人増加しているとの説明。

デジタル推進課について。情報通信技術は、住民サービスを正確かつ迅速に

提供し、さらに行政事務の合理化を図る上で必要不可欠なものとなっており、

令和６年度から２年間で、本町で使用している業務システムのうち 18 業務シ

ステムを標準化・共通化されたシステムに移行する。

新規事業として、中央公民館施設のオートロック化や電子申請で手数料の支

払いが必要な場合に対応するため、キャッシュカードで納付できるシステムを

導入予定。

歳入予算は、システムの標準化・共通化への移行に伴う国庫補助金が主で

1,854 万５千円。歳出予算は、前年比 2,565 万７千円増の 9,081 万３千円で、

増額の主なものは、各種使用料、システム標準化・共通化移行負担金との説明。

学校給食センターについて。児童・生徒の心身の健全な発達を願い、成長の

段階に応じた安全でバランスの取れた給食の提供を基本にしながら、管理運営

に努めている。地元産野菜・地元魚介類・中種子町産新米を取り入れ、地産地

消にも努めている。施設については、築後 50 年を迎えているため施設・設備

の維持修理に努めている。

歳入予算は、698 万３千円、歳出予算は、前年度比 3,678 万４千円増の 9,493
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万６千円で増加の主なものは、学校給食費補助金、備品購入費等との説明。

質疑に入り、学校給食センター建設検討会の内容についてに対し、建設の検

討会については、委員 11 名を選定し、建設基本計画作成について令和５年度

に３回開催しています。現在、最終確認段階で中身は骨格的なもので、用地の

選定等はこれから検討することになるとの説明。

税務課について。基本施策として、適正で公正な課税、公平で確実な徴収、

正確で迅速な収納管理により自主財源の確保に努めている。

個人住民税については、農業所得において、減収・経費増により前年度比４％

ほどの所得減を見込んでいる。給与所得は若干の増、営業所得は、前年並みと

見込んでいる。法人税は、馬毛島関連による建設業及び小売業について増を見

込んでいる。固定資産税については、全棟調査結果の反映による家屋の増額は

あるものの、評価替えに伴い、全体として昨年度より減額が見込まれる。

徴収業務については、職員が徴収班を編成し、臨戸訪問徴収・納税相談を実

施し、滞納整理業務は、徴収業務の状況を把握し、滞納額・不能欠損金の縮減

に努める。

地籍調査については、これまでの調査完了面積は、110.42 ㎢、調査計画面積

131.64 ㎢に対して 83.88％の進捗率となっている。

歳入予算は、3,000 万円、歳出予算は、前年比 108 万３千円減額の 6,458 万

円との説明。

税務課所管分の国保特別会計は、国民健康保険法に基づき国民皆保険制度の

基盤として地域住民の医療の確保と健康の保持増進に重要な役割を果たして

いる国民健康保険制度を維持し、町税と一体となった賦課徴収、収納管理に努

めるとの説明。

質疑に入り、コンテナハウスは課税対象として見込まれるかに対し、屋根が

あり三方が壁で囲まれていること、定着性はしっかり基礎があること、用途性

は本来の家屋としての目的を有し使用することであり、固定資産の場合、しっ

かり基礎を打って電気や水道を引くと住宅性があると判断されるので、家屋同

様に随時評価しています。との説明。

水道課について。町民の皆様に質の高い安全・安心な水道水を安定的に供給

することに努め、６年度は、漏水調査を継続して実施し、有水率の向上と老朽

管の更新に向けた調査を行い、老朽管の影響で大きな漏水が確認された３地区

の配水管更新を計画している。また、北部第３浄水場の深井戸洗浄及び取水ポ

ンプの取替を行い、安定した原水確保を図る。町民生活や社会経済を支える生

活基盤として、適切な施設管理を行い、効率的な運営に努める。

収益的収入は、給水件数 4,715 件、総給水量約 896,000 立米で給水収益等営

業収益は、２億 1,244 万５千円を見込み、営業外収益等を加え、収益的収入の

総額は、３億 1,975 万２千円。収益的支出の総額は３億 3,454 万９千円となっ

ている。

資本的収入は道路改良工事に伴う工事負担金で総額 1,250 万円とする。資本

的支出については、導水設備改良費 1,600 万円、配水設備改良費 5,510 万円が
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主なもので合計 8,666 万９千円、企業債償還金 4,135 万４千円、地方債償還金

4,087 万４千円で、資本的支出の総額は、１億 6,889 万７千円を計上している。

との説明。

質疑に入り、有水率は向上しているのかに対し、令和３年度に配水池を整備

したことにより、67％程度まで下がった状況でした。それを受け漏水調査を 18

年ぶりに実施し、令和４年、令和５年に大きな漏水箇所を発見し、修理行った

結果、現在 70％を超えてきた状況です。との説明。

自衛隊対策室について。自衛隊に関連する窓口として、再編交付金の申請事

務、九州防衛局種子島連絡所との基地関連施設整備に関する調整や自衛隊鹿児

島地方協力本部種子島駐在員事務所と訓練等の調整を行う。

歳入予算は９億 7,937 万５千円で、主な内訳は、再編交付金５億 1,827 万

円、再編交付金事業基金繰入金４億 6,091 万１千円。歳出予算は、２億 5,559

万６千円で内訳は、積立金２億 5,282 万円、自衛官募集費９万４千円、自衛隊

対策費 268 万２千円との説明。

総務課について。行政係は、定員管理適正化計画に基づき、適正な定員管理

に努めるとともに行財政の健全化に努める。職員研修については、県自治研修

センターで実施される各種研修会等を活用し、資質向上に努める。職員の健康

管理については、人間ドック・脳ドック・職場検診等を継続的に実施し、安全

衛生管理の徹底に努める。

財政係は、厳しい財政状況の中で、収支の均衡のとれた財政運営に努め、経

常経費・物件費の抑制に努める。地方債の管理については、財政指標の動向に

留意しながら有利な地方債の活用を図る。

管財係は、森林環境保全直接支援事業を活用し、牧川地区 10ha の搬出間伐

と作業路開設を実施する。町公共施設管理公社に補助金を交付し、運動公園・

役場庁舎等の清掃管理を委託し適正な管理に努める。また、高齢者や障がい者

など、様々な年代が使いやすいトイレ洋式化を進める。

消防交通係は、交通安全対策としてカーブミラーやガードレール等施設の整

備と交通安全指導員の活動支援を行い、交通マナーの向上と交通安全意識の高

揚に努める。また、火災や災害時の消火救難活動において非常備消防団の役割

は大きく、町民の生命と財産を守るうえで欠かせない組織であるが、団員確保

が厳しい状況にある。団員の定員確保に努め、町民の安全・安心の確保を図る。

質疑に入り、公共施設のトイレ洋式化については、公共施設全部が対象かに

対し、町内の公共施設 54 ヶ所で、役場庁舎、防災センター、中央公民館、町

立体育館前の旭町公衆トイレ、流水プール、中央公園、陸上競技場、野球場、

ふれあいの里、種子島こりーな、農村婦人の家となります。との説明。

以上で付託された案件すべての審査を終わり、全件について一括して討論を

行い、討論なく採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

以上で、総務文教常任委員会の所管に係る関係課の令和６年度予算審査の経

過と結果について報告を終わります。

○議長（迫田秀三君） 次に、産業厚生常任委員長、濵脇重樹君。
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〔産業厚生常任委員長 濵脇重樹君〕

○産業厚生常任委員長（濵脇重樹君） 産業厚生常任委員会審査報告。

本定例会において、産業厚生常任委員会に付託された「議案第 19 号、令和

６年度中種子町一般会計予算」から「議案第 22 号、令和６年度中種子町後期

高齢者医療特別会計予算」までのうち、関係所管について審査の経過と結果に

ついて報告いたします。

当委員会は、３月７日、８日の２日間、防災センター第２会議室において全

委員出席のもと、関係課長、係長の出席を求め審査を行ないました。

最初に空港管理事務所について。業務内容は、鹿児島空港事務所の指示によ

る灯火卓の操作、空港施設利用に伴う申請手続の調整・受理、空港灯火施設等

の維持管理が主な業務です。

歳入は、県委託金で 4,800 万円を計上しています。歳出は、運用管理に係る

もので、化学消防車２台の管理委託等で、総額 6,683 万７千円とのこと。

質疑に入り、緊急時の着陸の件数はに対し、米軍機の給油も含めた本年度の

緊急着陸は、現時点で 55 回着陸しています。との説明。

建設課について。町民のニーズに答えると共に地域の発展に寄与し、より安

全安心で豊かな社会基盤の構築に努め、本町の長期計画に沿った各種事業を積

極的に推進していきます。

主な業務は、道路整備、河川・急傾斜・港湾漁港整備・町営住宅管理・公園

管理、町道河川等公共施設の管理・公共施設管理公社の管理とのこと。

当初予算の歳入で主なものは、商工使用料、土木使用料、土木手数料、土木

国庫補助金などで総額１億 1,626 万５千円。歳出の主なものは、道路維持費、

道路改良舗装費、公園管理費、住宅管理費、緊急自然災害防止事業費、公共施

設管理費などで、総額４億 6,702 万４千円。

質疑に入り、公有財産購入費の用地費で 235 万円計上しているが場所は。に

対し、起債事業の大平中山線で 35 万円、旭町花房線の用地費用として 200 万

円計上している。との説明。

農業委員会について。農地利用の最適化の推進が農業委員会の主たる業務と

して、担い手への農地利用の集積と集約化、遊休農地の解消、新規参入の促進

など、農地等の利用の効率化及び高度化を推進することが求められております。

農業委員と農地利用最適化推進委員が各農家へ農地利用の意向を確認し、

「使える農地を、使えるうちに、使いたい人へ」の斡旋活動をさらに進め、農

地の集積・集約化や遊休農地の発生防止・解消を図ります。最も重要な業務で

ある農地法に基づく各種申請の許認可業務については、法令を厳守し農地行政

の適性かつ公正な執行に努めています。

農業委員会の予算については、歳入総額が 913 万５千円で、主な内訳は、機

構集積支援事業県補助金 152 万２千円、農業委員会県委託金 195 万４千円、農

地利用最適化交付金 474 万８千円、農業者年金受託事業収入 77 万２千円。

歳出については、総額 4,093 万４千円となり、内訳は農業委員会費 3,822 万

９千円、農地売買等事業費１万９千円、農業者年金事務費 114 万１千円、機構
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集積支援事業費 154 万５千円とのことでした。

質疑に入り、農地の集積、集約化について昨年度の実績と今年度の予定は。

に対し、農地中間管理事業を推進しており、令和４年度については 262 筆の集

積を行っており、面積は 63 町歩です。令和６年２月 28 日までで 211 筆で、面

積は約 62 町歩の農地の集積、集約化を行なっています。との説明。

町民課の一般会計の予算について。戸籍住民係の歳入は、戸籍・住民に係る

手数料、マイナンバ―カード関連事務に係る交付金などの国庫補助金が主なも

ので、歳入総額 1,372 万４千円です。歳出は、人件費、戸籍システムなどの委

託料・使用料及び賃借料、コンビニ交付システム関連経費などが主なもので、

歳出総額 5,599 万７千円。

国保年金係の歳入は、国民年金事務費交付金が主なもので、歳入総額 222 万

３千円です。歳出は人件費・事務費が主なもので、歳出総額 399 万９千円。

国保事業の一般会計歳入は、高額療養資金貸付基金利子で、歳入総額１千円、

前年度同額で計上しています。歳出は、国保特別会計繰出経費として、基盤安

定繰出金、一般事務費等繰出金などで、歳出総額１億 4,322 万４千円。

高齢者医療係の一般会計歳入は、保険料の均等割等の軽減分に対する県保険

基盤安定負担金が主なもので、歳入総額は 4,487 万３千円です。歳出は、広域

連合共通経費、療養給付費、特別会計への事務費繰出金と基盤安定繰出金など

で歳出総額２億 704 万７千円。

健康増進係の歳入は、健康増進事業県補助金、各種健診受益者負担金などが

主なもので、歳入総額 769 万３千円です。歳出は、公立種子島病院運営費負担

金、各種予防接種、がん検診などの委託料が主なもので、歳出総額１億 5,569

万４千円。

環境衛生係の歳入は、ごみ処理手数料、小型合併浄化槽設置費国庫補助金及

び県補助金、海岸漂着物地域対策推進事業県補助金などが主なもので、歳入総

額 2,188 万円です。歳出は、自動車リサイクルに伴う離島支援対策事業補助

金、合併浄化槽設置補助金、種子島広域事務組合及び中南衛生管理組合負担金

が主なもので、歳出総額３億 3,566 万１千円。

質疑に入り、自動車リサイクル離島支援対策事業とは。に対し、廃車になっ

た車を、種子島から鹿児島本土に輸送する海上輸送の補助をする事業です。町

内には２社が実施しています。との説明。

議案第 20 号、国民健康保険事業勘定特別会計について。国民健康保険事業

については、１月末現在の被保険者数は 1,981 名で、減少傾向に歯止めがかか

らない状況が続いています。県が財政運営の責任主体となり、制度の安定化を

図っているが、一人当たりの医療費は増加傾向にあり、厳しい財政状況になっ

ています。歳入は、保険給付費等交付金、一般会計繰入金が主なものです。歳

出は、被保険者療養給付費負担金、被保険者高額療養費負担金、出産育児一時

金が主なもので、歳入歳出それぞれ 14 億 4,363 万７千円です。

質疑に入り、被保険者が昨年に比べ 157 名も減少しているが。に対し、人口

減少と、75 歳になると後期高齢者に移行することになることで、その影響が考
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えられる。との説明。

議案第 22 号、後期高齢者医療特別会計について。後期高齢者医療について

は、１月末現在の被保険者数は 1,653 名です。主な業務は、鹿児島県後期高齢

者医療広域連合と連携を図りながら、保険料の通知・徴収、保険証の交付など

を行っています。医療費の抑制を図るため、長寿健診や人間ドックの受診勧

奨・費用育成や重複頻回・多受診者を対象に訪問指導を行っています。歳入は、

保険料・事務費繰入金・後期高齢者医療広域連合受託事業収入が主なものです。

歳出は、被保険者保険料負担金・保険基盤安定化負担金・健康診査経費が主な

もので、歳入歳出それぞれ１億 5,780 万８千円となっています。

中央保育所について。中央保育所は、定員 140 名で０歳児から就学前の５歳

児までを保育対象とし、国の保育指針に沿って家庭において必要な保育を受け

ることが困難な乳幼児の保育を行なっています。

子育て支援センターの事業内容については、各関係支援機関との連携を図り

ながら事業を実施しています。一時預かり事業については、保護者の看護及び

介護等の事由による一時的な保育、保護者の疾病等に係る緊急時の保育、保護

者の育児に伴う心理的・肉体的負担軽減、解消するための保育等に対応してい

ます。歳入については、民生費負担金の保育料が 1,335 万５千円、雑入は保育

所職員食事代ほかで 282 万４千円を計上しています。歳出は、保育所運営費２

億 1,091 万６千円となっています。

子育て支援センター事業費は、1,004 万３千円、一時預かり事業費について

は 579 万５千円となっています。

質疑に入り、子ども達の人数の推移をみてみると、減少している状況だが、

今後の見通しは。に対し、具体的に来年度の実数値について見込んでいない。

国も保育に関する制度が変化しているので、総合的に対応の検討を重ねていか

なければならないと思っていますとの説明。

農林水産課について。農政係では、基幹作物のさとうきびは、気象災害等に

よる被害の影響はありませんでしたが、単収向上には繋がりませんでした。今

後も栽培面積の維持・拡大を図ると共に、高単反収・高品質のさとうきび作り

を推進するため、植付け・管理・収穫作業等の受委託作業体制の強化と生産組

織の育成を図ります。

でん粉原料用さつまいもは、さつまいも基腐病の影響により原料不足が生じ

ており、澱粉工場閉鎖や既存澱粉工場の低稼働等の問題を抱える中、基腐病対

策をしっかり行い、基腐病に強い新品種「こないしん」の普及に努めます。

水稲については、生産コスト低減や省力化・スマート農業の推進を図り、無

人航空防除等による適期一斉防除を推進し、栽培技術の向上に努めています。

安納いもについては、固有種であるため、基腐病対策が喫緊の課題となって

います。安納いもブランド推進本部を中心に、企画・品質の統一と地理的表示

保護制度の活用により、販売戦略の構築に努めていきます。

園芸作物等については、園芸産地活性化プラン産地強化計画による野菜の生

産振興方針を踏まえ、重点品目における生産現場での省力化を図り、面積拡大
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と栽培技術の高位平準化による生産安定・品質向上を図りながら、農林水産物

認証の取得を推進します。

葉たばこについては、栽培面積は大幅に減少したものの、反収向上及び労働

力の削減に努めます。

農村振興については、農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、人・農地プラ

ンを法定化し、地域計画の策定の取り組みを進めます。

畜産については、本町農業基幹作物として規模拡大が図られ、農業振興に大

きな役割を果たしてきました。肉用牛は、耕種部門との複合経営を基本に生産

性の高い肉用牛繁殖経営体を育成するため、各種補助事業及び制度資金を活用

し、町及び農協等の貸付事業や自家保留牛制度を活用して、計画的な優良雌牛

の導入を推進します。酪農については、飼養管理技術・粗飼料自給率の向上を

図り、各種補助事業及び町の貸付事業を積極的に活用し、計画的な搾乳牛の確

保を図ります。

林務については、新たな森林経営管理制度により、林業の成長産業化と森林

資源の適切な管理の両立を図るため、森林所有者と森林経営体を繋ぐ仕組みを

構築し適切な経営・管理を持続的に行なう森林整備を推進して行きます。

水産については、離島漁業再生支援交付金事業を活用し、漁場の生産力・付

加価値の向上による漁業収益増を図るため、条件が不利な離島漁業再生活動の

自立かつ継続した支援に取り組みます。

農業土木については、農業・農村の将来にわたる発展を確かなものにするた

め、農業生産基盤の整備を積極的に進め、農村地域の防災・減災、農業農村の

持つ多面的機能の発揮などを目的に各事業推進に取り組みます。

当初予算の歳入総額は２億 2,204 万５千円で、主なものが国庫補助金 1,138

万８千円、県支出金１億 3,146 万４千円、優良雌牛導入貸付収入 1,212 万円、

乳用牛導入事業貸付収入 874 万７千円です。歳出総額は、６億 3,632 万２千円

で、農政係１億 6,728 万２千円、農村振興係 4,890 万３千円、畜産係 8,130 万

５千円、林務水産係１億 942 万６千円、農業土木係２億 2,940 万６千円との説

明でした。

質疑に入り、基腐病対策として蒸熱処理機の導入は考えていないのか。に対

し、昨年、南種子町が蒸熱処理機を導入しましたが、結果の情報はまだありま

せん。農業公社で水稲育苗の芽出し機を改造して温度を滅菌状態までもってい

けるように改造しましたら、ほぼ 100％健全な芽が出てきている。改造費用も

30 万円程度で、まだ実験段階です。との説明。

地域福祉課の一般会計予算について。福祉係は、地域福祉計画及び地域福祉

活動計画に基づき、すべての人が安心して自立した生活を送れるよう関係機関

と連携して「共に支え合う共生・協働の福祉社会の実現」のため各種事業を推

進しています。歳入予算は、温泉保養センター使用料、障害者自立支援給付費

国県負担金等が主なもので３億 3,350 万２千円です。歳出予算は、障害福祉サ

ービス事業費及び障害児通所サービス事業費、保養センター運営管理費が主な

もので、歳出総額４億 7,324 万６千円です。
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こども未来係の歳入予算は、教育保育給付費国県負担金、児童手当国県負担

金、出産・子育て応援交付金事業国県補助金が主なもので、歳入総額２億 6,763

万４千円です。歳出予算は、施設型給付事業費、児童手当支給事業費、種子島

産婦人科医院組合負担金が主なもので歳出総額４億 8,812 万２千円。

介護保険係の歳入予算は、低所得者への保険料軽減国県負担金が主なもので、

歳入総額 1,801 万７千円です。歳出予算は、介護保険特別会計への町負担金分

繰出金が主なもので、歳出総額２億 771 万７千円です。

高齢者支援係の歳入予算は、老人福祉施設個人負担金、重層的支援体制整備

事業繰入金、新予防給付サービス計画収入金が主なもので、歳入総額は 2,931

万８千円です。歳出予算は、介護地域づくりとして生活支援体制整備事業費、

老人施設等扶助費、地域包括支援センター運営費が主なもので、歳出総額１億

6,642 万９千円です。

質疑に入り、給食宅配サービス事業は何名利用しているのか。また、個人負

担はいくらになるのか。に対し、約 35 名で推移している。週３回行っており、

個人負担として 500 円いただいています。との説明。

議案第 21 号、介護保険事業勘定特別会計予算について。第９期の介護保険

事業計画に沿って、事業計画の進捗管理を行いながら事業を展開し、国の見え

る化システムを活用した給付分析を行い、適正かつ効率的な介護事業運営を進

めていきます。歳入予算は、第１号被保険者保険料、介護給付費国県負担金、

一般会計からの介護給付費繰入金等を計上。歳出予算は、人件費等の一般管理

費、介護サービス等諸費、介護予防・生活支援サービス事業費等が主なもので

す。予算総額は、歳入歳出それぞれ 12 億 12 万８千円との説明でした。

質疑に入り、男女別被保険者数は。に対し、令和５年 12 月末現在の 65 歳以

上の被保険者数は、女性が 1,746 名、男性が 1,236 名で、合計 2,982 名。との

説明。

以上で付託された案件すべての審査が終わり、全件について一括して討論を

行ない、討論なく採決の結果、原案のとおり可決するものと決定しました。

これで産業厚生常任委員会の所管に係る関係課の令和６年度予算審査につ

いての経過と結果の報告を終わります。

○議長（迫田秀三君） これで各常任委員長の審査報告を終わります。

これから、委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。反対討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 賛成討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

これから、議案第 19 号、令和６年度中種子町一般会計予算を採決します。

この採決は起立によって行います。
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本案に対する各常任委員長の報告は、いずれも可決です。

本案は、各常任委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（迫田秀三君） 起立多数です。

したがって、議案第 19 号は、各常任委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第 20 号、令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計予

算を採決します。

この採決は起立によって行います。

本案に対する各常任委員長の報告は、いずれも可決です。

本案は、各常任委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願いま

す。

〔賛成者起立〕

○議長（迫田秀三君） 起立多数です。

したがって、議案第 20 号は、各常任委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第 21 号、令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計予算を

採決します。

この採決は起立によって行います。

本案に対する産業厚生常任委員長の報告は可決です。

本案は、産業厚生常任委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は起立

願います。

〔賛成者起立〕

○議長（迫田秀三君） 起立多数です。

したがって、議案第 21 号は、産業厚生常任委員長報告のとおり可決されま

した。

次に、議案第 22 号、令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計予算を採

決します。

この採決は起立によって行います。

本案に対する産業厚生常任委員長の報告は可決です。

本案は、産業厚生常任委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は起立

願います。

〔賛成者起立〕

○議長（迫田秀三君） 起立多数です。

したがって、議案第 22 号は、産業厚生常任委員長報告のとおり可決されま

した。

次に、議案第 23 号、令和６年度、中種子町水道事業会計予算を採決します。

この採決は起立によって行います。

本案に対する総務文教常任委員長の報告は可決です。

本案は、総務文教常任委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は起立

願います。

〔賛成者起立〕
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○議長（迫田秀三君） 起立多数です。

したがって、議案第 23 号は、総務文教常任委員長報告のとおり可決されま

した。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第８ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件

○議長（迫田秀三君） 日程第８、「常任委員会の閉会中の所管事務調査の件」を

議題とします。

各常任委員長から所管事務のうち、会議規則第 75 条の規定によって、お配

りしました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りします。各常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とするこ

とに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、各常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第９ 議員派遣の件

○議長（迫田秀三君） 日程第９、「議員派遣の件」を議題とします。

お諮りします。

地方自治法第 100 条第 13 項及び会議規則第 129 条の規定によって、お配り

しました会議及び研修会等へ議員を派遣したいと思います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、議員派遣の件は派遣することに決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第 10 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件

○議長（迫田秀三君） 日程第 10、「議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件」

を議題とします。

議会運営委員長から会議規則第 75 条の規定によって、お配りしました本会

議の会期日程等、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出

があります。

お諮りします。委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

したがって、委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。

これで、今期定例会に提出されました議案などは、閉会中の継続審査として

議決になりましたものを除き、全部議了いたしました。
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会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思います。

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（迫田秀三君） 異議なしと認めます。

本定例会は本日で閉会することに決定しました。これで本日の会議を閉じま

す。

以上をもちまして、令和６年第１回中種子町議会定例会を閉会します。

御苦労様でした。

－－－－－－－○－－－－－－－

閉会 午後04時29分
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